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第1項 g 約

第5輩実験

実験らではランダムチェッカーパタン系列と文字系列を用い，さらに警告耕激に予告機能をも

たせた。その結果，文字系列に対する後頭領導出P270成分振幅績は増加した。

ランダムチェッカーパタン系列が文字系列と組み合わされた場合には，ランダムチェッカーパ

タン系列iζ対するP270の成分振幅値の刺激くり返しに伴う増大は警告刺激の予告効果なしに生

ずる傾向がある。しかし予告効果は文字及びランダムチェッカーパタン系列lζ対するP270成分

振幅値の増加傾向をより明瞭にするというかたちで生じた。

1 )本論文は，北海道大学大学院研究科博士後期課程における著者の課題研究を集成して提出した北海道大

学審査学位論文の.:t婆部分の抜粋であり，北海道大学教育学部紀要第45号所収の f適応機能としてみた

視知覚活動の特性について一視覚誘発電位を示穣とした課題解決事態における視知覚成立過程の分析

その 1J Iζ続く後半部分である。なお，引用文献表，原論文の概要及び§次は，北海道大学教育学部

紀要第45号所収の論文にまとめて掲載した。



206 教育学部紀要第46号

乙の予告効果は，刺激位置 lにおける刺激の物理的制約の取り入れを軽減させ，高次系の後頭

領lζ対する統制を弱化させたと推定される。ランダムチェッカーパタン刺激に対しては，当初は

高次系が後頭領を統制するかたちで非関連視覚性図式活動が抑制される O そしてランダムチェッ

カーパタン刺激に対する視覚性図式が安定的に成立するに従い，高次系の統制は弱まり.P270 

成分振幅値の増加が生ずるようになると推定される。

実験6では，刺激のくり返し回数を5回に増す ζ とによりランダムチェッカーパタン刺激に

対する視覚性図式の安定的成立を促す乙とを試みた。 5回のくり返し呈示の関lζランダムチェッ

カーパタン刺激lζ対しでも徐々に視覚性図式が成立すると開時に高次系の統艇が弱まり，後頭領

導出P270成分振幅値は増大すると予想される。

第2項方

(1) 被験者

法

大学生男子10名。年令指-21才。

視力は矯正視力を含め正常。

(2) 刺激 ランダムチェッカーパタン系列

(実験 1-5で使用したもの)と数

字系列(実験2. 3. 4で使用した

もの)を組み合せた。料激の持続時

間は全て 300msecで・ある。警告刺激

は実験4で用いたものを使用した。

第 l刺激列は6個の同一刺激により

成る O この刺激期間隔は1000msecと

した。第2刺激は11闘の刺激とし，

第1刺激列の最後の刺激からの刺激

開問隅は1500msecとした O

(3) 実験装置 刺激制御には竹井機器製プログラ

マブルタイマーを用いた。他は実験

4 ~ζ関じ O

(4) 手続 実験2~ζ同じ o

第3項結巣

Fig. 6 1 ~ζ ，中心鎖中央 (Cz) 及び後頭

領 (01.02) 導出VEPの警告刺激及び刺激位

置1-7の波形の一例を示した。中心領 (Cz)

導出VEPでは，潜時約 200msec の陽性成分

(P 200 )及び潜特約 350msecの樹生成分間50が認

められる。後頭領(01.02) 導出VEPでは，

潜時約 180msecの陰性成分 (N180)及び潜特約

270msecの陽性成分 (P270)が認められる。後

頭領導出P270成分は，数字刺激に対しては刺激

位聞により増大するが，ランダムチェッカーパタ

Fig.6 -1 
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ン刺激に対しては刺激位置5まで徐々に増加し続けている。

Fig.6 2!乙は，前頭領左側 (F3)及び右側 (F4)， 頭頂領左側 (P3)及び右側 (P4)

導出VEPの陰性成分(前頭領導出N140及び頭頂領導出N180 グラフ下段)， 陽性成分

(前頭領導出P200及び頭頂領導出P270 グラフ中段)及び陽性成分P350 (グラフ上段)の

平均振幅値を刺激位置ごとに示した0 ・印及び割印は，警告刺激に対する各成分振幅値を示す。

またOEPと実線は数字刺激に対する各成分振幅値を，口印と点線はランダムチェッカーパタン刺
激に対する各成分振幅{践を示す。

Fig.6 2 
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Fig.6-3 !乙は，中心領中央 (Cz グラフ左鶴)， 後頭領 (01)及び (02) (グラフ

右側導出VEPの各成分の平均振幅値を示した。グラフ在側下段は，陰性成分N140， グラブ中

段は陽性成分P200， グラフ上段は鶴性成分P350のグラフを示す。またグラフ右側下段は陰性

成分N180， グラフ上段は陽性成分P270のグラフを示す。

(1) 前頭・中心領導出N140及び頭国領導出N180

刺激の種類(ラン夕、ムチェッカーパタンと数字)による効巣，刺激位置付-7)による効果

のいずれにも有意差は認められなかった。

刺激位置 6!ζ対するNl40(N180)成分振幅値から刺激位置 1!ζ対するN140(N180)成

分振幅伎を差し引き，乙れを刺激位置問振幅値変動とする。刺激位讃間振幅値変動の，刺激の種

類と VEPの導出部位F3，F 4， P 3， P 4. CZ， 01乏びo2!C.関するこ元分散分析を行
なったと乙ろ，導出部位効果が有意だった (F(6/26)= 6 45， P<O.Ol)。しかし後頭鎮以

外の導出部位問では有意差は認められなかった。すなわち，後頭領導出N180と頭薫のより前方

より導出したN140あるいはN180の刺激位置期振幅値変動の大きさに違いがあった。
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Fig.6 3 
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(2) 前頭・中心鎖導出P200及び頭頂領導出P270

刺激位置6に対するP200(P270)成分振幅績を差し号I~、た料激位置期振幅値変動において

導出部位(F 3， F 4， P 3 ， P 4， Cz， 0 1 ，及び02)効果が有意だった (F(6/26) 

14.01， P<O.Ol)。しかし後頭領以外の導出部位閣では有意差は認められなかった。すなわち，

後頭領導出P270の頭蓋のより前方から導出したP200あるいはP270の刺激位置問振幅値変動

の大きさに違いがあった。

(3) 前頭・中心・頭頂領導出P350

刺激位置6，ζ対するP350成分振幅値を差し号I~、た刺激位置問振幅値変動は，刺激の種類・導
出部位いずれの効果も有意で1まなかった。

(4) 後頭領右側(02)導出の数字刺激に対するN180成分振輔値は，刺激位置(1-6)に

よる有窓な効果を示した (F(5/45)=5.59，P<O.Ol)。しかし後頭領左側(01)導出の数字

刺激lζ対するN180成分振幅値では，刺激位置効果は有意ではなかった。

ランダムチェッカーパタン刺激κ対するN180成分振輔値は，刺激位置に対するN180成分振

幅値は，刺激位置(1-6)による有意な効果を示した (01:F( 5/45) = 2.66， P< 0.05， 

02: F(5/45)口 3.93，P<O.Ol)。

間後頭領導出向70

刺激位置 lにおけるP270成分振幅値は，数字，ランダムチェッカーパタンの繭刺激に対しで

ほぼ等しかった。数字系列lζ対するP270成分振幅値は，刺激位置 2-6にかけて増加傾向を示

した。他方ランダムチェッカーパタン系列に対するP270成分振幅値は 刺激位置 4-6にかけ

て増加傾向を示したが，刺激位讃2及び3では低下したままである。
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新激位置6，ζ対するP270成分振幅値から刺激位謹 1，ζ対するP270成分振幅値を蓋しヲI~、た
刺激位置賠振幅値変動は，刺激の種類(数字とランダムチェッカーパタン)による有意な効果を

示した (01:FCl/108) =6.33， P<O.Ol， 02: FO/108)口 7.34，P<O.01)。

数字系列iζ対するP270成分振幅値は，刺激位置付-6)による有意な効果を示した (01: 

F(5/45)=4.16， P<O.Ol， 02: F(5/45)=3.52， Pく0.01)。またランダムチェッカーノf

タン系列に対するP270成分振幅値も，刺激位霞(1-6)による有意な効果を示した (01:

F(5/45) 4.35， P<O.Ol， 02: F(5/45) =4.18， P<O.Ol)。

警告刺激に対するP270成分振幅値から各刺激位置付-6)に対するP270成分振幅値を

し号|いた数字系列に対する刺激位置賠振幅値変動は，刺激位置(1 -6 )による有意な効果を示

した (01:F(5/45)=4.16， P<0.01， 02: F(5/45) = 3.49， P<O.Ol)。またランダム

チェッカーパタン系列に対する警告刺激との科激位置閤振踊値変動も，刺激位置(1-6)によ

る有意な効果を示した (01: F(5/45)口 4.53，P<O.Ol， 02: F(5/45)出 4.44，P< 0.01 ) 

(Kitajima， Murohashi と Kanoh， 1983)。

第4項後期領導!:I:lP270について

後頭領導出P270成分の刺激位置 1，ζおける振幅値は，数字，ランダムチェッカーパタンいず
れの刺激に対しでも，警告刺激位震から見て明瞭に低下した。乙の低下からの振幅値の回鐘は，

数字系列の方がランダムチェッカーパタン系列よりもはやく生じた。

乙の結果は，後頭領導出P270成分が関連する対象の視覚性層式の安定的成立と密接にかかわ

ることを改めて示唆する。個々のランダムチェッカーパタン刺激lζ対する原型形成にかかわる

次系は後頭領における視覚性図式形成活動を統制する。この統制は，物理的制約の組織化1順序lζ

関するもので，微視的な躍での言語的あるいは論理的な符号化iζ相当するo 組織化作業が一定の

順序で安定的に行われるまでは，特定の物理的制約後側方抑制による対比増強により鮮明にし，

作業の促進がはかられる。

他方数字刺激に対する原型は安定的iζ成立する。そのため特定の物理的制約を対比増強により

鮮明にする必要はなく，側方抑制の強化は行なわれない。高次系は弁別の行われる刺激位置 1以

外では徐々に後頭領への統制を弱める。

高次系の統制は，当該の物理的制約の促通及び該当しない物理的制約の時制にかかわる。この

統制は，側方抑制の中枢的{定通というかたちで、行なわれる。統制が弱まることになり，課題iζ龍

接関連しない視覚性図式が形成される可能性が高まる。 ζのような視覚性関式活動は，課題遂行

中の全体的な活動水準の高さにより促進される。

後頭領導出向70成分は，後頭領への高次系の統制の弱化lζ基く非関連視覚性図式活動の高ま

りを反映すると推定される。

第8節実験7

第1項隠的

実験6では刺激のくり返し 回数を増すと，数字刺激に対する後頭領導出P270成分振幅

僚が増大するのみならず，ランダムチユッカーパタン刺激に対するP270成分振幅値も遅れて増

大した。この結果からP270成分は，当該損覚性堕式の安定的成立を皮挟すると推定される。

すなわち，後頭領導出P270成分の振幅値増大は，ある対象にひとつの言語的符号を与える ζ
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とと対応するのではなし、。しかし一定の組織化手順iとより視覚性留式を安定的に形成できるまで

に学習が進行すると.P270成分振幅値は増大する。 ζの学習は，特定の物理的制約に対して一

定の符号を与える乙とができるようになるまで続く。乙の鵠，当該の物理的制約は強調され，関

連しない物理的制約は抑制される O

このような論浬的符号化学習は，数字や文字刺激に対しては過剰に成立している。しかし，刺

激の持続時間が極度に鰻かいと，数字や文字刺激に対しても撹覚性図式は安定的lζ成立しにくく

なると予想される。刺激の物理的制約が一定時間明僚に存在しないと，それらを組織化する作

業が安定的に行われないと予想されるからである。

実験7では，刺激の持続時間をマイクロ秒のオーダーとし，文字系列に対するP270成分のふ

るまいを検討する。

第2項 15

(1) 被験者

法

大学生5名(男子l名，女子4名)。 視力は矯正視力を含めて正常。年令は19-

30才。

(2) 刺激 文字系列(実験1. 3. 5で使用したもの)とランダムチェッカーパタン系列

(実験1-6で使用したもの)を用いた。警告刺激は実験4で用いたものを使用し

Tこ。

(3) 実験装置 コダックAF-2型に内蔵されたノ、ロゲン・タングステンランプをはずし，キセ

ノン管を挿入した。キセノン管の公称発光時間は約20マイクロ秒である。しかしフォ

ト・トランジスターによりキセノン管の発光時閣を測定すると，関値上の明るさを

有する時間幅はおよそ 200-300マイクロ秒になると予想される。キセノン管の発

光装誼には日本光電製の光・音刺激装謹MS-2PS型を用い， ζれを竹井機器製

プリセットタイマー及び岩崎通信機製ファンクションジェネレーターで制御した。

ファンクションジェネレーターを 1Hzで発振させ，第 1.第2刺激列内の刺激間

関舗を制御した。他は実験4!ζ同じ。

(4) 手続 第l刺激列と第2刺激列は，それぞれ問ーの刺激3倒より成る。警告刺激を含め

ひとつの試行内の刺激は全てキセノン管発光によるマイクロ秒オーダーの呈示とし

た。他の手続の詳細は実験 1!乙同じ。

第3議結果

Fig.7 -1 Iζ中心領中央(cz).後頭領左側 (01)及び右側 (02)導出VEPの波形

の一例を示す。中心領 (Cz)導出VEPでは，潜時約140msecの陰性成分 (N140)と潜特約

200msecの陽性成分 (P200)及び潜特約350msecの陽性成分 (P350)が認められる。後頭領

導出VEPでは，潜時約260msωの陽性成分 (P260)が認められた。乙の被験者では刺激位置

4における中心領導出P350は小さいが，被験者によっては20μV以上lζ逮した者もいた。後頭

領導出P260成分は，刺激位置2及び4においては文字，ランダムチェッカーパタン両刺激に対

して位題 l及び4よりも振幅値が低下しているのが認められる。

Fig.7 -2 には，捨f生成分(前頭・中心鎮導出N140及び頭I資額導出N180:グラフ下段). 

臨性成分(前頭・中心領導出P200及び頭頂領導出P260:グラフ中段)及び陽性成分P350

(グラフ上段)の各平均振幅値を刺激位置ことに示した。 0印及び口印は警告刺激iζ対する各成
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分振幅値を示す。また・却と実線は文字刺激lζ対する各成分振幅値を，割印と点線はランダム

チェッカーパタン刺激に対する各成分振幅鎖を示す。
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Fig.7 -3 ，ζは，後頭領導出の陰性成分N
180 Cグラフ下段)と陽性成分P260 Cグラフ

上段)を示す。

(1)前頭・中心領導出N140及び頭頭領導出

N180 

頭頭領左側 CP3)及び右側 CP4)導出N

180成分iζ，刺激位置付 -5)による有意な

効果が認められた CP3: FC4/40)= 4.82， 

P<O.Ol， P4: F(4/40)口 3.84，P<O.Ol)。

頭頂領 CP3，P4)導出N180成分は，刺激

位農 1から 2，及び4から 5にかけて文字，ラ

ンダムチェッカーパタン雨系列iζ対し振幅値の

増加を示している。

10 

8 

b 

2 

-2 

-4 

第46号

-UHBYI¥ 
A3h対士X

Nl~'() 

Fig.7 -3 

頭演領右1llU(P 4)導出N180成分では，新激の種類(文字とランダムチェッカーパタン)に

よる有意な効果が認められた CFC1/40)= 3.曲、 P< 0.01 )。頭演領右側導出 N180成分で

は刺激位罷 lを除く各刺激位置で，ランダムチェッカーパタン刺激に対するN180成分振幅績の

方が文学刺激iζ対するN180成分振幅値よりも大きい。

(2) 前頭・中心領導出P200及び頭車舘導出P260

頭理領左制作3)及び右側 (P4)導出P260成分lζ，刺激位置(1 -5 )による有意な効

果が認められた CP3:F(4/40)口 12.09，P<O.Ol， P4: FC4/40)=523， P<O.Ol)。頭頂

領 CP3，P4)導出P260成分は，料激位置 lから 2，及び4から 5にかけて文字.ランダム

チェッカーパタン両系列に対し振幅値の滅少を示している。

頭環韻右1lltl(P4)導出P260成分では，東日激の種類(文字とランダムチェッカーパタン)に

よる有意な効梁が認められた CFO/40)= 3.17 ， P < 0.01 )。頭頭領右側導出P260成分は，

刺激位置 1を除く各刺激位置で，文字系列iζ対する P260成分振幅鐙の方がランダムチェッカー

パタン系列lζ対するP260成分振幅値よりも大きい。

(3) 前頭・中心・頭演領導出P350

前頭領左側 CF3)及び右鶴(日)，中心鎖中央 CCz) の各部位導出のP350成分 lζ ，刺

激位置(1-5)による有意な効果が認められた(F 3 : F ( 4/30 )口 4.91，P < 0.01， F 4 

FC 4/30) = 3.6， P < 0.05， P 3 : F (4/30) = 16.57， P < 0.01， P 4 : F ( 4/30) = 12.95， 

P < 0.01， Cz: F C 4/30) 9.52， P < 0.01) 0 各P350成分とも文字，ランダムチェッ

カーパタン両系列に対し料激位置 1から 3，及び 4から 5にかけて振幅値の減少が認めら

れる。

各P350成分とも，刺激の種類による有意な効果は認められなかった o しかし中心領中央

(cz)導出P350成分では，刺激位寵 1において文字軒激に対する振幅値がランダムチェッカー

パタン刺激に対する振幅値よりも大きかった Cdf=3 ， t=4.57， P<0.05)。

(4) 後頭領導出N180

刺激の種類，刺激位置いずれによる効果にも有意差は認められなかった。

警告刺激に対するN180成分振幅値は 料激位罷 1における刺激に対するN180成分振編値に

ほぼ等しい。
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(5) 後頭領導出P260

刺激位置(1 - 5 )による有意な効果が認められた (01:F(4/40) 6.15， P<  0.01， 

02: F( 4/40) = 5.25， P<  0.01)0 後頭領 (01，02) 導出 P260成分は，文字・ラン

ダムチェッカーパタン両系~IH乙対し刺激位寵 l から 2 ，及び 4 から 5 にかけて振幅値の減少を示

している。

警告刺激iζ対するP260成分振幅値は，刺激位置 1の刺激iζ対するP260成分振嬬値にほぼ等

しい。すなわち刺激位置 Iでの振幅値の低下はみられなかった。

刺激の種類による有意な効巣は認められなかった。

Fig.7 41ζは，後頭領在{則(01)

導出脳波の刺激呈示前後各500msec

間における平均アルファ波 (8-13 

Hz， 30μV以上)数を示した。

左側は文字系列，右側はランダム

チェッカーパタン系列である。グラフ

下段は刺激呈示後500msec閣の平均ア

ルファ波数，グラフ中段は刺激呈示前

500msed笥の平均アルファ波数，グラ

フ上段は刺激呈示前後500msec，計

1000msec閣の平均アルファ波数である。

アルファ波数の計謝は，約100の全試

行中よりほぼ均一に30試行を選択して

行ない，被験者5名について平均値を

算出した。

東IJ激後500msec閤では，平均アル

ファ波数の刺激位置酷の変動は小さし、。

他方刺激前500msec簡では，平均アル

ファ波数の刺激位置聞の変動は大きく，

刺激位置2あるいは3で減少，刺激位

讃1あるいは4で最大となっている。

警告制激に予告機能をもたせた実験5

と比べると (Fig.5 5)，実験7

で、は平均アルファ波数は各刺激位置で

誠少している。また実験5では刺激位

霞 1で平均アルファ波数が減少しているが，実験7では警告刺激位置と刺激位讃 Iでの平均アル

ファ波数はほぼ等しい。

Fig.7 -5には，東日激位置 4におけるP350成分の，第 l刺激列の刺激とパタンの異同に対

応する振幅値差を示した。黒棒グラフは，文字刺激の different の場合に対するP350成分

振幅値から same の場合に対するP350成分振幅値を差し号It、た値を示す。また自棒グラフ

は，ランダムチェッカーパタン東日激の different の場合l乙対する P350成分振幅値から

same の場合に対するP350成分振~副践を差し号|し、た{霞を示す。警告刺激に予告機能をもたせ

LETTER CHECKER 

50 制叫均時

'-1似ゆ吋
40 

〈

お

初

ω

的
凶
〉
〈
』
〉
〈
甲
南
仏 ト
比 30~ .... 内相白
。 筑沿. 1¥ 
匝 2tH 0--司、 1 ¥ 
:..J、 r 、 盤、-
g川¥メ十¥ノ¥
;:，￥ザ〆 o ¥ /¥  
之 1 ) ー 『 。一明庁 、

w. ~ l 
1 ・自治‘ i 

JOt ←~ヘ|\)へ
WS 1 2 3 5 WS 1 2 3 5 

INTRATRIAL STIMULUS POSITION 

Fig. 7 -4 Numbers of alpha waves for the letter stimul回

and the checkerboard stimul凶 (durationμsecorder). 
Left panels show the number for the letter stimulus. 
and right panels the number for the checker stim-
ulus. Alpha waves were measured and summed in 
30 epochs. Each ep但 h was 1αJO msec :玖)()msec 
before and after stimulus onset. Alpl唱 waveswere 
counted加 Iywhcn their amplit凶eswere larger than 
お μv. Upper panels of the both ∞lumn show 
av官時津dnumber across 8 subjects during悶)()msec. 
middle ones during 5∞II'Iscc before stimulus onset. 
and bottom ones duringヌ)()msec after stimulus 
onset. 



214 

P) 

10 

トS 。
幽2

FJ 

LETUl ， 
副圃

CHECKE悶OAROC::コ

F3 

Fig.7 5 

1同

'‘ 

教育学部紀婆第46号

C) 
c‘ c. 01 02 

rl 
P‘ c. 。 01 02 

POSITIOII‘ 

Tこ実験4と比べると (Fig.5-6)，実験7ではランダムチェッカーパタン刺激の(differ-

ent - s出回)に対するP350成分の振幅値蓋はかなり大きい。特に中心領中央 (Cz)導出

P350では，その差は10μV近くにもなっている。 ζのときの different刺激に対するP350

成分振幅績は約21μV，same刺激に対するP350成分振幅値は約11μVだった。

第4項 後重量鎖導!fiP260について

ランダムチェッカーパタン・文字両系列に対する後頭領導出P260成分振暢値は，刺激のくり返し

呈示に伴って明瞭な織少傾向を示した。ランダムチェッカーパタン系列のみならず文字系列に対しで

もP260成分振幅値の減少傾向が生じたのは，刺激呈示持間の極縮化によるものと推定される。

しかし刺激位置 lにおけるP260成分振幅億は，文字・ランダムチェッカーパタン雨刺激とも

に，警告刺激lζ対するP260成分振幅値l乙等しし、。すなわち刺激位翠 1における振幅値の低下が

生じなかった。また東IJ激位置 lにおける後頭領導出N180成分のピークはベースラインより上に

位霞していた。これらの結果は，刺激位罷 lが刺激の穏類弁別の位置であるlζもかかわらず十分

な物理的制約の取り入れが行なわれず，高次系による後頭韻の統制も十分に行なわれなかった乙

とを示している。刺激位置2になってはじめて物理的耕約の取り入れが増大し，高次系の関与が

行なわれたと推定される o

刺激の持続時間がマイクロ秒のオーダーの場合には，刺激に対する脳活動は刺激off後に始ま

る。図式形成のためには 刺激の物理的制約の取り入れが必要である。乙の物現的制約は伝達速

度の遅い系により運ばれる。 ζの系は sustained型であり 十分な興奮のためには一定震のエ

ネルギーを一定時間受け入れる ζとが必要である。刺激の持続時間がマイクロ秒のオーダーの場

合には， sustained型の伝達系を十分に興奮させるζとができない。そのため刺激位置 lでは，

十分に物理的制約を取り入れることができなし、。またそのために原型も安定的に形成されにくく，

高次系の後頭領への統制も十分でない。しかし刺激位置2になると刺激位霞 1における処理が反

謹効巣をもつため，原型及び視覚性図式の形成がより有効に進む。

後頭領導出N180あるいはP260成分は，関式形成活動を有効に行なわせるための中叡性の促

進あるいは抑制活動を反映すると推定される。しかし中枢性活動は自発的に生ずるのではなく，

一定量の刺激入力を引き金とする。乙の実験?における後頭領導出N180及びP260成分の，刺

激位置 1から 2にかけてのふるまいは，十分な脳活動が刺激入力部の準備によってのみ生ずるも

のでないことを示している。
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Fig.7 -4の平均アルファ波数の刺激位置に対する推移をみると，刺激呈示前田Omsec関で

は警告刺激と刺激位置 lの間には変化がない。刺激位置2になってはじめて平均アルファ波数が

誠少している。刺激位置2における平均アルファ波数の低下は，実験 5 (Fig. 5 -5) ，と同様

の結果である。しかし実験5では，刺激位置 1において平均アルファ波数に若干の低下が認めら

れる。乙れらの乙とは，実験7では刺激位置 lにおいて広範関にわたる脳内活動水準の上昇が生

じなかった乙とを示している。(室橋ほか， 1980; Kitajima et al， 1981)0 

第9節実験8

第1環備的

実験7では刺激の持続時間をマイクロ秒のオーダーにすると，後頭領導出P260成分振幅値は

尉激位置lでは低下せず刺激位置2で低下することが認められた。 ζの結果は，刺激の持続時間が

マイクロ秒のオーダーの場合には，十分な刺激の物理的制約の取り入れが行なわれず，また高次系

による後頭領の統制が弱く，忠実度の{晶、視覚性鴎式形成が行なわれた乙とを示すと推定した。

刺激の持続時間をマイクロ秒のオー夕、ーから延長していくと，網膜の受け取る刺激援が増加し

てゆく。それに伴ってより多くの物理的制約が取り入れられ，忠実度の高い視覚性関式形成が刺

激位置 lから行なわれるようになるであろう。

実験8では，刺激の持続時館をミリ秒のオーダーC10msec)として後頭韻導出P260成分のふ

るまいを検討する。

第2項方

(1) 被験者

法

大学生男子8名。年齢20-20才。視力は矯正視力を含め正常。会被験者iζ報酬を

支払った。

(2) 刺激 実験 7と同じ文字系列とランダムチェッカーパタン系列を用いた。

(3) 実験装置 スライド映写器として実験 1-5で用いたコダック AF-2型(竹井機器製集出

タキストスコープ)を用いた。ただしシャッターには，竹井機器製電子シャッター

(本論では高速シャッターと呼ぶ)を用いた。このシャッターの立ち上がり及び降

下時簡は約5msecで=ある。シャッターの開閉時期，スライドの取換時期は竹井機器

製プログラマブルタイマーで制御した。他は実験7，ζ詞じ。
(4)手続 警告刺激を含め、ひとつの試行内の刺激持続時間はlOmsecとした。他は実験?に

間じ。

第3環結果

Fig.8 -1 F:，中心領中央 (Cz)，後頭領左側 co 1) 及び右側導出 VEPの波形の一例を
示した。中心領 (Cz)導出 VEPでは，潜時約140msecの践性成分 (N140)と潜特約200

msecの揚性成分 (P200)及び潜時約350msecの儲性成分 (P350)が認められる。また後頭領

(01，02)導出 VEPでは，潜時約180msecの陰性成分 (N180)と潜時約260msecの陽性成分

(P260)が認められる。後頭領導出P260成分の振幅値は，ランダムチェッカーパタン・文字

系列とも刺激位置 1から 2及び4から 5にかけて減少している。

Fig.8 2，ζは，陰性成分(前頭・中心領導出N140及び頭頭領導出P260:グラフ下段)， 
鶴性成分(前頭・中心領導出P200及び頭頂館導出P260:グラフ中段)及び陽性成分 (P350)
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POSITION2 POSITION3 POSITION 5 
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Fig. 8 -1 VEP wave (orms evoked by the letter and the checkerlx施 rdstimuli (duaratIOn lOmsec) rト
corded at centro・(rontaland∞cipital electr吋esfor a subject. Electr吋eI田 areseen on the 
or必nates. Latencies in msec are時制伺 theab関 issa. lntratrial stimulus positions r r倒 1t。
5 are seen &t tI睡 lopof山ef沼町e. VEPs to the letter stimulus were traced with solid lines. 
whereas t加ser or the checke rlx抽 rdwere traced with dotted lines. Note that 師、plit吋封。fthe 
前 cipitalP270 ev，ぬedby加thletter a叫 checker以抽rdstimuli剖 positi開 2were not larger than 
those ev味edby them at position 1. Similarly. P270 ・mplitudesat position 5 were not larger 
th制 t加seat position 4. 

の各平均振幅値を刺激位置ごとに示した。グラフ上段の(*)は t検定における有意水準

(*…P <0.1，判掛…P<0.05)を示す。

Fig.8 -3 Iζは，後頭領導l:l::lN180 (グラフ下段)及びP260(グラフ上段)の平均振幅績

を刺激位置ごとに示したoFig.8 2， 8 - 3とも聾印及び.印は警告刺激lζ対する各成分振

幅値を示す。また， 0印と実線は文字系列lζ対する各成分振幅値を，口印と点線はランダムチェッ

カーパタン刺激に対する各成分振幅値を示す。

(1) 前頭・中心領導出N140及び頭国領導出N180

頭頂領左側 (P3)及び右側 (P4)，中心領中央 (Cz)の各部位において，刺激位置 (1-

5 )による有意な効果が認められた (P3 : F(4/70)口 7.93，P<O.Ol， P4 : F(4/70)出 8.81，

P<O.Ol， Cz: F(が70)口 9.56，P<O.Ol)。頭頂領左鶴及び右側導出N180成分及び中心領

中央導出N140成分は，文字・ランダムチェッカーパタンの両系列において刺激位置 1から 2，

及び4から5にかけて増加傾舟を示している o

刺激の種類による有意な効果は認められなかった。

警告刺激に対するN140あるいはN180成分の振踊値は，刺激位置 Iの刺激に対する N140あ

るいはN180成分振幅値にほぼ等しい。

(2) 前頭・中心領導出P200及頭国領導出P260

部頭領左側 (F3) 及び頭頂領左{J!~ (P3)及び右側 (F4)，頭頂韻左側(P3)及び右側

(P4) ，中心領中央 (Cz)の各部位において，刺激位置(1 - 5 )による有意な効果が認

められた (F3:F(4/70) = 3.52， P<O.Ol， F4 : F(4/70)ロ 10.22，P < 0.01， Cz : 
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警告刺激iζ対する前頭・中心領導出P200成

分振幅僚は，刺激位置 lの刺激に対するP200

成分振幅値よりも若子小さい。。他方警告刺激

に対する頭頭領導出P260成分振幅値は，刺激

位寵 1の刺激に対するP260成分振幅値にほぼ

等しい。

(3) 前頭・中心・頭演領導出P350

前頭領左側 (F3)及び右側 (F4)，中

心領中央 (Cz)，頭頂舘左側 (P3) 及び

右側(P4) の各部位において，刺激位置

( 1 -5 )による有意な効果が認められた

P < 0.01， P 3 F ( 4/70 ) = 

Fig.8 -2 VEP amplitude 噛 luesavereged across subjects for the letter and checkerboard stimuli (du開明

tion 10 msec). The amplitude values in μV are seen∞the ordinate. Intratrial stimulus position 
from 1 to 5 are seen on the abscissa. Centro・frontaland parietal electrode I田 (F.，F.， p" 
P‘) are seen in the upper part of the middle panel. VEPs to the letter stimulus were traced 
with solid lines and open circles， while those for the checkerboard stimulus were traced witl、
dotted lines and open sq岨 res. The amplit¥必e四 luesof the centro幽 fronlaland pariental P3日 are

shown in the top panel， d略目。fthe P家)()in the middle one. and those or the N140 in the bottom 
∞e. Filled circles and fil1ed squares show the amplitudes for the letter町吋 thenumber stim-
ulus at WS. Letter B in each panel indicates levels of statistical significance or the amplitude 
changes across stimulUS positions， revealed by an ar祖lysisor varIance. 

F(4/70)= 10.44， P<O.Ol)。各部位においてランダムチェッカーパタン・文字の両系列

ともP200あるいはP260成分は，刺激位置 1から 2，及び 4から 5にかけて減少傾向が認め

、:込01¥~JXLB〉Lヘ
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8.14， 

られる。

刺激の種類による有意な効果は認められなかった。

F3: F(4/70)=7.60， P<O.Ol， F4: F(4/70) 
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20.26， P<0.01， P4: F(4170)=16.29， P<0.01， Cz: F(4/70)= 18.68， P<O.Ol)。

各部栓においてP350成分振踊備は，刺激位霞 lから 2，及び4から 5にかけて減少を示してい
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(F3: df= 7 ， 

7， t = 3.98 

る。

刺激の種類による有意な効果は認められなかった。しかし前頭領左翻 (F3)及び右側 (F4)

中心領中央 (Cz)の各部位における刺激位置4では，ランダムチェッカーパタン刺激に対する

P350成分振輔値の方が文字刺激lζ対するP350成分振幅値よりも大きかった

t = 2.79， P < 0.05， F 4 : df = 7 ， t = 2.43， P < 0.05， Cz df 

P<0.01)。

警告刺激に対する前頭中心領導出P350成分振幅値は，刺激位置 lの刺激に対するP350成分

振幅値よりら若干小さし、οまた警告刺激lζ対する頭頭領導出P350成分振幅値は，刺激位罷 lの

刺激に対するP350成分振幅値にほぼ等しい。

(4) 後頭領導出N180

刺激位置，刺激の穏類のいずれにも有意な効果は認められなかった。

警告刺激に対するN180成分振幅値は，刺激位罷の刺激に対するN180成分振幅僚にほぼ等し

(5) 後頭領導出P260

刺激位讃，刺激の種類のいずれにも有意な効果は認められなかった。しかし後頭領在側(01)

におけるランダムチェッカーパタン料激に対するP260成分振幅値は，刺激位置 1から 2にかけ

て有意な減少傾向を示した (df=7 ， t=2.25， P<0.05) (Kitajima et al， 1981)0' 

警告刺激に対するP260成分振幅値は，刺激位讃 lの刺激に対するP260成分振幅値よりも若

二子大きい。

4 C開 fficientof correlation betw側、
the VEPs to the number ar吋 the
checker以)Ilrdstimuli. Sarnple inteト
val was 312 msec rrom stimulus 
∞set (40 points， 7. 8msec/point). 
Correlati叩 coeWcientsare seen 
側 the町助盟主e. 1官官開sit問。f
the warning stimulus (WS) 凶
加ratrialstimulus positi明暗 rrom1 
to 4 are seen on the abscissa or 
the bottom par暗Lτ、ecorrel・tion
coeHicient of d暗闇ntro・fr∞tal
vεPs (top panel)， the parietal 
VEPs (m胤 lepanel)， and the仲
cipital VEPs (加Uompanel) are 
seen in each paneL 
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Fig.8 -4 ，ζは，ランダムチェッカーパタン系列に対する VEPと文字系列に対する VEP
の問の相関係数を刺激位置ごとに示した。桔関係数は 刺激主示から312msecまでの間のVEP
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のうちサンプリングポイントにして401随分のデータから算出した。

刺激持続時間が300msecの時の数字あるいは文字系列に対するVEPとの間の棺関係数 (Fig.

2 -5)と比べると，刺激持続時間がlOmsecの場合の相関係数 (Fig.8 4)は前頭・中心領

導出VEP(グラフ上段)の第 l刺激列における急激な減少傾向を示さなかった。他方警告刺激

に予告機能をもたせた場合の文字系列に対するVEPとランダムチェッカーパタン刺激lζ対する

VEPとの聞の相関係数 CFig.8 4 )はどの部位でも刺激位農に対する変動が若干大きくなっ

ている。

第4項後頭領導出P260について

後頭領導出P260成分は，ランダムチェッカーパタン系列に対してのみ有意な振幅値の減少を

示した。そして刺激位置 lの刺激に対するP260成分振幅績は，警告刺激lζ対するP260成分振

幅鍍よりも若干の低下を示した。これらの結果は，刺激の持続時間が数百マイクロ秒のオーダー

から数十ミリ秒のオーダーになったことにより 視覚性関式形成活動に関わる高次系が後頭領に

対してより強い統制を行なうようになったことを示す。

警告刺激に対するP260CP270)成分振幅値は，警告刺激予告機能をもたせた実験5以外

ではおおむね8-10μV'ζ達しており，ひとつの試行内で最大値をとる{頃向が強し、。乙の警告刺

激に対するP260(P270)成分振幅値には，刺激の持続時期と刺激の穏類の露響はみられず，

また実験問で被験者が異なるにもかかわらずほぽ一定した{践をとる。特に刺激の持続時期による

影響をほとんど受けないことは， P260 CP270)成分の反映する神経活動が刺激の物理的エネ

ルギーにのみ影響を受けるものではないことを示している。むしろ， P260成分は刺激の有する

情報の取り入れにかかわる内的過程を強く反映している。

警告刺激lζ対するP260(P270)成分振幅値が大きいことは，警告刺激に対する視覚性図式

形成活動に関して高次系の後頭領への統制が弱い ζとを示唆する。警告刺激はその出現時期が主

な情報となるのであり，警告刺激パタンから取り入れるべき情報は乏しい。したがって警告刺激

に対する視覚性臨式への忠実度の要求は低く，物理的制約の取り入れは少ないし，高次系の統制も

~l.]し、と推定される。

第10節実験9

第1項筒的

実験8では刺激の持続時間をミリ秒のオーダー(lOmsec)にすると マイクロ秒オーダーの持

続時聞にした実験?の結果と比べて後頭領導出P260成分振幅債の刺激のくり返しに伴う減少傾

向が弱まった。また刺激位置 lの刺激に対するP260成分振幅値は，警告刺激lζ対するP260成

分振幅値よりも若干低下した。

この結巣は，網膜において受け取られる刺激のエネルギーが増加すると，刺激の物理的制約が

より安定したかたちで維持され，高次系の統制もより強力に働いて視覚性図式が安定的l乙形成さ

れるようになることを示唆している。

刺激の物理的制約が後頭領において安定的に維持され，高次系の十分な統制のもとに視覚性関

式が形成されるのに最小限必要な刺激の持続時間のあることが予想される。通常の持続時間の

延長は，網膜l乙受け取られる刺激のエネルギーを増加させる。しかし，刺激の物理的制約が安定

的lζ維持されるために必要なのは，刺激強度の増量ではなく持続時間の増加である可能性がある。
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Hebb(1949)は，細臨集成体が構造化されて位相違鎖となると想定した。乙の位相連鎖は，時間・

空間的lζ構造化されており，安定的に機能するためには中枢的促通とともに一定の時間を必要と

する。 ζのとき，刺激入力が位相連鎖の引き金となるためには，一定限度以下の強度のみを必要

とする。すなわち，一定強度の刺激入力が存夜する状況下では，位相違鎖の機能安定化のために

は強度の増加よりも時閣の増加が必要となる可能性がある。

実験9では，刺激強度を一定とし刺激の持続時題を変化させて 物理的制約と高次系統制の機

能安定化のための最小制約時開を検討する。

第2項方

(1) 被験者

法

大学生(教養部)男子7名。年鈴18-21才。視力は矯正視力を含めま常。全被験

者iζ報酬を支払った。

間刺激 ランダムチェッカーパタン系列(実験8で使用したもの)と数字系列(実験6で

使用したもの)を用いた。警告科激は実験6で使用したものと向ーのランダムチェッ

カーノfタンで=ある。

(3) 実験装置 実験7で使用したコダックAF-2型のキセノン管を2本lζ増し， 光軸方向lζ

対して誼角となる方向lζ並べて取り付けた。 2本のキセノン管は， 2台のB本光電

製光・音刺激:装霞MS 2PS型により発光させた。 1本のキセノン管lζ専用の発

光装置を l台用意し，交互に発光させる乙とによって，発光開隔が短くても光量の

減少が少なくなるようにした。 2台のキセノン管発光装農は，竹井機器製フ。ログラ

マブ‘jレタイマーにより制御した。他は実験 8~ζ馬じ。

(4)手続 刺激の持続時間を 1msec以下(マイクロ秒オー夕、、ー)と25msecの2種類とした。

持続時間は， 2本のキセノン管を同時に発光させる (Short duration S)か，

あるいは25msecの間隠をおいて発光させる (Long duration し)乙とにより

制御した。 ζの2種類の持続時間は，刺激の種類にかかわりなく， SLLSLSS 

Lの順序のくり返しによりあらわれた。警告刺激を含め，ひとつの試行iζ含まれる

すべての刺激は，同時発光か25msec間輔発光のいずれかで呈示した。いずれの虫示

方法によっても，刺激は単一発光としての見えを生じさせた。また 2つの皇示方

法iζ基く見えの差は，実験者によっても観察できなかった。

教示，課題は実験8と向じである。 2種類の呈示方法があることは，被験者には

知らせなかった。また実験後の被験者の内省報告でも 呈示方法の差に気づいた

者はいなかった。

第3環結果

Fig.9 -1 ~ζ ，中心領中央 (Cz)，後頭領左側(01) 及び右側 (02) 導出VEPの波形

の-OlJを示す。実線は数字系列lζ対するVEP，点線はランダムチェッカーパタン系列に対する

VEPを示す。いずれも25msec間踊発光 (Long duration)による呈示により得られたVEP

である。中心領 (Cz)導出VEPでは，潜時約130msecの睦性成分 (N130)，潜時約210msec

の揚性成分 (P21O)及び港時約380msecの鶴性成分 (P380)が認められる。後頭領導出VE

Pでは，潜時約180msecの陰性成分 (N180)及び潜時約260msecの陽性成分 (P260)が認め

られる。
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2発同時発光と25msed間踊発光の呈示

方法による差異は，数字・ラシダムチェッ

カーパタンいずれの刺激系列においても，

VEP波形上で、は明瞭でなかった。

Fig.9 2には，数字系列に対す

るVEP成分の平均振幅値を示した。

線は 25msec間隔発光(Long 

duration)，車協し、実糠は同時発光 CShort
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Fig.9 4!ζは，数字系列に対する後頭領導出の陰性成分 (N180:グラフ下段)と鶴f生成

分 (P260:グラフ上段)の平均振幅値を示した。太い実線は25msec間隔発光 (Long duration) ， 

継い実線は問時発光 CShort duration)を示す。グラフ左側は後頭領左制 C01)導出 V
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EP成分，グラフ右側は後頭領右側 (02)導出VEP成分を示す。
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Fig.9 -5にはラン夕、ムチェッカー

パタン系列に対する後頭領導出の陰

性成分 (N180:グラフ下段〕と陽

性成分 (P260:グラフ上段)の平

均振幅値を示した。太い点線は25

msec間隔発光 (Long duration)， 

細L、点線は向時発光 CShort

tion)を示す。

前頭・中心領導出N130及び

後頭領導出N150

数字に対する N130あるいは

N150成分振幅{誌には，刺激呈示方法

C25msec間隔発光と向時発光)，刺

激位置(1 -3)のいず、れによる有

• 50MSEC DURAT ION NUI'UlER (飢JROHASH1 ET' Aし，198B) 窓な効果も認められなかった。

刺激位置3では， 25msec間踊発光

の数字刺激に対するN130及びN150

成分振幅値は，同時発光の数字刺激に対するN130及びN150成分振幅値よりも大きかった

(F(1/60) = 6.76， P< 0.025)。

刺激位置5では同時発光の数字刺激に対するN130及びN150成分振幅績は， 25msec間隔発光の

数字刺激iζ対するN130及びN150成分振幅緩よりも大きかった (F(1/16)=12.17， P<  

0.005 )。

ランダムチェッカーパタン系~rliζ対する N130あるいは N150成分振幅値には，刺激の呈示方

法 (25msec関臨発光)，刺激位霞(1 -3)のいずれにも有意な効果は認められなかった。

刺激位置4でミは25msec罷隔発光のランダムチェッカーパタン刺激i乙対するN130及びN150成

dura叩

~パ.
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IμVJ 
島町-0 lO器GDURATIωI OIEα 

B・M ・-0SHORT玖JRATI側印Zα

P260 

分振幅値は，問時発光のランダム

チェッカーパタン刺激lζ対するN

130及びN150成分娠幅値よりも

大きかった(F ( 1/60) = 9.89， P 

<0.005 )。

(2) 前頭・中心領導出P210及び

頭頂領導出P240

数字刺激に対するP210あるいは

P240成分振幅値は，刺激位置 1か

ら2あるいは3にかけて明瞭に減窓

している。この減少償印は，刺激呈

示方法(25msec間F顕治巴と同時発光)

にかかわりなく各導出部位にお

• 50MsEc DURATION CHECK (I'1UROHASH 1 ET AL.， 198 B) いて有意だった(F 3 : F ( 2/36 ) 

Fig.9 -5 口 5.22，P < 0.025， F 4: F ( 2/36 ) 

=3.57， P<0.05， P3: F(2/36) 

15.83， Pく0.005，P 4 : F ( 2/36 ) = 3.90， Pく0.05，Cz: F ( 2/36 ) = 10.94， P < 0.005 )。

刺激位置5では，問時発光のランダムチェッカーパタン刺激に対するP210及びP240成分振

踊値は， 25msec間隔発光のランダムチェッカーパタン刺激i乙対するP210及びP240成分振幅値

よりも大きかった (F( 1/60)口 4.96，P<0.05)。

ランダムチェッカーパタン刺激に対する前頭領右側(叫)，中心領中央 (Cz)導出P210

あるいは頭国領志側 (P3) 導出P240成分振幅値は，刺激呈示方法にかかわらず刺激位置 lか

ら2あるいは 3にかけて明瞭に減少した (F4 : F ( 2/36)之江 4.43，P<0.025， P3: F(2/36) 

10.89， Pく0.005，Cz: F( 2/36)之江7.86，P<0.005)。

刺激位置2及び5では， 25msec間隔発光の数字刺激lζ対するP210あるいはP240成分振幅値は，

導出部位にかかわりなく問時発光の数字刺激に対するP210あるいはP240成分振幅値よりも大

きかった。(刺激位置 2: FO/60)= 9.60， P<0.005，刺激位農 5: FO/60)=8.00， Pく

0.001 )。

(3) P380 

数字刺激lζ対する頭頂領友側 (P3)及び右側 (P4)，中心館中央 (Cz)導出P380成

分では，刺激位置 lから 2あるいは3にかけての振幅値の減少傾向が有意だった (P4:(F

(2/36) 20.65， P < 0.005， P 3 : F ( 2/36 ) 26.62， P < 0.005， Cz: F ( 2/36 )口 8.63，

Pく0.005)。

ランダムチェッカーパタン刺激に対する前頭領左側 (F3)，頭国領左側 (P3)及び右

側 (P4)，中心鎖中央 (Cz)導出P380成分では，刺激位農 1から 2あるいは 3にかけ
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ての振幅値の減少傾向が だった(F 3: F ( 2/36 )口 3.34，P< 0.05， P 3: F(2/36) = 

34.40， P < 0.005， P 4 F ( 2/36) = 28.48， Pく 0.005， Cz F ( 2/36 ) = 9.79， P < 

0.005 )。

警告刺激及び刺激位置 1-5の各刺激lζ対するP380成分の振幅値では，ランダムチェッカー
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パタン，数字両系列とも，新激呈示方法 (25msec関鴎発光と問時発光)の間の有意差は認められ

なかった。

(4) 後頭領導出N180

ランダムチェッカーパタン，数字両系弼lζ対するN180J成分振幅値には，刺激盟示方法にかか

わらず，いずれの系列においても刺激位霞(1-3)による有意な効果は認められなかった。

警告刺激及び刺激位置 1-5の各刺激に対するN180成分の振幅績には，ランダムチェッカー

パタン，数字珂系列とも，刺激望示方法の関の有意差は認められなかった O

(5) 後藤鎖導出P260

数字刺激に対するP260成分振幅値は，刺激呈示方法にかかわらず，刺激位置付-3)によ

る有意は効果を示さなかった。

警告刺激及び刺激位置 1-5の各刺激lζ対するP260成分振幅績には，刺激の呈示方法の間の

有意差は認められなかった。

警告刺激に対するP260成分振幅値と刺激位置 lの刺激に対するP260成分振幅値の間に有意

差は認められなかった。

ランダムチェッカーパタン刺激lζ対するP260成分振幅績は，両刺激呈示方法によるP260成

分とも，刺激位置 1から 2あるいは3にかけて滅少傾舟を示した。 ζのうち25msec聞編発光のラ

ンダムチェッカーパタン系列に対するP260成分振幅値の減少傾向lζ有意性が認められた。

(F (2/12) =7.18， P<0.025)。

警告刺激iζ対するP260成分振幅値と，刺激位置 1の刺激に対するP260成分振幅績の時には，

刺激皇示方法にかかわらず有意差は認められなかった。

刺激位置2では， 25msec間隔発光の数字刺激lζ対するP260成分娠幅値とランダムチェッカー

パタン刺激に対するP260成分振暢値の謂の差が有意だったほ(1/24)= 4.68， P<0.05)。

刺激位讃4では，向時発光の数字刺激に対するP260成分振幅値とランダムチェッカーパタン

刺激に対するP260成分振幅値の舗の差が有意だ、った。 ぽ(1/24)ロ 6.40，P< 0.025) 

(Murohashi， Kitajimaと Kanoh，1983b;室橋ほか， 1983)。

第4項 後頭領導出P260について

警告刺激lζ対するP260成分振幅値と刺激位置 1Iζ対するP260成分振幅値の聞には，刺激の

種類(数字とランダムチェッカーパタン入刺激の呈示方法 (25msec関踊発光と詞特発光)にか

かわりなく有意差は認められなかった。いずれの刺激呈示方法によっても刺激位置 lにおける

P26句紛欄商産の低下が生じなかった乙とは， 25msecの持続時障では後頭領への高次系の十分な

統制を引きお乙せないことを示す。

またいずれの刺激位置においても，刺激の呈示方法によるN180あるいはP260成分振幅値の

有意な差奨は生じていない。これは後頭鎖が，頭蓋のより前方の部位lζ比べて時鴎分解能の低い視

覚伝達系による情報を処理しているか，あるいは高速伝達系による情報は後頭領にとっては直接

的に重要なものではないことを示している。

刺激位置2における25mse掛橋発光の数字刺激に対するP260成分振幅値は，ランダムチェッ

カーパタン刺激に対するP260成分振幅値よりも有意に大きかった。これは， 25msec間揺発光の

場合には，数字刺激のくり返し呈示に対して2発自のフラッシュ効果がより有効に働き，視覚性

図式形成がより促進されて高次系の統制が弱まったことを示す。
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刺激位置4における同時発光のランダムチェッカーパタン刺激に対するP260成分援組値は，

数字刺激に対するP260成分振幅値よりも有意に大きかった。刺激位霞 4は課題解決のための弁

別位置であり，高次系の統制は強まる。乙の位霞において開時発光の数字刺激に対するP260成

分振幅値がより低下した乙とは，数字刺激に対しては持続時間がマイクロ秒オーダーであっても，

高次系の統制がより強く行なわれた乙とを示唆する。すなわち，持続時簡の短さによる物理的制約

の不鮮明さを過剰学留によるゆ根性促進通により補い得た乙とを示す。

しかし，マイクロ秒オーダーの持続時聞を用いた実験7，持続時間lOmsecの実験8では，刺激

位置4におけるP260成分振幅値に刺激の種類による差異はみられなかった。したがって実験9

の刺激位置4における開時発光の場合のP260成分振幅値の刺激の種類による差異は， 2種類の

刺激呈示方法が組み合わされた乙とによる効果のあらわれである可能性がある。

第11節実験10

第1議関的

実験9では2発のフラッシュの発光開踊を制御する ζとにより，刺激の持続時簡を統制した。

その結果，頭蓋のより前方の領域より導出したVEP成分では発光賠隔の違いによる差異が，刺

激のくり返しに伴ってあらわれた。しかし後頭領導出のVEP成分N180及びP260では，発光

間隔の途いによる差異は明瞭で1まなかった。また刺激位置1の刺激に対するP260成分振幅値は，

25msec間踊発光によっては，警告刺激に対するP260成分振幅値と比べて低下しなかった。

乙れらの結果は，少なくとも後頭領における視覚性図式形成活動にとって， 25msecの間鴎は十

分な活動を保障する持関ではなかったといえる。

実験9では， 2発のフラッシュの期障をさらに延長して C50msec)，V E P成分のふるまいを検

討する。さらにこの実験では，持一時間間踊内lζ含まれるフラッシュの数を統制し，同じ持続時間

内で刺激強度のみそ変化させるようにした。 ζれにより，特iζ後頭領導出P260成分の反映する

神経活動が刺激強度によりどのように影響を受けるかを検討する。原型あるいは視覚性図式形成

にかかわる学習の不十分なランダムチェッカーパタン系列に対する神経活動は，過剰学習の成立

している数字系列に対する神経活動よりも高い刺激強度を必要とすると予想される。ランダムチェ

ッカーパタン刺激に対する忠実度の要求は高く，刺激の物理的制約はより明瞭なかたちで持続す

る乙とが必要になるであろう。ランダムチェッカーパタン刺激に対しては，刺激強度が高いほど

原型あるいは視覚性図式形成活動が高まると予想される。

第2項方

(1) 被験者

法

大学生男子10名。年齢18-21才。視力は矯正視力を含め正常。会被験者lζ報掛を

支払った。

(2) 刺激 実験9に用いたランダムチェッカーパタン系列と数字系列を使用。警告刺激も実

験9，ζ用いたものを使用。
。)刺激装罷 スライドプロジェクターは，実験?に用いたコダック AF-2型のキセノン管

(1本)を光源とするものを使用。キセノン管は，日本光電製光音刺激装罷MS-

2PS型で発光させた。発光間摘は 竹井機器製フ。ログラマフソレタイマーで髄御。

他は実験9，ζ関じ。
続 刺激の持続時間は50msecとした。刺激の呈示方法は2種類あり， 2発のフラッシュ
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を50間縞で生じさせる(dim : D)か， 6発のフラッシュをlOmsec間隔で、生じさせ

た (bright: B)。その 2種類の刺激方法は，刺激の穣類にかかわりなく， DBB 

DBDDBの順序のくり返しで交代した。警告刺激を含め，ひとつの試行に含まれ

る全ての刺激は， 2発フラッシュか6発フラッシュのいずれかで呈示した。

いずれの呈示方法によっても，刺激は単一発光としての見えを生じさせた。実験

者が2種類の刺激呈示方法で刺激を観察した場合には， 2発フラッシュと 6発フラッ

シュを弁別できた。

教示，課題は実験9と悶じである。 2種類の呈示方法があることは，被験者には

知らせなかった。実験後の被験者の内省報告では，呈示方法の差について自発的に

報告した者はし、なかったが，その差を弁別していたと思われる考が2名いた。
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Fig.lO-1 

(: 

果

Fig.lO - 1 ~ζ ，中心領中央

(Cz)，後頭領主側(01)及び右

側(02) 導t!:1VEPの波形の一例

を示す。実線は6発フラッシュによ

結第3項

時

時
事
時
間
四
酬

E

世話
Z悼

る数字系列lζ対するVEP，点線は

6発フラッシュにによるランダム

チェッカーパタン系列に対するVE

Pを示す。中心、領導出VEPでは，

潜時約130msecの陰性成分 (N130)， 

潜時約210msecの陽性成分 (P21O)

及び潜時約380msecの陽性成分 (P

380)が認められる。後頭領導出V

EPでは，議時約180msecの捨性成

分 (N180)及び、潜時約260msecの

陽性成分 (P260)が認められる。

2発フラッシュと 6発フラッシュ

による差異は，数字，ランダム

チェッカーパタンいずれの刺激にお

いても， VEP波形上では明瞭でな

かっfこ。

Fig.lO-2 ~ζ は，数字系列l乙対

するVEP成分の平均振幅値を示し

た。太い実線は 6発フラッシュ

(dim)を示す。グラフ下段は陰性

成分(前頭・中心領導出N130及び、頭盟領導出N150)，グラフ中段は陽性成分(前頭・中心領導

出P210及び頭頂領導出P240)，グラフ上段は鵠性成分P380を示す。

Fig.lO-3 ~乙は，ランダムチェッカーパタン系列に対する VEP成分の平均振幅{植を示した o

太い点、線は， 6発フラッシュ (bright)，車慢し、点、線は2発フラッシュ (dim)を示す。グラフ下

合叫~I"、t切ゐ崎紅

一$岬， 'u隊".1-....: 

4
2亘
書
冊
呈
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段は前頭・中心領導出N130及び頭頂領導出N150，グラフ中段は前頭・中心鎮導出P210及び

頭国領導出P240，グラフ上設はP380の各平均振幅値を示す。

適応機能としてみた視知覚活動の特性について
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Fig.lO-3 

Fig.lO-41ζは数字系列に対する後頭領導出の鎗性成分 (N180:グラフ下段)と陽性成分

CP260 :グラフ上段)の平均振幅値を示した。太い実線は6発フラッシュ Cbright)，細し、

線は2発フラッシュ Cdim)を示す。グラフ左側は後頭領左側(01)導出VEP成分，グラフ

右側は後頭領右側(02) 導出VEP成分を示す。

Fig.1O-51乙は，ランダムチェッカーパタン系列に対する後頭領導出の陰性成分 (N180: 

グラフ下段)と陽性成分 (P260:グラフ上段)の平均振幅値を示した。太い点線は 6発フラッ

シュ Cbright)，*郎、点、線は2発フラッシュ (dim)を示す。グラフ左側は後頭領左側 (01) 

導出VEP成分，グラフ右側は後頭領右側 (02)導出VEP成分を示す。

(1) 前頭・中心領導出N130及び頭]頁領導出N150

数字lζ対するN130あるいはN150成分振幅値lζは刺激呈示方法 C6発フラッシュと 2発フ
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ラッシュ)，刺激位置(1-3) 

のいずれによる有意な効果も認

められなかった。

数字系列に対する頭頂鎖右鶴

(P4)導出N150成分譲幅値

は，いずれの刺激呈示方法に

おいても有意な減少額舟を示

した (F( 2/54) 4.63， P < 

0.05 )。

2発フラッシュによる数字刺

激iζ対する N130あるいは

Nl田成分振輯値と， 6発フラッ

シュによるN130あるいは成分

振幅値との開には，いずれの刺

激位壁(警告刺激，刺激位置 1

- 5)においても有意な差異は

認められなかった。

ランダムチェッカーパタン刺激

に対する N130あるいはN150

成分振幅値は，刺激呈示方法

(2発フラッシュと6発フラッ

シュ)，刺激位置(1- 3)の

いずれについても有意な効果を

示さなかった。

刺激位置2では 2発フラッ

シュによるランダムチェッカー

パタン刺激κ対するN130ある

いはN150成分振幅値は 6発

フラッシュlζ対するN130ある

いはN150成分振幅値よりも大

きかっ fこ (F(1/90) = 4.39， P 

<0.05)。

(2) 前頭・中心領導出P210

及び頭頂韻導出P240

数字系列に対するP210あるし、はP240成分振幅値はいずれの呈示方法においても刺激位置 l

で最も大きし刺激位罷2あるいは 3にかけて有意な減少鎖向を示した (F3:F(2/54)= 5.23， 

P<O.Ol， F4: F(2/54)=3.14， P<0.05， P3: F(2/54)出 9.52， P < 0.005， P 4 : 

F(2/54) =5.93， P<0.005， Cz: F(2/54) =7.84， P<0.005)。

2発フラッシュによる数字刺激に対するP210あるいはP240成分振幅値は，いずれの刺激位

置(警告刺激，刺激位置 1-5)においても有意な差異を示さなかった。
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ランダムチェッカーパタン系列に対する頭頂領左側 (P3) 及び右側 (P4) 導出P240，中

心領中央 (Cz)導出P210成分振幅値は，刺激位置 2あるいは 3にかけて有意な減少傾向を示

した (P3: F ( 1/54 ) 口 7.06，Pく 0.005，P 4 : F (2/54) = 10.43， P < 0.005，Cz : F 

(2/54)=4.41， P<0.025)。

刺激位置3では， 6発フラッシュによるランダムチェッカーパタン刺激lζ対するP210あるい

はP240成分振幅値は， 2発フラッシュによるランダムチェッカーパタン系列に対するP210あ

るいはP240成分振幅値よりも有意に大きかった (FO/90) =5.43， P<0.025)o 

(3) 前頭・中心・頭頂鎮導出P380

P380成分振幅値は，刺激の積額(ランダムチェッカーパタンと数字)，刺激の呈示方法 (2発

フラッシュと 6発フラッシュ)のいずれにもかかわらず，刺激位置 1から刺激位置2あるいは3

にかけて有意な減少傾向を示した。(数字系列 -F3:F(2/54)= 14.33， P<0.005， F4 : 

F ( 2/54) = 10.45， Pく0.005，P 3 : F ( 2/54 ) = 24.64， Pく 0.005，P 4 : F ( 2/54 ) = 

20.00，P< 0.005，Cz : F( 2/54) = 21. 70，P< 0.05，ランダムチェッカーパタン系列-P3: 

F(2/54)=20.35， P<0.005， P 4: F(2/54)= 13.51， Cz: F(2/54)口 10.46，P<0.05)。

2発フラッシュによる刺激景示lζ対するP380成分振幅値と 6発フラッシュによる刺激呈示iζ

対するP380成分振幅値との関には，刺激の種類にかかわらず，有意な差異は認められなかづた。

(4) 後頭領導出N180

N180成分振幅値は，刺激の種類(数字とランダムチェッカーパタン)，刺激の呈示方法(6 

発フラッシュと 2発フラッシュ)にかかわらず，有意な刺激位誼(1 -3 )効果を示さなかった O

2発フラッシュによる刺激呈示に対するN180成分振幅値と 6発フラッシュによる刺激呈示

に対するN180成分振幅値の賠には，いずれの刺激系列のいずれ刺激位置においても有意な差異

は認められなかった。

(5) 後頭領導出P260

数字刺激に対するP260成分振幅値は，いずれの刺激呈示方法においても，警告刺激位置で最

大となり刺激位置 Iで減少した。そして後頭領在翻(01) 導出P260成分では， 6発フラッシュ

による数字刺激に対して 刺激位置 lから 2あるいは 3にかけて有位な減少傾向を示した

(F (2/18) =4.99， P<0.05)。

2発フラッシュによる数字系列(刺激位霞 1-3) ，乙対するP260成分振幅値と， 6発フラッ

シュによる数字刺激に対するP260成分振幅値の照には，いずれの刺激位置(警告料激，刺激位

置1-5)においても有意な差意は生じなかった。

ランダムチェッカーパタン刺激に対するP260成分振幅値は，警告刺激位置で最大となり，刺

激位置 1で減少した。刺激位置 1から 2あるいは 3にかけては，ランダムチェッカーパタン刺激

に対するP260成分振幅値は，明瞭な変化そ示さなかった。

ランダムチェッカーパタン系列(刺激位置 1-3 )に対する後頭領左倒 (01) 導出

P260成分では 6発フラッシュ呈示の場合の振幅値よりも大きかった (FC1/54)= 4.24， P < 

0.005 )。

刺激位置3では， 6発フラッシュによるランダムチェッカーパタン刺激に対するP260成分振

幅績は，導出部位 (01， 02) にかかわらず， 2発フラッシュによるランダムチェッカーパタ

ン刺激に対するP260成分振幅値よりも大きかった仔0/36)=4.37，P<0.05)。

刺激位讃2では，数字刺激に対するP260成分振幅値は，導出部位 (01， 02) にかかわら
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ずいずれの刺激呈示方法においても，ランダムチェッカーパタン刺激に対するP260成分振幅値

よりも大きかった(6発フラッシュ:F( 1/36) = 8.54， Pく0.01，2発フラッシュ:F( 1/36) 

13.79， P<0.005)。

刺激位置 5では，数字刺激に対するP260成分振幅値は，導出部位 (01， 02) にかかわら

ずし、ずれの刺撤呈示方法においても，ランダムチェッカーパタン刺激に対するP260成分振幅値

よりも大きかった(6発フラッシュ:1干(1/36)=6.61，P<0.025， 2発フラッシュ:引1/36)= 

7.67， P<0.04)。

警告刺激に対するP260成分振幅鎮の刺激位農 1における数字刺激lζ対するP260成分振幅僚

との関には，刺激の呈示方法(6発フラッシュと 2発フラッシュ)にかかわらず，詞導出部位

(01， 02) において有意な差が認められた (01:FC1/36)= 6 .46， P<0.025， 02: 

F(1/36) = 7.12， P<0.025)。

警告刺激に対するP260成分振幅値と刺激位置 1におけるランダムチェッカーパタン刺激に対

するP260成分振幅値との間には，刺激の笠示方法によらず，雨導出部位 (01， 02) におい

て有意な差が認められた (01:F(l/36)口 6.48， P< 0.025， 02: F( 1/36)口 7.01，P< 

O‘025) (Murohashi， Kitajimaと Kanoh，1983c;北島ほか， 1983)。

第4項後顕領導出P260について

刺激位農 lにおける刺激κ対するP260成分振稿鐙は，刺激の穣類，呈示方法にかかわらず，
警告刺激lζ対するP260成分振幅億よりも小さかったo ζの乙とは，刺激の持続時間が25msec

(実験9)から50msec(実験10)，ζ延びたことにより高次系の後頭領l乙対する統制が有効に働く
ようになった乙とを示す。

6発フラッシュにより壁示されたランダムチェッカーパタン系列に対するP260成分振幅値は，

2発フラッシュにより呈示された同系列に対するP260成分振幅値よりも大きく，特に刺激位置

3においてその差が大きかった。他方数字系列に対するP260成分振幅値には， 2発フラッシュ

と6発ブラッ、ンュの差はあらわれなかった。このζとは，知覚学習の不十分なランダムチェッカー

パタン刺激に対しては，刺激光景の少ない場合に高次系のより強力な統制が行なわれることを示

している。これに対して数字刺激においては，視覚性図式形成にかかわる学習が過剰なかたちで

成立しているため，一定以上の持続時期があれば少量の刺激光量でも多量の光量と同じ結果を生

む乙とを示している。

刺激位置2，3， 5では， 2発フラッシュと 6発フラッシュのいずれの呈示方法によってら，

数字刺激に対するP260成分振幅値は，ランダムチェッカー刺激κ対するP260成分振幅値より

も大きかった。このことは，原型及び図式について過剰に学習のなされた刺激を一定以上の持続

時間で呈示するならば，刺激光量にかかわりなく図式形成活動が進行し視覚性留式が安定化する

ことを示している。

第12節婆約

第 5章では，同一刺激のくり返し呈示を基本的方法とし，後頭領導出の視覚誘発寵位成分

(P270)のふるまいを中心に展開した実験群(実験 1-実験10)について検討した。視知覚系は，
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抽象化機能と方向づけ機能により，視覚性図式を成立させる。視覚性図式は，刺激及び課題の性

質，知覚学習の程度に応じた忠実度あるいは抽象度のレベルで、形成される。

本論では，刺激をくり返して呈示することにより知覚学習を進行させる実験を行なった。そし

て学習の進行に伴う視覚性図式の抽象の過程を，後頭領導出の視覚誘発電位を示標としてとらえ

る乙とを試みた。刺激は，既に過剰なかたちで基本的形態iζ関する知覚学習の行なわれている数

字あるいは文字(アルファベット)と，基本的形態が一定しておらず知覚学習の容易でないラン

ダムチェッカーパタンを用いた。課題は2つの刺激の数字(文字)の読みとり，あるいは2つの

ランダムチェッカーパタンの異問弁別とした。ひとつの試行は7つの刺激から成っていた。最初

に警告刺激を呈示し.1500msecおいてふたつの刺激のうちひとつの刺激を 2回くり返して呈示

(刺激間間縞lOOOmsec)した。続いて再び:1500msecおいてふたつめの刺激をくり返して呈示した

(刺激間間鴎lOOOmsec)0 2穏類の試行があり，ひとつは数字(あるいは文字)試行で他はラン

ダムチェッカーパタン試行である。 2種類の試行は26試行を 1ブロックとし. 4-6フ冶ック中

で等確率かっランダムlζ呈示された。

実験1では，文字試行とランダムチェッカーパタン試行を呈示した。その結果，刺激のくり返

し呈示に対して後頭領導出のP270成分振幅値が増大した。この振幅値増大は，文字刺激に対し

てより明瞭だった。

実験2では.P270成分の振幅値増大と言語的機能との関連性を検討するため，数字試行とラ

ンダムチェッカーパタン試行を呈示した。その結果，数字刺激のくり返し呈示に対して後頭領導

出P270成分撮騒値が増大し，ランダムチェッカー刺激に対しては減少した。

実験3では，さらにP270成分と言語的機能との関連性を確認するため，数字試行と文字試行

を呈示した。その結果，後頭領導出P270成分振幅値の増大は生じなかった。

実験4では，実験1及び2，ζおけるP270成分振騒健の増大と 知覚学習の容易な数字あるい
は文字刺激の知覚学習の歯難なランダムチェッカーパタン試行を組合せて用いたこととの関連性

を検討した。数字試行と，知覚学習を特に必要としない拡散光円試行を呈示した。その結果，数

字刺激のくり返しま示に対してより明瞭なP270成分振幅値の増大が生じた。乙の結果は，刺激

構造の額似度の低さとP270成分振踊値の増大とが関連することを示唆する O またP270成分振

幅値の明瞭な増大のためには，明確な刺激構造が必要であることを示した。

実験5では.P270成分の振幅値増大と，警告刺激直後の刺激における穏類弁別のE苦難性との

関連を検討した。文字試行とラン夕、ムチェッカー試行を呈示し，さらに警告刺激に，次lζ出現す

る刺激と穣類を予告させた。乙の予告機能により，刺激種類の弁別国難lr生を下げるようκした。
その結果，文字刺激とランダムチェッカーパタン刺激の両刺激のくり返し呈示lζ対してP270成

分振幅値が増大した。また，実験4では警告刺激l乙対するP270成分振幅値は低下せず刺激位置

l においてはじめて低下したが，実験5では警告刺激位置から振幅僚が低下した。すなわち，後

頭領導出P270成分振幅績は，弁怒りがより関難である時iζ低下し，その後の刺激くり返しに伴っ

て増大することが示唆された。

実験6では.P270成分振幅値の増大と，知覚学習の進行度との関連性を検討したo数字刺激

とランダムチェッカーパタン刺激を5関くり返して呈示した。その結果，知覚学習のより困難な

ランダムチェッカーパタン刺激に対しでも，刺激のくり返し呈示に伴ってP270成分撮幅値がし

だいに増大した。

実験?では.P270成分掻幅値と，知覚学習の困難性との関連性を検討した O 文字試行とラン
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ダムチェッカーパダン試行を 刺激の持続時簡を極度iζ短く(マイクロ秒オーダー)して呈示し

た。その結果，文字ランダムチェッカーパタン雨試行において刺激のくり返し

成分振幅値の減少が生じた。

lζ伴う P270

実験8-10では， P270成分振幅値と刺激の持続時間との関連性を検討した。実験8でミはlOmsec

実験9で、は25msec，実験10でtは50msecとし，数字試行とランダムチェッカーパタン試行を呈示し

示した。その結果刺激持続時間が25msecまでは，両試行において刺激くり返しに伴うP270成分

振幅値の減少傾向が生じ，その減少傾向は刺激持続時間が長くなるにつれてゆるやかになった。

刺激持続時閣が50msedとなると，数字試行ではP270成分振幅値が刺激位置 lにおいて減少傾向

を示さなかった。刺激持続時間が機度に短い場合には，十分な刺激弁別をするのに必要な忠実度

レベルで=の知覚処理が行なわれにくい。したがってP270成分振幅値の場大あるいは非減少は，

抽象度の高いレベルでの知覚の処理と関連すると推定される。

また実験9では， 2発のフラッシュの発光開踊を制御 (25msecとomsec)する乙とにより，等
光量下での刺激持続時間の効果受検討した。その結巣 2発のフラッシュの発光問捕にかかわる

有意な効果は生じなかった。さらに実験10では，フラッシュの発光関数を制御 (50msec踏に 2発

あるいは6発)する乙とにより，等持続時措下での刺激光畿の効果を検討した。その結果，ラン

ダムチェッカーパタシ刺激の2回目のくり返し呈示では 6発フラッシュ呈示は2発フラッシュ

呈示よりも有意に大きなP270成分振幅値を生じさせた。乙れらの結果は，限界的刺激持続時間

(本論の実験事態で1ま約25msec)までは，過剰学習の軽度にかかわりなく，高忠実度での知覚処

理が行なわれない乙とを示した。また，刺激持続時期が一定限度を超えると，知覚学習の困難な

刺激に対しては刺激光議の効果が抽象度の高い知覚処理の進符度lζ反映されるようになる乙とを

示した。

第 6章総合的考察

第1節 本論の実験における視覚誘発電位成分の検討

第1積 書官顕・中心領導出の陰性成分(港時100-150msec)について

実験 1-9の一連の実験において 前頭・中心鎮より導出した潜時100-150msecの陰性成分

には，刺激の種類による振幅値の有意差は認められなかった。本論の実験において用いた刺激，

特にそれらに対する課題は，乙の韓性成分の反映する神経活動水準の差を作り出すだけの違いを

有していなかったといえる。

ランダムチェッカーパタン系列，文字系列，数字系列のいずれも，共通のチェッカー基盤を

用いて作成した。したがっていずれの系列も共通した物理的観約を有していたといえる。しか

し拡散光円系列と数字系列を組合せた実験4においても，これらの陰性成分の振幅{穫に有意差は

認められなかった。すなわち ζれらの成分は，物理的制約の影響を一義的には受けない心理一生

理的機能を反映するものと推定される。

実験 1-9の一連の実験において，前頭領より導出した潜時100-150mseむの陰性成分には，

刺激位置による振幅値の有意差は認められなかった。しかし中心領より導出した潜時100-

150msecの陰性成分には，刺激故置による振幅値の有意差が認められた。乙の有意差が認められ

たのは，拡散光河系列と数字系列を持続時間300msecで呈示した実験4と，ランダムチェッカーパ
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タン系列と文字系列を持続時間lOmsecで、呈示した実験8においてであった。

実験8では，刺激の持続時間が短かったため，知覚過寝を構成する神経活動の水準が上昇し

た可能性がある。

しかし実験7では，実験8よりも持続時鵠の短い刺激呈示を行なった。したがって実験7でも

知覚過程を構成する神経活動の水準は上昇したと予想される。しかるに実験?では，中心領導出

N150成分の振幅値には，刺激位置による有意な効果は認められなかった。

実験4及び8においてのみ，同一刺激のくり返し呈示に対する振幅値の増加鶴向が特にBJi瞭で

あった乙との原悶は不明である。実験4及び8にのみ共通する特定の実験条件は，存在しないよ

うにみえる。

本論における一連の実験においては，前頭・中心領導出の陰性成分(潜時100-150msec)の

刺激位霞に対する振幅値の変動傾向は，増加もしくは一定であった。すなわち，照一刺激のくり

返し呈示にともなう明瞭な減少傾向は，認められなかった。

単純な諜題条件下では，前頭・中心領導出の陰性・陽性成分は，詞一刺激のくり返し呈示に対

して振踊鎮の減少傾向を示す(Picton と Hillyard. 1973; Megela と Teyler. 1976; 

Megela. TeylerとHesse.1980)。すなわち，単純な課題条件下では，乙れらの成分は噴れ

の現象を示すのである(第3蒙第2節)。

ζの乙とから，本論における一連の実験での，前頭・中心領導出の陰性成分(潜時100-

150msec)，特に中心舘導出陰性成分のふるまいは，課題遂行のための一定の働きをもっ神経活動，

特lζ慣れの閉止κかかわる中枢性促通活動を反映したと推定される。このような神経活動は，

Pribram (1971)の主張するような強化・執着メカニズムによる統合・組織化のための活動と関

連すると推定される。

第3章及び第4主主で提出した，前頭・中心領導出の議時100-200msecの視覚誘発電位成分に

ついてのひとつの仮説は，眼球運動の中枢性成分とかかわりをもっという乙とである。また他の

仮説は，刺激の意味的側面とかかわりをもっという乙とであるo

眼球運動はHebb(1949)の述べる如く，初期の知覚学習において継胞集成体を形成する際に

重要な役割を果す。学習の進行に伴い，末梢音s位での実際的な運動が生ずる乙となく中枢性の運

動性成分にかかわる細組集成体(群)のみが活動することにより，刺激に関連した細胞集成体群

が活動をはじめるようになる。

Pribram (1971)は，サイン過程には動作的局面の欝与が必要であるζとを主張した。知覚は

能動的な構成的過樫 CNeisser，1967; Pribram， 1971 ; Luria， 1973)であり，知覚的表象物

の構成の際lζ中枢において運動的な成分が関与すると想定される。知覚ー動作的局面lζ関して，

高官頭・中心領は重要な役割を果す領域で、ある(第2宣言及び第4主主;針ibram，1971 ; Luria， 

1973)。したがって知覚成立過程において，前頭・中心領は重要な機能を分担していると想定さ

れる。

第2章では，規覚性図式モデJレを検討する中で 知覚成立過程における原型の役割について検

討した。原裂は，高速視覚イ云逮系のもたらす刺激の物館的制約lζ基いて構成される。原型は物理

的耕約lζ対応した長期記鰭の要素群の体系であり，視覚性隈式の形成の際の組織化原則iζ相当す

るものとなる。原型を構成する要素群は，長期記憧のかたちで意味論的ネットワークを形成して

いる。構えあるいは期待というかたちの，刺激出現前の中枢的促通は， ζのネットワークに沿っ

て生ずる。そのため，原型影成桔は，実験状況のような文脈の影響を受けやすくなる。
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本論における一連の実験では，前頭・中心領導出の潜時100-150msecの陰性成分の変動は，

おおむね小さかった。刺激の種類に対する振蝦値の差異が生じにくいことは，原型の果す役割が，

刺激の物理的告IJ約よりも意味的要素を組織化することにあるζとを示す。生得的機構の機械的鋳

型iζ基いて取り入れられた刺激の物理的制約は 長期記櫨の中から対応する要素を活性化させる O

乙の要素群は刺激の意味的特徴lζ対応するものであり，経験的確率に対応したかたちで体系イとさ

れて原型となる。乙の要素群の活性化lζ関しては，刺激の物理的制約が大幅に異ならない限り，

大きな変動は生じないと推定される。 Brunswi主(1969)のレンズモデルの如く，いくつもの異

なった物理的制約が，ひとつの意味的要素を活性化し得るのである o

前頭・中心舘導出の潜時100-150msecの陰性成分は，刺激の物理的制約に対応した長期記横

要素群の統合活動への，中枢性運動的成分のかかわりの強さを反映すると推定し得る。

第2項 議頂領導出の島毒性成分(潜時150-200 msec)について

頭頂領よゐVEPを導出した実験3-10において，頭頂領導出の潜時150-200msecの陰性成

分には，刺激の穣類に対する振嬬値の有意差は認められなかった。したがって乙の成分も，刺激

の物理的制約の影響を一義的に受けない心理一生理的機能を皮映すると推定される。

他方実験7及び8では，頭頂領導出の滋時150-200msecの陰性成分に，刺激位置に対する有

意な効果(振幅績の増大傾向)が認められた。実験7及び8では 刺激の持続時間を極度に短く

(マイクロ秒オーダー-lOmsec)した。

頭頂領導出 VEP1乙は，その波形を観察すると，中心鎮導出のVEP成分潜時l乙一致する成分

群と，後頭領導出のVEP成分潜時iζ一致する成分群が混在している。乙れらの成分の振幅値を

みると，後頭領導出VEP成分潜時iζ対応する成分の方が，中心領導出VEP成分に対応する

成分よりも大きい額向がある。本論における実験では，一定の潜時範関(100msec-200msec) 

内で最大振椙値をもっ成分を測定したので，その潜時は後頭領導出VEP成分とほぼ一致してい

る。

しかし一連の実験を通して明らかなように，後頭領導出VEP成分P260あるいはP270の振

幅績は，刺激のくり返し呈示lζ伴い場大する傾向をもっ。乙れに対して頭頭領導出p260あるい

はP270成分の振幅値は，刺激のくり返し呈示lζ伴い減少した。また実験7及び8において，頭

車領導出N180成分の振幅値は刺激のくり返し呈示l乙伴う有意な増加傾向を示した。しかし後頭

領導出N180成分の振幅値は，刺激のくり返し呈示に伴う有意な増加傾向を示さなかった。

したがって，頭車領導出の誘発電位成分は，後頭領振幅綴の誘発電位成分を反映したものでは

ない。また頭頂領導出の誘発電位成分のふるまいは，中心館導出の誘発電位成分のふるまいとも

異なっている。頭頂領導出の誘発電位成分と同様の滋時を有しつつも，振蝿{疫のふるまいにおい

てそれらの成分と巽なる ζとは，頭演領導出のVEP成分の反映する神経活動が中心韻及び‘後頭

領導出のVEP成分の反映する神経活動と時間的lζ密接な関係をもちつつ，それらを介在する神

経活動を反映する ζとを示唆する。

ただし刺激の持続時間が極度に短い(lOmsec以下)の場合にのみ，刺激のくり返し呈示に対応

して頭頂領導出の陰性成分の振幅値が増大する O したがってこの頭頂領導出の陰性成分と同様に

刺激の物理的制約の処理に直接的に結びつく神経活動を反映するものではない。刺激のくり返し

呈示i乙伴って頭]頁領導出の陰性成分の揺幅値の増加傾向が生ずることは，この成分も刺激持続時

閣が極度iζ短い(lOmsec以下)場合における課題解決事態下での 中叡性促通過程iζ対応したも
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のであると推定される。

実験7及び8では刺激の持続時間が極度iζ知く，知覚活動は刺激の消失後lζ本格化する。この

ような短い刺激持続時間においても知覚をより安定的に成立させるためには，物理的制約を組織

化するための原則を司る中枢性の神経活動が，刺激持続時賭の長い場合iζ比べて，より持続的lζ

行なわれる必要がある。

頭頂額は空間的分析にかかわりが探く，頭頭一後頭領は刺激の意味とかかわる視覚的表象

の構成イとにかかわりが深い (Luria，1973)。頭頂額導出N180成分振幅値の刺激くり返し呈示

l乙伴う増加傾向は，刺激の持続時間が短く，取り入れられた物理的制約が不安定な状態にあるた

めに，視覚性図式の形成をより安定的に行うための中枢性促通過程を反映したと推定し得る。 ζ

の中枢1性促通過程は，刺激の意味的制約lζ基く物理的制約の構成化の際に，物理的制約を{則方抑

制メカニズムによって限定し強化する機能を促進させると想定し得る。

頭演領導出の陰性成分N180(ま，刺激の持続時間が極度比短い(lOmsec以下)場合における課

題解決過軽下での，知覚活動を促進させる働きを反映したといえる。

第 3X翼 書官軍費・中心鎮導出の陽性成分(潜姥200~ 250 msec)について

前頭・中心領導出の陽性成分の掻幅値lζp刺激の種類に対する差巽が認められた実験は，拡散

光円系列と数字系列を組合せた実験4のみである。拡散光円系列l乙対する前頭・中心領導出の陽

性成分 P220の振幅値は，数字系列に対するP220成分振幅値よりも小さかった(金刺激位

置)。乙のような傾向は，前頭・中心傾導出の陰性成分(潜時100-150msec)のふるまいと類

似であり，この条件において前頭・中心領導出の絵性成分と皆性成分のふるまいは対応している。

他方，首Ii頭・中心舘導出の鵠f生成分P220の振幅値l乙，有意な刺激位置効果(減少績向)が認

められた実験は，実験3，4， 8， 9， 10の5つで、あった。

文字系列と数字系列を組合せた実験3，拡散光円系列と数字系列を組合わせた実験4，及びラ

ンダムチェッカーパタン系列と文字系列の組合せで刺激持続時期をlOmsec!ζした実験8，の 3つ

の実験では，前頭・中心韻導出の鶴性成分振幅値iζ，刺激位置による有意な効果が認められた。

またランダムチェッカーパタン系列と文字系列を組合せ，刺激持続時間あるいは刺激光量を変

化させた実験9及び実験10では，数字系列iと対する前頭・中心領導出の陽性成分P210の振娼伎

に有意な刺激位置効果が認められた。

さらに刺激の持続時間をマイクロ秒オーダー，あるいは25msecとした実験9では，前頭領右側

(F4) 導出のランダムチェッカーパタン系列l乙対するP210成分振幅{誌に，有意な刺激位置効:

果が認められた。

前頭領あるいは中心領より導出した潜時200-250msecの陽性成分振幅僚が有意な刺激位農効

果を示した実験群をみると，位置効果を生じた刺激系列に特徴がある。すなわち，使用した刺激

系列中にランダムチェッカーパタンを含ま立い場合(実験3及び4)には2つの刺激系列におい

て，またランダムチェッカーパタン系列を含む場合(実験8，9及び10)には文字系列の方によ

り明瞭に刺激位置効果(減少横向)が生じている。

これらの実験においては，ランダムチェッカーパタン系列に対する潜時200-250msecの前頭・

中心領導出の陽性成分の振幅値は，刺激位農 1でより小さい傾向があった。すなわち，最初の刺

激に対しでも増大する傾向もまた弱いのである。

拡散光悶系列と数字系列iζ対する前頭・中心額導出の陽性成分P220の振幅値は，数字系列に
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対するP220成分振幅値よりも有意に小さかった。

すなわち過剰学習の行なわれていない，ランダムチェッカーパタン刺激と拡散光円刺激に対し

ては，前頭・中心鎖導出の陽性成分振幅鍍より小さかった。

他方，過剰学留の容易な数字，文字刺激に対しては，その犠牲成分振幅値はより大きし、。さら

に数字系列と文字系列を組合せた実験3では，数字系列に対するP220成分撮幅僚の方が，文字

系列に対するP220成分振幅値よりも若干大きかった(刺激位讃 2及び3)。本論において用い

た数字及び文字系列は，チェッカー基盤を利用して作成した。そのため，数字系列では知覚が容

易であったが，文字系列では知覚は数字系列よりもL、くぶんか困難であったと想定される。

乙れらの結果は，刺激パタンに対する過剰学習が行なわれているほど，前頭・中心領導出の潜

時200-250msecの陽性成分が増大することを示唆する。

前頭舗は，文脈にかかわる刺激処理活動を行なうと推定される。 Pribram(1971)によれば，

前頭領は思考の持久的側面にかかわり，組期記憶の擦のチャンキングに関与する。刺激パタンに

対する知覚学習が過剰に行なわれるほど，刺激の特徴をより大きなチャンクにすることができる。

前頭領及び、中心領導出の港時200-250msecの鶴性成分は，刺激の物理的制約κ対応する長期

記憶要素を紛織化する擦の内部調繋のための中枢性神経活動を反映すると推定し得る。

組織化し得る要素が多いほど，すなわちチャンキングし得る要素が多いほど，内部調整のため

の神経活動は向期的に進行すると想定される。乙の神経活動の間期化は，誘発電位成分振幅値の

増大となってあらわれる。

各実験における警告刺激に対する前頭領導出の腸性成分振幅値を比較すると(警告刺激に対す

るVEPを加算しなかった実験l及び2を除く)，以下の如くである:数字系列と文字系列を用

いた実験3C刺激持続時間300msec)では5-6μV，拡散光円系列と数字系列を用いた実験4

(刺激持続時間300msec)では5-6μV，警告刺激に予告機能をもたせた実験5Cランダムチェ

ッカーパタン系列と文字系列の組合せ，刺激持続時間300msec)では8-9μV，刺激の持続時

閣を50msecY)下にした実験7-lOCランダムチェッカーパタン系列と文字系列の組合せ)ではお

おむね 1-4μVだった。

すなわち，警告刺激lζ対する前頭領導出の陽性成分(滋時200-250msec)握娼値は，警告料

激lζ予告機能をもたせた実験6において最も大きく，軒激の持続時間を50msec以下にした実験7

-101とおいて減少している。

予告機能を手ました警告刺激は，他の実験における警告刺激と異なり，課題解決にかかわる情報

を含んでいた。したがって長期記協要素の組織化に伴う内部調整は，予告機能を有する警告刺激

の場合κ最も活発であったと推定し得る。

第4項 霊童頂鎖導出の陽性成分(濡持250-300 msec)について

実験1-9のいずれにおいても，頭I貰領導出の潜時250-300msecの鵠性成分には刺激の種類に

対する有意な振縞値の差巽は認められなかった。

他方，東日激位置効果は，実験7-10において認められた。刺激の持続時閣を50msec以下にした

実験7-10においては，潜時250-300msecの頭]蓑領導出の陽性成分の振幅値は，刺激のくり返

し呈示i乙伴う有意な減少傾向を示した(実験9におけるランダムチェッカーパタン系列に対して

は，頭演鎖左鰯 CP3)導出P240成分についてのみ有意)。

各実験における警告刺激に対する頭頂領導出の陽性成分(潜時250-300msec)の振幅伎を比
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較すると(頭頂鎮より VEPを導出しなかった実験1及び2を除く)，次の如くになる:刺激の

持続時間を50msec以下にした実験7-1Q(ランダムチェッカーパタン系列と文字系列の組合せ)

では，おおむね 7-9μV，警告刺激lζ予告機能をもたせた実験 5(ランダムチェッカーパタン

系列と文字系列の組合せ)では7-9μV，数字系列と文字系列を組合せた実験3では5-6μV

そして拡散光円系列と数字系列を用いた実験4では 3-4μVだった。また刺激位罷 1の刺

激に対する頭頂領導出の鶴性成分振幅値も，ほぼ向様の傾向を示した。

警告刺激及び刺激位置 lの刺激に対する頭頂領導出の陽性成分(潜時250-300msec )の振幅

値は，刺激持続時間が50msec以下の場合と，警告刺激が予告機能を有していた場合により大きく

なった。しかしそれらの場合でも，刺激の種類に対応した振幅値の有意差は生じなかった。また

前頭・中心鎖導出の陽性成分(潜時200-250msec)と，後頭領導出の陽性成分(潜時250-

300msec)が刺激の種類に対応した振幅僚の差を示した実験4(拡散光河系列と数字系列の組合

せ)においても，頭理舘導出の陽性成分(潜時約250-300msec)には，刺激の種類に対する振

幅舗の差は生じなかった。すなわち本論における実験では，頭m領導出の陽性成分(潜時250-
300msec)は，刺激構造の明確な差異に対しでも反応しなかった。

したがって，頭頂領導出の陽性成分(潜時250-300msec)は，刺激の物理的制約の処理と甚

接的l乙結びつく過程を反映するものではないと推定される。

刺激持続時間が50msec以下の場合に，頭頭領導出の欝f生成分(潜時250-300msec)の刺激位

置1における振幅値は一連の実験中で最大であった。そして刺激のくり返し呈示に伴う明瞭な減

少傾舟を示した。また警告刺激lζ予告機能をもたせた実験5でも，刺激位置れとおけるこの弱性

成分の振幅値は大きかった。しかし刺激のくり返し呈示に伴う振幅値の減少傾向は，明瞭ではな

かっfこo

したがって撮幅値の明瞭な減少傾向が生ずる乙とには，刺激の持続時間の題いことが関与して

いる。

刺激のくり返し呈示lζ伴う振幅値の減少傾向は，神経活動における興奮状態の急速な減少を

示す。乙の神経活動の急速な減少は，刺激の持続時龍が極度に短い状況で生ずるのであるから，

d慣れの進行とはみなせない。刺激持続時間が極度に短い状況での神経活動の減少は，神経活動が

十分に興奮状態を維持できないことにあると推定される。

刺激の持続時間が極度に短い場合や警告刺激が課題情報を有する場合には，それらの刺激に対

して，知覚処理のための中枢性促通にかかわる祖経活動の水準が，あらかじめ高く設定されると

想定怠れる。

刺激の持続時間の極度に短い場合には，最初に呈示される刺激に対しては，より微細な物理的

制約が十分に取り入れられなし、。そのような状況での知覚成立のために，中枢↑生保通，すなわち

学習に基く内部調整が活発になり，構成化作業が補償されると想定される。そして刺激がくり返

し呈示されると，物理的制約の限定性が増加し，内部調整による補償的機能はいったん低下する

と想定される。

頭頂領導出の陰性成分(潜時150-200msec)については，前述の如く(本節第 2項)，刺激

の意味的制約に基く物理的制約の構成化の擦に，物理的制約をより限定化する機能を反映すると

推定した。

ζれに対して頭頂領導出の鶴性成分(潜時250-300msec)は，物理的制約の限定化を積極的

に解除し，内部調整による構成化作業を促進させる機能を反映すると推定し得る。
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第5項 街頭・中心・頭頂領導出の濁性成分(潜時300~ 500 msec)について

実験 1-10の全てにおいて，いわゆるP300成分の振幅値は，刺激のくり返し

横向を示した。

iζ伴う減少

各実験における刺激位置 1の刺激に対する前頭・中心領導出P300成分の振幅{直を比べると，

次の如くになる:警告刺激に予告機能をもたせた実験5では 1-2μV，数字系列と文字系列を

組合せた実験3では4-6μV，ランダムチェッカーパタン系列と文字あるいは数字系列を組合

せた実験1と2及び6では3-6μV，拡散光円系列と数字系列を組合せた実験4では6-9μV

刺激持続時聞を50msec以下にした実験 7-10では6-9μvc前頭領導出P300)あるいは 8-
16μv c中心領導出P300)だった。
また各実験における刺激位麗 lの刺激iζ対する頭頭領導出P300成分の振幅値を比べると，次

の如くになる:警告刺激に予告機能をもたせた実験5では4-7μv.数字系列と文字系列を組

合せた実験3では7-9μV 数字系列と拡散光円系列を組合せた実験4では9-11μv，刺激

持続時間を50msec以下にした実験7-10では9-16μVだった。

前頭・中心・頭頂領導出の潜時150-300msecの陽性成分のくり返し呈示刺激lζ対する振幅値

は，刺激位置1における振幅値か大きい場合にのみ有意な減少傾向を示した。他方，前頭・中心・

頭頭領導出の潜時300-500msecの陽性成分，いわゆるP300成分は，刺激位置 lでの振蝿値の

大きさにかかわりなく，刺激のくり返し呈示に対して明瞭在減少傾向を示した。 ζの乙とは，

P300成分が同一刺激のくり返し呈示lζ対しては，きわめてa壊れを生じやすいことを示している。

乙れは， Megelaら C1976， 1979)の結果と合致する(第3章第 2節)。

刺激位置 lの刺激に対するP300成分は，警告刺激iζ予告機能をもたせた実験 5で振幅値が最

も小さく，マイクロ秒オーダーで刺激を呈示した実験7で最大であった。刺激位置 1における弁

別判断は実験5において最も容易であり，実験 7において最も困難であったと推定される O また

同一刺激のくり返し呈示に対しては， P300成分はきわめて慣れを生じやすく，刺激位置 l及び

4においてのみ実質的に大きな振幅{践を示した。乙れらのことから 刺激位置 1におけるP300

成分の振幅値は， ζの位置における刺激に対する弁別判断の罰難さを反映したといえる。

ランダムチェッカーパタン系列と，文字あるいは数字系列を組合せた実験(実験1，2， 6， 

7， 8， 9， 10)において，刺激位罷4におけるP300成分は，ランダムチェッカーパタン刺激

に対する振幅値の方が，文字あるいは数字刺激に対する振幅値よりも大きかった。

また刺激位霞4におけるランダムチェッカーパタン刺激に対するP300成分の振幅値は，実験

1-10における刺激位農 lの刺激に対するP300成分振幅値の実験問の変化と同様の実験問変化

を示した。すなわち，警告刺激に予告機能をもたせた実験 Sで最も小さく，刺激持続時聞を

50msecJ?)下にした実験7-10で最大となった。

このように刺激位置4における料激に対するP300成分は，刺激位置 1における刺激に対する

P300成分と同様に，弁別判断の困難さを反映したといえる o

しかし，刺激位置 11ζおいては，刺激の種額lζ対するP300成分振幅値の差は，おおむね小さ

かった。他方，刺激位置4においては，刺激の種類に対するP300成分振幅値の差は大きかった。

刺激位讃 l及び41ζは，同じ種類の刺激が等しい刺激持続時間で呈示された。したがってP300

成分振幅値は，知覚過程の基礎的な面よりも，基礎過程lζ基く高次の知覚過程にかかわる神経活

動を反映したといえる。

本論における実験事態では，第 1刺激列の3番目の刺激(刺激位置 3)と，第2刺激列の 1番
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目の刺激(刺激位置4)の問は， 1500msec離れていた。一時的感覚記櫨(アイコン)のような記

憶は，刺激後約300msecで大部分崩壊すると推定されている (Sperling，1960)。したがって比

較すべき刺激が出現した時には，アイコンのような記櫨は存在しない。このように弁別刺激聞の

時期間備が長い場合には，ランダムチェッカーパタンのような知覚学習の不十分な刺激の弁別に

対しては、同時比較よりも継時比較の方式が採用されやすいといえる CReed，1973)。

継時比較方式では，刺激入力と記憶が継時的に照合されるため，比較作業iζ高次系がより長く

関与するζとになる。しかし実験7-10のように刺激持続時間が短いと，高次系は知覚活動の

詳細な揺には十分関与できなくなる。

刺激の持続時閣が極度に短いと，アイコンのような記a憶は十分lζ賦活されず，より

く崩壊する (Neisser，1967)。アイコンのような記櫨によって当該の刺激に対する原

型あるいは視覚性図式が成立しでも，刺激に対する詳細な図式化が要求される場合には，高次の

知覚活動は継続する。だが刺激は既に消失している。このような場合には，高次系が広く脳内活

動状態の変動を生ぜしめ，より十分な認知活動を促進させると想定される。

実験7-切におけるP300成分は，刺激持続時間が題縮された場合に必要とされる，より高次

の知覚処理過躍にかかわる神経活動の増大を反映したといえる。

刺激位置4において出現した刺激は，第 l刺激到において出現した刺激と同ーの場合と巽なる

場合があった。刺激位置 4における数字あるいは文字刺激に対するP300成分では，同一刺激

に対する振幅値と輿なる刺激に対する振幅値の差は，小さかった。他方ランダムチェッカーパタ

ン刺激に対するP300成分では，異なる刺激lζ対する振幅値は，同一刺激lζ対する振指値よりも

約2イ音大きかった。

しかし被験者の内省報告では，巽なる刺激lζ対する弁別が，同一刺激iζ対する弁別よりも国難

であったとする者は，全体の半数程度であった。

本論における一連の実験では，ランダムチェッカーパタン試行の第2刺激列に出現する刺激は，

第 1刺激列の刺激と同じ場合もある異なる場合も共に50%の出現確率を有していた。また異間判

断課題において，それらの刺激は間程度の重要さを有していた。

したがって，一連の実験の第2刺激の 1番目の刺激の異同について， P300成分振幅値l乙生じ

た差は，異同判断にかかわる重要度の差を反映したものではない。

ランダムチェッカーパタン試行の第2刺激列の l番目の刺激が，第 l刺激の刺激と異なる場合

にP300成分振幅値がより大きかったことは，第 l刺激列において間一刺激がくり返し呈示され

たことに関連していると推定される。

Posnerら(1973)やThatcher(1977)の実験では，同刺激の方が異刺激よりも大きなP300

成分振繭{践を生ぜしめた。これらの実験におけるP300成分のふるまいが本論における実験結

果と異なるのは，実験事態の違いによるものである。 Posnerら(1973)やThatcher(1977) 

の実験では刺激のくり返し塁示がなかったこと，また過剰学習された文字刺激が用いられたこと

が， P300成分にかかわる違いを生じさせたと推定される。

異同判級課題において過剰学習された文字刺激が用いられた時，文字刺激に対するP300成分

の生起には，刺激間の物理的栂遂の程度よりも，刺激の呈示方法や課題内容が大きく影響する

(Posnerら， 1973)0 Thatcher (1977)の場合には，非関連刺激が異悶判断すべきふたつの

刺激の間に挿入されていた。このような場合における断時比較は，巽刺激に対するよりも問刺激

に対する方が困難になると推定される。
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過剰学留された文字刺激に対する原型は，刺激出現時に安定的に形成される。そのため，高次

系は刺激の物理的特徴を取り入れて新たな原型を形成し直す必要はなし、。ただし，課題が刺激の

特定的な面についての処理を要求する場合には，その課題に適した原型影成が必要となる。その

結果，原型形成のための脳内状態変動が生ずることがある。

しかし文字の巽陪判諜題に対するP300成分振幅績の変動は，本論の実験においても見られた

ように，かなり小さし、。

他方，過桑津習の不十分な刺激が奥間判断課題に用いられた時には，判断の摺難さよりも刺激聞

の物理的相違の程度がP300成分の振幅に大きく影響する。知覚的処理容量とP300成分は，関

連性が高い (Pritchard，1981)。

知覚学習の不十分な刺激が呈示されると，原型は安定的iζ形成されない。刺激呈示後，脳内状態

は原裂の強化のために，より大きな変動を必要とする。刺激がくり返し呈示されると，脳内活動は

しだいにその刺激の知覚学曹に適した状態になる。その刺激パタンに対応する原型が安定的に生

ずるようになると，脳内状態は均衡化する。

続いて呈示される弁別料激が，くり返し呈示されていた刺激と問ーの場合には，新たな刺激に

対する燦型形成には前刺激に対する原型を利用し得る。そのため脳内状態の変動は比較的小さい。

他方，弁別刺激がくり返し呈示されていた刺激と異なる場合には，新たな刺激に対する原型を

強化するために，脳内活動が増大する。

刺激処理の初期栢において形成された原型は，刺激後も認知活動を必要とする場合には，より

刺激に忠実にかつ安定的に保持される必要がある。このような場合には，刺激の物理的制約を抽

象化したかたちで形成される視覚性図式に対応するように，原型が修正される。高次系は視覚系

を統制し，刺激に忠実な図式を形成させ，それに基づいて原型を組み薩す。

原型は長期記憶における要素からなる体系であり，要素間の結びつきは構造的でありかっ強固

である。そのため，新たな要素も含めた再体系化には，広範闘で多量の脳内活動を必要とすると

推定される。

P300成分は，そのような原型修正活動のための脳内状態の変動を反映すると推定される。

刺激位置4におけるランダムチェッカーパタン刺激に対しては 第 l刺激列の刺激とは異なる

刺激に対するP300成分振幅値の方が，間一刺激に対するP300成分振幅値よりも約 2倍大きかっ

た。そしてこの振幅値の比は，刺激持続時間を変化させても前頭領導出のP300成分を除いては

一定であった(実験2:刺激持続時間口300msec，巽刺激lζ対する中心領中央導出P300成分振

幅値=13μV，問刺激l乙対する振脂纏口 6μV，異/民=2.2;実験 7 刺激持続待問=マイク

ロ秒オーダー，異刺激iζ対する中心領中央導出のP300成分振幅値=21μV，同刺激l乙対する振

幅値=13μV，異/向=1.6)。

実験?で1まマイクロ秒オーダーで刺激を呈示したため 刺激持続時障を300msecとした実験2

よりも知覚が困難となり，一般的覚醒状態が高まったと推定志れる。したがってP300成分の反

映する原型修正活動のための脳内状態に対応して増幅されるものと推定される。

しかし刺激の異関弁別にかかわる処理に要する変動量の比は，一般的覚醒状態の変動にかか

わらず、ほぼ一定でミあった。もし一世的覚醒状態の変動に対応する脳内状態変動が，原形修正・活動

iζ緩抵限必要な脳内変動量lζ単純1C1J講されるのならば，異問弁別lζ対応する変動量の差が一定と

なるはずで‘ある。したがってP300成分の反映する脳内変動は，一般的覚醒状態を単純なかたちで

反映するものではなL、。 P300成分の反映する脳内状態の変動は，蹴型修正活動と一般的覚醒状態
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-の相乗的作用iζ基くものである。

特に前頭領左僻導出のP300成分では，奥問弁別lζ対応する変動量の比lζ特異性が認められた

(実験 2:異刺激に対する振幅値=9μV，周刺激lζ対する振幅緩口 3μv 実験7:巽刺激に

対する振幅値=19μV，問料激lζ対する振幅値=13μV)。実験 2における異/間=3.0，実験

?における異/開=1.5で，実験2の方が比が大きい。さらに，異来日激lζ対する振幅値の実験問

の比は，実験7/実験2=2.1であるのに対し同刺激lζ対する振幅値の実験龍の比は，実験7

/実験 2=4.3であった。

ζの結果は，前頭領，特にそのtr.側が刺激パタンの弁別に関連の深いことを示している。刺激

持続時需の組縮iζ伴って，刺激の異同弁別，特lζ同定作業l乙関して前頭領左鶴は震要な働きをす

るものと検定される(室橋， 1980)。

ランダムチェッカーパタン系列と数字系弼の組合せた実験2と，数字系兜と拡散光円系列を組

合せた実験4では，刺激位霞 lから 5(あるいは6)までの全ての位置におけるP300成分の振

幅値を合算した場合に，刺激の種頼に対する振幅舗の有意な差が生じた(刺激位置×刺激種類の

分散分析)。

有意差が生じたのは，実験2では前頭・中心鎮導出P300成分であり，実験4では前頭領導出

のP300成分であった。したがってP300成分は課題の性質と刺激の積類に対応した頭皮上分布

を示したといえる。

P300は，港時の奨なる多くの成分群である (Tueting，1978)。乙のうちP3bと呼ばれるよ

り長潜時の成分 (Squiresら， 1975)は，頭頭領導出において最大振幅を有する。他方P3aと

呼ばれるより短潜時の成分は，前頭領導Iちにおいて最大振幅を有する。乙れらの成分間のほ別に

おいては，潜時よりも頭皮分布の方がより重要である。処理活動パタンを反映するからである。

港時は，課題iζ応ずる処理活動の内容によって変動し得る。

主iζ刺激の符号的(サイン)局面について原型修正活動が行なわれる場合には，後頭系(頭頂・

側頭・後頭領)の活動状態が変動すると推定される。他方，主iζ刺激の文脈的(シンボル)局面

について原型修正活動が行なわれる場合には，語頭系(前頭・頭頂・辺縁系)の活動状態が変動

すると推定される (Pribram，1971; Luria， 1973)。

乙のような脳内の賦活・抑制領域の選択は，前頭葉が視床部iζ関与することによって行なわ

れると推定される (Skinnerと Yingling，1977)。

実験?のように刺激持続時間が極度に短い場合の刺激の異同弁別では，前頭系の司るチャンク

化機能 (Pribram，1971)がより強められると推定される。刺激持続時間が短い場合の継時比較

においては，特lζ問刺激と同定する作業の方が困難になるといえる。同刺激に対するP300成分

振幅{践の(実験7/実験2)の鎖が特iζ高かったことは，乙のような事態を反映したと推定され

る。

他方， P300成分と皮質下活動との関係について，動物実験の結果iζ慕き，ある程度の検定

を試みてみよう。

P300成分は，海馬，扇桃核を含む大脳辺縁系lと直接的な発生源をもっ可能性がある (Ha1gren

ら， 1980) 0 Pribramと McGuinness(1975)によれば，海馬は刺激lζ対する tonicな生

理学的準備性である activationと， phasic ，ζ生ずる生理学的反応である arousa1の協tt的活
動 (effort)の中枢部位である。したがって，刺激処理活動と覚醒状態の相互作用に関連の深い

部位が海馬であるといえる。
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海鳥は，強化の伴わない刺激lζ対する反応を誤りとして評価する神経機構を有している

(Pribram， 1971)。課題刺激呈示前に呈示された来日激群がそれまでに生体内に生じさせた結果

と，課題刺激がもたらした結果とを比較して，課題刺激を無視し得る程度を評価する。海潟皮質

の構造は，小脳の構造と額似しており，誤りを起乙す確率を計算する部位として適している

( Pribram， 1971)。

海鳥において当該刺激が無視できないものであると評価された場合には，刺激皇示直前まで維

持されていた脳内活動の恒常性のバイアスが一瞬の間変化する。呈示される刺激lζ対しては，自

弓回帰型の招1制が生じ，信号の減衰が生じる。しかし無視し得ない刺激であると海馬により評価さ

れると，その刺激に対しては，自己回帰型の抑制機構を抑制する機構が海馬の関与のもとに働く。

乙のためパイアス変動が生じ，当該刺激の記銘が強化される。 P300成分は，このような記銘強

化にかかわる成分であると推定し得る。

バイアス調整と密接な関連をもっと推定されるメカニズムが， Oldsと Milner(1954)の

発見した自己刺激系である。 Routenberg(1978)は，前頭葉皮質から脳幹部に至る自己刺激系

系路がある乙とを示し，これを自己報酬系と呼んだ。

乙の経路が刺激されると，カテコールアミン系の伝達が促進されることが報酬となり，自己刺

激行動が持続する。カテコーJレアミン系は，脳幹部から大脳皮質lζ軸索を送っており，特lζ ドパ

ミン系は前頭葉皮質と密な連絡を手ぎしている (Clavierと Routenberg ， 1981)。

これらの自己報酬系を，記櫨過程あるいは学習過程において刺激すると，記憶・学習が阻害あ

るいは促進される。 Routenberg ら(Collierと Routenberg，1978) は，側頭葉の一部

(内寓皮質)に報酬系があり 海馬とも連絡を有していて，記j撞回定l乙関与する乙とを示した。

乙れらのことから Routenberg らは，報酬系が学菅・記穏を促進させる役割を果すと推定し

ている (ClavierとRoutenberg， 1981)0 

Rcmtenberg ら (Kimと Routenberg，1976)は，報酬系の!:TI乙，運動系iζ属する泉質

が含まれている乙とを見い出した。 Pribram(1971)によれば，視覚的パタン知覚に関連の深

い側頭皮質は，機能的には運動系とみられる扇桃核，被殻，基底核，あるいは上丘と繊維連

絡をもっ。知覚系と運動系とのかかわりは，生体が選択的な知覚を行う ζとと密接につながって

いると推定される。

Pribram (1971)は，符号が意味をもつようになるためには，動作を通じた知覚学習が必要でミ

あると推定した。 Luria(1973)も，能動的知覚が可能となるためには，前頭系を中枢とする脳

内過程の総合的な相互作用が必要であると推定している。

既存の情報と合致しない刺激が出現した時には，運動系関与のもとに，長期記横要素と新たな

要素が統合されて原形が修正されると推定される。報酬系は 乙れらの活動が促進され強化され

るように，動機・情動的局面から働き，エネルギーを付与する o P300成分は，そのような原型

修正活動にかかわる神経活動を促進させるための，報酬系の働きを反映すると推定し得る。また

このような報酬系の働きは，記銘強化をもたらし，学習を促進させる。

第6項 後頭領導出の絵性成分(潜持 150~200msec) について

拡散光円系列と数字系列を用いた実験4においてのみ，議時150-200msecの後頭領導出の陰

性成分の振幅値に，刺激の穣類による有意差が認められた。

実験4においては，紹合せた刺激簡の刺激構造の類似度が一連の実験中で=最低だった。したがっ
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て，潜時150-200msecの後頭領導出の陰性成分の振娼値は，刺激構造上の差異を反映したとい

える。しかし，それは単純な反映ではない。

ラシダムチェッカーパタン系列と数字系列を刺激持続時間300msecで=望示した実験2では，後

頭領右側導出のN180成分振幅値が，刺激位置2において刺激の種類による差異を示した。数字

刺激に対するN180成分振幅値は，ランダムチェッカーパタン刺激に対するN180成分振幅値よ

りも大きかった。

だがランダムチェッカーパタン系列と文字系列をマイクロ秒オーダーの刺激持続時間で呈示し

た実験7あるいは実験9では，刺激位慣 2のランダムチェッカーパタン刺激に対する後頭韻導出

N180成分撮幅値の方が，文字刺激に対するN180成分振幅値よりも大きかった。

これらの結果は，後頭領導出の陰性成分の振幅値が，刺激構造の類倒度のみで決まるのではな

い乙とを示している。すなわち，組合せた刺激の種類と，それらに対する諜題と，刺激の持続時

間が，後頭領導出の陰性成分lζ影響を与える。

各実験における刺激位置 1の刺激に対する後頭領導出の陰性成分の振幅値を比絞すると次のよ

うになる:警告刺激に予告機能をもたせた実験5(ランダムチェッカーパタン系列と文字系列の

組合せ，刺激持続時賭300ms配)では 1-2μV，数字系列と文字系弼を組合せた実験3 (料激

持続時間300msec)では 2-4μV，拡散光円系タ!と数字系列を用いた実験 4 (刺激持続時間

300msec)では 1-6μV，ランダムチェッカーパタン系列と 文字あるいは数字系列を組合せ

た実験 1及び2(刺激持続時間300msec)では 3-6μVだった。またランダムチェッカーパタ

ン系列と，文字あるいは数字系列を組合せ，刺激持続時間を25msec以下とした実験7-9では+

1-2μVだった。すなわち，刺激持続時間が25msec以下の場合には，刺激位置 1の刺激に対す

る後頭領導出の捨性成分のピークは，ベースラインよりも上側に位農する傾向があった。

警告刺激に予告機能をもたせた実験5では，刺激位置 1の刺激に対する後頭領導出の陰性成分

の振幅値が，一連の実験中，最小だった。この実験における警告刺激は，ランダムチェッカーパ

タンあるいは文字刺激だった。乙の警告刺激lζ対する開成分の振幅鐙は 2-3μVと，やはり小

さかった。乙れらの結果は，出現する刺激の種類が十分に予想される場合には，後頭領導出の陰

性成分の反映する神経活動の水準は低くなることを示唆する。

また数字系列と文字系列の間では，刺激構造の類似度は，一連の実験の中では相対的に高かっ

た。乙れらの系列を組合せ，課題をそれらの読み取りとした実験3では，刺激位置 lの刺激lζ対

する後頭領導出の陰性成分の振幅値は，一連の実験中ではかなり小さかった。乙のζとは，出現

の予想される刺激問の構造類似度が高くても課題が容易な場合には，後頭領導出の陰性成分の反

映する神経活動の水準は低いことを示唆する。

拡散光丹系列と数字系列の間では，刺激構造の類似度は ー速の実験中では最も低かった。こ

れらの系列を組合せた実験4では，刺激位罷 lの拡散光丹刺激に対する後頭領導出の陰性成分の

振幅値は約 1μV，他方数字刺激lζ対しては4-6μVだった。

もし刺激位置 1の刺激に対する後頭領導出の陰性成分の振幅値が 知覚成立過程l乙最低限必要

な神経活動のみを皮映するのならば，実験3と実験4の数字刺激に対する陰性成分振幅値の結果

は矛盾することになる。したがって，実験4の結果は，出現の予題される刺激の構造の類似度が

低い場合に，中枢性促通活動が必要になる ζとを示唆する。

実験 l及び2では，ランダムチェッカーパタン系列と，文字あるいは数字系列を組合せ，パタ

ン弁別及[j>、読み取りを課題として，刺激持続時間300msecで、呈示した。そしてζの場合の刺激位
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霞 Iの刺激l乙対する後頭領導出の陰性成分の振幅値が，他の実験の位置刺激 1の刺激に対する振

幅績に比べて最も大きかった。

したがって刺激構造の鎖似度が低く，課題がより関難で，かっ刺激の種類を予想しにくい場

合に，後頭領導出陰性成分の振幅値は増大しやすいといえる。そして乙の増大は，そのような条

件下で，知覚成立過程を中枢性iζ促通するために必要な神経活動を反映したといえる。

他方，刺激持続時閣を25msec以下にした実験7-9では，後頭領導的絵性成分の振幅{樹立，刺

激くり返し呈示lζ対して増加傾向を示した。実験7-9では，刺激位置 1の刺激に対する同成分

のピークは，ベースラインよりも上方に位置していた。乙のζ とは，刺激持続持聞が極度に短い

場合には，後頭領導出の陰性成分の反映する神経活動が，十分に生じなくなる ζとを示している。

他方，刺激位置 Iから 2にかけて，振幅{穫の増加傾向が感覚・知覚活動を中枢から促進させる

鋭敏-fti舌動を反映したものと推定し得る。振輯値の増加傾向は，数字あるいは文字系列よりもラン

ダムチェッカーパタン系列に対してより大きかった。したがって鋭敏化傾向は，過剰学習の不十

分な耕激に対しては，学習の十分な刺激に対するよりも強く生ずると推定される。

刺激持続時間がマイクロ秒オーダーであると，舗内活動は刺激消失後iζ始まる乙とになる。こ

のような状況では，刺激の物理的制約の取り入れは，より困難になる。特に知覚学習の不十分な

ランダムチェッカーパタン刺激に対しては，視覚性図式形成の際iζ忠実度が高く要求されるため

に，料激の物理的制約の絞り入れにかかわる中枢性促通が生ずると推定される。

Harterと Guido(1980)は水平及び垂直の gratingと diffuse flashを刺激として

(持続時間10μsec).720-1180msec!ζl国の割合で呈示した。各刺激が関連刺激であった時のV

EPから関連刺激でなかった持のVEPを悲し引き，そこに生じた差波形を示標として視覚的注

意をlll.IJ定した。その結果，後頭領導出の潜時150-250msecの陰性成分は輪郭線にかかわる選択

的処理を，また潜時180-300msecの捨性成分は方向性にかかわる選択性処理を反映することが

された(第3章第2節)。

HarterとGuido(1980)の実験では 刺激の持続時聞が媛度に短く(lOmsec).刺激間間隔

も狭い (720-1180msec )。さらに反応基準が厳しく設定され，結果は feed七ack されて

いる。このような条件は 被験者を刺激に集中させ，選択的注意を生じさせるために十分な条件

であるといえる。

しかし選択的法窓は，より緩やかな条件，例えば刺激間間隔が長くても(1 -4 sec)生じ得

る (N詰込t忌nen，1982b)。

選択的也意を生じさせる必要条件は，刺激機造の類似度が高い乙とである (N泌tanen . 1982b)。

Harterと Previc(1978)は. 7種類の大きさのチェッカーをランダムに呈示した(持続時

間10μsec.刺激間間隔555-930msec)。各刺激が関連刺激であった時のVEPから，関連刺激で

なかった時のVEPを差し引き，そζlζ生じた差波形の陰性成分振輯{績を測定した。その結果，

刺激後約260msec付近で，チェッカーサイズに対する関調度が最大となった。また皮応時鴎から

求めた向調度のピークも，刺激後約260msedζあった(第3章第2節)。

N込.atanen ( 1982b)は HarterとGuido(1980)， Harterと Previc(1978)の差波

形(陰性成分)を，内因性成分であると乙ろの処理 negatlvItyであるとした。そして，乙の処

理 negativityは，刺激に誘発されて生ずる外国性成分l乙震畳すると推定した。

本論における一連の実験の，後頭領導出陰性成分の振幅値変動は，処理 negativityのような

j成分の存在を仮定することによって説明できる可能性がある。特iζ実験7-9のような刺激持続
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時間の姫い場合には，そのような中枢性の強い成分の関与する可能性が強い。

N崩tanen(1982b)は，処理 negativityの刺激後約260msecまでの増大が，刺激弁別性の培

大と対応している ζとを指擁した。弁別されるべき刺激鴎の構造の類似度が低い場合には，処理

negativityの開始潜時ははやいが類似度が高い場合には遅れる。また反応速度を犠牲にしても，

反応の正確度が要求される場合には，刺激弁別処理の終了は遣れる。乙のような場合には，処理

negativityのピーク潜時が遅くなる。

本論の一連の実験において，刺激関の構造類似度が最も低かった実験4(拡散光同系列と数字

系列の組合せ)では，後頭領導出陰性成分の潜時(約180msec)は，刺激系列の組合せの異なる

他の実験における問成分の港時とほぼ等しかった。乙れは N泌tanenのいう処理 negativity

が，刺激閣の構造類似度の低さのためによりはやく生じ終わり，後頭領導出の外IZSI性陰性成分

(N180) Iζ重畳しなかったことを示す可能性がある。また処痩 negativityが後頭領導出の外

国性器性成分 (N180)Iζ重畳していたとしても，刺激くり返し呈示も寄与して刺激位置 1での

弁別の正確さが要求されず，処理 negativityの開始潜特にずれが生じなかった可能性もある。

それにもかかわらず，実験4における後頭領導出の陰性成分振幅値には，刺激の種類による明

瞭な差異が認められた。すなわち，数字刺激に対する後頭領導出の捨↑生成分振幅値は，拡散光円

刺激に対する同成分振幅鍍よりも有意に大きかった。

実験4は，一連の実験中で，刺激間の構造類似度が最小であり，また課題も容易であった。そ

れにもかかわらず，実験4における後頭領導出の陰性成分は， -;1患の実験中で唯一，刺激の穣類

iζ対する振幅値の明瞭な差異を示した。

このことからみて，後頭餓導出の陰性成分の振幅値の変動は，処理 negativityの変動のみで

生ずるものではないといえる。

本論における一連の実験で生じた後頭領導出の陰性成分についての結果は，処理 negativity

のみでは説明できない。

実験4では，構造類似度の低い料激の組合せによって明瞭な振幅値差を示した。前述の如く実

験4における後頭領導出陰性成分は，出現の予想される刺激関の構造類似度が低く，かつ刺激の

物理的制約が明確に存在する場合に生ずる神経活動を反映したといえる。

乙のような神経活動は，刺激の構造類似度が低い場合に明瞭に生ずるのであるから，刺激の構

造類似度が高い場合に生ずる処理 negativityの反映する神経活動とは性質を異にする。類似度

の高い場合の弁別には，高次系の関与する度合が高い。

本論の実験4における陰性成分の反映した神経活動は，来日激構造の懇似度が抵し、場合に強く生

ずることからみて，刺激呈示前には完全な状態では準備する乙との思難な，刺激構造に特有の処

理をすることに関連した神経活動であると推定される。

さらに，上述の神経活動は，明確な課題が設定されており，出現予想が容易でない場合iζ生じ

やすいことからみて，刺激構造により忠実な表象物を形成することを要求される事態で生ずると

推定される。

したがって，本論における実験のうち，刺激構造の類似度の低い組合せの実験における後頭領

導出の陰性成分は，刺激の物理的制約に忠実に視覚性図式を形成するために必要な神経活動を反

映したと推定される。

このような成分は，明確な物理的制約によらねば活性化されないという点で外E現役成分である

が，刺激条件によって活性化の程度が異なるという点では内密性成分である。
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実験2における後頭領導出の陰性成分の，刺激位置2の数字刺激lζ対する振幅値は，ランダム

チェッカーパタン刺激に対する振幅鐙よりも大きかった。乙の結果も処理 negativityによって

は説明しがたい。

知覚学習の不十分なランダムチェッカーパタン刺激i乙対しては，くり返し呈示においても，数

字刺激よりも多くの処理 negativityが生ずると想定される。しかるに実諜には，数字刺激に対

する振幅値の方が大きかったのである。

乙の結果は，パタン弁J.lIJを課題とするランダムチェッカーパタン刺激が，数字刺激と等確率で

ランダムi乙呈示されたζとから生じたと推定される。 ζのような状況では，順応、水準論 CHelson.

1964)によれば，両刺激iζ対する知覚神経活動の中期的水準が，準備水準として生ずるように

なると推定される。すなわち，数字刺激に対しては，過剰な活動水準が準備されることになる。

課題解決事態では，解決に玉三るまでは比較的高レベルで覚鰹水準が保持される傾向がある。数

字刺激に対して準備された過剰な知覚水準は，刺激くり返し呈示に対しでも維持されやすい三推

定されるO

乙の過剰な知覚活動水準のもとで，明確な物理的制約をもち，かつ過剰学習されている数字刺

激が処理される。その結巣，数字刺激は，ランダムチェッカ…パタン刺激よりも相対的に忠実度

の高い視覚性図式の形成を受けることになる。

N込at沿lenのいう処理 negativityは，刺激の構造類似度が高い場合iζ生ずることからみて，

中枢性促通により生ずる，対比増強による忠実度向上機能を反映すると推定される。

他方，本論における陰性成分は，明確な物理的制約の取り入れに伴って生ずる組織化を，中

枢性促i援により補強する乙とによる忠実度向上化を反映するのである O

刺激入力は，大脳皮質・説覚舘i乙到着後(刺激後40-60msec).約100msecの期，原型を構成す

る長期記惜群を基準として，乙の基準lζ達するまでくり返し群化作業を受ける。そのようにして

群化した物理的要素は，さらにひとつの視覚性図式に組織化される。

後頭領導出の陰性成分(潜時150-200msec)のうち，刺激依存性の強い成分は，視覚性図式

の組織化の際に，刺激条件に応じて生ずる中枢性促通を反映すると推定される。

他方，後頭領導出の陰性成分(潜時150-200msec)のうち中枢依存性の強い成分は，視覚

性菌式が組織化される場合に，課題に特定的な物理的制約を図式中に取り入れることが必要であ

るにもかかわらず，構造類似度の高さのために有効に取り入れられない場合K.対比増強を行う

ための中枢性促i還を反映すると推定される。

椀覚性図式の組織化にかかわる活動は，最初の刺激iζ対して高く，くり返し呈示l乙伴って低下

すると推定されるo刺激持続時間が十分に長い場合 (300msec)の，後頭領導出陰性成分の振幅

値の刺激くり返し呈示iζ伴う減少傾向は，そのような紹織化活動の低下を反映したとみる乙と

ができる。

他方，前頭系導出の陰性成分群には，明擦なA境れは生じなかった。。 ζの結果は，課題遂行の

持続している場合に必要な神経活動を反映したものと推定される。それにもかかわらず，後頭領

導出の陰性成分は'壊れを生ずるのである。

乙の噴れの;意味する乙とのひとつは.Freud (1940)のいう，生体の保護機能であろう。課題

遂行のために必要な物理的制約を取り入れた後は，生体内部が外部によって乱されないように，

入カを制限するのである。課題解決に宝るまでは，高次系が、認知的鋳型、を保持して，課題遂

行を可能にする。



適応機能としてみた視知覚活動の特性について 247 

それでは，後頭領においては，陰性成分の反映する神経活動に続いてどのような活動が生じ，

課題遂行にかかわっているのであろうか。次項では，捨性成分iζ続いて生ずる陽性成分の反映する

神経活動について検討し，視覚系の課題解決過程を推定する。

第7項 後頭領より導出した陽性成分(潜時250-300 msec)について

後頭領導出鴎性成分 (P260・P270)の反映する心理的機能は，どのようなものであり得るの

か。本論の実験当初に仮定した機能は，ひとつは言語的概念活動であり，ひとつはP300成分に

反映されるような刺激処理に伴う脳内過程の再調整活動であり，また Chapmanら(1967，

1973， 1978， 1979)の主張する記憶化活動であった。

Chapmanらの記銘活動説についてみると，本論の実験では，刺激位置 lの刺激において最も

記銘震が多いと推定される。したがってP270成分が記銘活動を反映するならば，その振幅値は，

刺激位置 1で最大となるであろう。しかるに本論の一連の実験では， P270成分は刺激くり返し

呈示lζ伴って振幅植を増大させた。したがってP270成分は，記銘lζ瞳接かかわる成分ではない

といえる。

言語的な概念活動については，①実験3において文字系列と数字系列を組合せて呈示した時に，

P270成分振幅値が刺激位罷2におけるいずれの刺激に対しても増加しなかったこと，@実験 7

-9において刺激持続時間が25msec以下であった時に，文字あるいは数字刺激に対してP270成

分振幅値が刺激位霞 1において大きく，刺激くり返し呈示に対して減少したこと，③また実験5

において警告刺激が予告機能を有した時に，ランダムチェッカーパタン刺激に対するP270成分

振幅績が，文字刺激に対する向成分振幅値と同様に，刺激のくり返し望示lζ対して増加傾向を示

したこと，などからみてP270成分が言語的な概念活動を誼接的に反映した可能性は低い。

刺激くり返しに伴って増大する心理的変教のひとつは 学習効果である。 P270成分の刺激く

り返し景示に伴う増大は，学習，特lζ知覚学習の効果の増大を皮映したといえる。

この知覚学習の進行に伴って増大する情報理論的変数として，冗長性がある。 P270成分振幅

値の増大は，冗長性の増加を反映したということもできる。

刺激の物理的制約をより多く取り入れる必要のある刺激ほど，冗長伎が低い。逆iζ，生体制i乙

貯えられている文脈に合致する刺激構造をもっ刺激ほど，冗長性は高い。

適応過程からみると，生体の学習によって刺激の冗長牲が高まる過瀧を解明することが重要で:

ある。知覚過程からみれば，これは刺激構造が生体の内部表象により再構成されるようになる過

程である。

Evans (1967)によれば，冗長度には2種類ある。ひとつは制限性冗長度で，刺激の形態にか

かわる情報の関数である。もうひとつは弁別性冗長度で，パタン内の部分集合にかかわる晴報の

関数である。両者は別種の情報を担っており，一方から他方を導き出すことはできない。

知覚学習の不十分な刺激が出現すると，生体は最初に 刺激の形態にかかわる情報を取り入れ

る。この制限性情報は，刺激のもつ意味にかかわる情報である。生体においては，制限性情報処

理は並列的に行なわれ，処理速度は大きい。

制限性冗長度が高まると，相補的に弁別姓情報の取り入れ量が増加するO 弁昨性情報は，課題解

決のために選択的に取り入れられる情報である。その処理は継時的に行なわれるため，処理時間

が長びく。

刺激の抽象性は，弁矧j学習の結果，獲得される。制限性刺激特性は汎化性が高く，弁別性刺激
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特性からみると冗長性のレベルが高い。すなわち制線性艇激特性は，本来，抽象的・概念的であ

る。したがって刺激のくり返し呈示によって抽象性が撞得されるようになるのは，耕激の弁別的

特性についてである。

弁別的特性が抽象的なかたちで獲得された時，刺激のサイン性が護得される。

刺激の弁別的特性は，穣々の次元に存在する。どのような特性が弁別の対象になるかは，課題

により決まる。

刺激の制掘性情報を十分に取り入れ，刺激のシンボル性を獲得しでもなお，弁別性情報を取り

入れる必要のある時，生体は刺激の物理的制約との接触を続ける。微細な物理的制約の結合のしか

たは変動し続けるが (Brunswik.1969).次第に共通の不変的要素のみが残るようになる CHebb.

1949 ;北島. 1969)。課題の要求する水準で不変的要素が安定的に組織化された時.注意

のひとつの樹顕が終了する。刺激の抽象性を護得するという ζとは，課題の要求する最低限の忠

実度水準で弁別的特性安取り入れるという乙とである。

実験 1. 2. 4. 6では，刺激の種類を弁別した刺激位霞 1!ζおいて，後頭領導出向70成分

援申副産が響告刺激位置からみて減少した。しかし，刺激の持続時聞を25msec以下にした実験7-

9においては，後頭領導出向70成分振幅値は，刺激位置 Iで減少しなかった。

実験7-9では，被験者は，東日激位罷lにおいて刺激の種類安十分に弁別できた。したがって，

刺激の制限的特性は，刺激位置1の刺激において，十分なかたちで取り入れられたと推定される。

また，警告刺激から刺激位農 lの刺激までは.1500msec離れていた。したがって刺激の持続時

間が300msecだった他の実験(実験上 2. 4. 6)と同様の準備態勢を，刺激位置 lでとるこ

とが可能であった。しかるに刺激持続時間が25msec以下だった実験7-9では，刺激位置 1にお

けるP270成分振幅値の減少は生じなかった。

刺激持続時間が短い (25msec以下)条件においては，刺激位置 1における料激処理のありかた

は，刺激持続時間の十分に長い (300msec)条件での処理のありかたとは異なる。

刺激持続時間の競い場合には，刺激のくり返し呈示がなされると，最初の料激に対しては制限

的特性の強い表象化を行ない，くり返し畏示される刺激に対して弁倒的特性の強い表象化を行な

つ。

このようにみると，後頭領導出の鵠f生成分P270は，刺激のシンボJレ性にかかわる，制限的特

性の強い表象化と関連するといえる。

ここでP270(P260)成分のふるまいについて，本論における一連の実験の結果を群しく検

討しなおすことにより.P270 (P260)成分の反映する心理一生理的機能の推定を試みること

にする。

後頭領導出の潜持250-300msecの陽性成分は，本論の一連の実験の第 l刺激列，すなわち課

題解決の過程において，刺激の種類l乙対応した明瞭な差異を数多く示した。後頭領導出の鑓性成

分の，各実験におけるふるまいは次のようである。

ランダムチェッカーパタン系列と文字系列を25msec以下の刺激持続時間で、景示した実験7-9

では，後頭領導出の陽性成分P260は，刺激の種類にかかわらず，刺激のくり返し畏示に伴う振

幅値の減少傾向を示した。

ランダムチェッカーパタン系列と数字系列が刺激持続時間300msecで、呈示した実験2の第 1刺激

列では，数字系列に対する後頭領導出P270成分の振幅値は増加傾向を示し，ラン夕、‘ムチェッカー

パタン系列に対するp270成分振幅値は減少傾向を示した。
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文字系列と数字系列を刺激持続時摺300msecで=呈示した実験3では，いずれの刺激に対する

P260成分振幅値も，刺激くり返し呈示に伴う明瞭な変動を示さなかった。

ランダムチェッカーパタン系列と文字系列を刺激持続時間300msecで呈示した実験 lでは，い

ずれの刺激に対するP270成分振幅値も，刺激くり返し呈示に伴う増加傾向を示した。文字系列

の第 l刺激列に対する後頭領右側導出P270成分の振幅値は，ランダムチェッカーパタン系列に

対するp270成分振幅値よりも明瞭な増加傾向を示した。

拡散光丹系列と数字系列を刺激持続時罰300msecで呈示した実験4では，いずれの系列に対す

る後頭領導出P270成分振幅値も，刺激くり返し呈示iζ伴う増加傾向を示した。数茅系列lζ対す

る後頭領導出P270成分振幅績は，拡散光円系列よりも明瞭な増加傾向を示した。

ランダムチェッカーパタン系列と文字系列を 警告刺激に予告機能をもたせて呈示した実験5

では，いずれの刺激に対する後頭領導出P270成分振幅値も，刺激くり返し呈示に伴う明擦な増

加傾向を示した。

一方，各実験における警告刺激に対する後頭領導自の陽性成分P260(P270)成分振幅値は，

次のようである:実験7-9では8-10μV，実験3では8-10μV，実験4では 7-8μV，

実験5では7-8μVだった(実験l及び2では，警告刺激に対する視覚誘発電位を算出しなかっ

た)。

警告刺激に対する後頭領導出の陽性成分P270(P260)振幅値は，刺激系列の組合せや，そ

れらの呈示方法に対する変動が小さい。しかし刺激位置 1の刺激に対する後頭領導出の揚姓成分

P270 (P260)振幅値は，刺激系列の組合せや，それらの呈示方法に対する変動が大きかった。

各実験における刺激位寵 lの刺激に対する後頭領導出の陽性成分P260(P270)の振幅値は，

次のようである:実験7-9では9-11μV，実験2では7-8μV，実験5では6-7μV，実

験3では6-7μV，実験 lでは4-5μV，実験4では4-5μVだった。

すなわち，警告刺激が予告機能をもたず，刺激持続時間が300msecのとき，ランダムチェッカー

パタン系列と文字系列の組合せ(実験1)と，拡散光円系列と数字系列の組合せ(実験4)が，

刺激位置 1の刺激lζ対する後頭領導出の陽性成分P260(P270)振指値を最も低下させた。

また，警告刺激が予告機能をもたず，刺激持続時間が25msec以下のとき，ランダムチェッカー

パタン系列と文字系列の組合せ(実験7-9)が，刺激位農 1の刺激に対する後頭領導出鶴

性成分P260(P270)の振幅値を最大にした。このときの接幅値は，警告刺激に対する振幅纏

に，ほぽ等しかった。

刺激位置 lの刺激に対する後頭領導出P260(P270)成分振幅値を最も低下させた条件は，

十分な刺激持続時間のもとで，刺激構造の類似度の低い刺激を等援率でランダムに呈示すること

である，といえる。また刺激位誼 1の刺激に対する後頭領導出P260(P270)成分振幅値を最大

にする条件，すなわち響告刺激に対する同成分振幅値とほぼ同一で変化しない条件は，刺激持続

時間が25msec以下であることであると推定される。

刺激持続時間が極度に短い場合には，脳内で生ずる知覚過程の大部分が，刺激消失後に開始さ

れる。 ζのような場合でも，興奮特性が時期的に緩やかな感覚神経活動により，知覚過程は成立

し得る o しかしこの神経活動は，刺激エネルギーが小さいために滅衰しやすい。そのため，刺激

の物理的制約の取り入れに必要な時揺が不足する乙とになる。

また，刺激持続時間が十分に長い (300msec)時に，刺激構造の類似度の低い刺激が等確率

でランダムiζ呈示されると，刺激の物理的鰯約の取り入れが，十分に学習された刺激に対して
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過剰に行なわれやすくなる。

後頭領導出の陽性成分は，そのような物壊的制約と中叡過程の接触時開を反映するようにみえ

る。

刺激の物理的制約と中枢過程の接触を反映するのは，前項でみたように，後頭領導出の陰性成

分である。ちなみに実験?における，刺激位霞 1の刺激に対する後頭領導出の陰性成分振幅値は

+1-2μV，他方実験1では3-6μVだった。

このように，後頭領導出の陽性成分(潜時250-300msec)の振幅値の大小は，後頭領導出の

陰性成分(潜時150-200msec)のふるまいと平行的であるという点、で，密接に対応しているよ

うにみえる。

Harterと Previc(1978)， Harterと Guido(1980)は，ひとつの刺激が関運刺激となっ

た時のVEPから，関連刺激とならなかった時のVEPを差し引き，差波形を生ぜしめた。この

後頭領主導出VEPの差波形は陰性のふれであり， N泌t泳lenC1982a， b)はζれを視覚性の処理

negativityであるとした。この処理 negatlvltyは，刺激後約260msec付近において最も発達

していた。

ヱド論における一連の実験では，後頭領導出の陽性成分の潜時は平均260-270msecであり，処

理 negativityのピークと一致し得る時間帯にある。すなわち，後頭領導出の陽性成分lζ処理

negativityが重畳した結果，後頭領導出の陰性成分と陽性成分めふるまいに，密接な対応、が生じ

た可能性がある。

ランダムチェッカーパタン系列と数字系列を組合せた実験2では，後頭領導出陰性成分は，い

ずれの刺激に対しても刺激くり返しに伴う振幅値の減少を示した。しかし後頭領導出の鶴性成分

は，数字系71]1乙対しては振幅値の増加顕向を示したが，ランダムチェッカーパタン系列に対して

は増加傾向を示さなかった O

ランダムチェッカーパタン系列も数字系列も，ともに課題関連刺激であった。したがって処理

negativityが詞系列に等しく生ずるとするならば，実験2の結果は，処理 negativityによっ

て生じたのでえはないことになる。

N益at込nen(1982b)は，処理 negativityの後期の成分ほど，より微細な料激特徴の弁別lζ関

与すると推定する O 本論の実験におけるランダムチェッカーパタン刺激に対しでは，より微細な

処理がより長時間行なわれた乙とと推定される。{査方，数字刺激に対しては，よりおおまかな，

類似度の低い刺激要素による弁別が可能である。そのためランダムチェッカ…パタン刺激に対す

るような微細な処理は行なわれなかったと推定し得る。すなわち，数字刺激に対する後頭領導出

の観性成分P260(P270)振幅値が，刺激位置 2において増大したのは，数字刺激に対して処

理 negativityがよりはやく泊滅した乙とによる可能性がある。

刺激位寵2におけるランダムチェッカ…パタン刺激に対する後頭領導出の臨性成分P270振幅

値が，刺激位置 iの刺激lζ対する振絹値からみて増加傾向を示したのは，ランダムチェッカーパ

タン系列と文字系列を組合せた実験I及び5であった。

処理 negativityは，出現の予想される刺激聞に，構造類似皮が高い場合に生ずる (Nぬtan巴n，

1982b)。本論で用いた刺激のうち，ランダムチェッカーパタン刺激についで構造の複雑な刺激

は，文字刺激であった。

したがって，刺激持続時間300msecでミランダムチェッカーパタン系列と文字系列を組合せた

験 l及び5では，刺激位置 Iにおける処理 negativityはより強く生じたと推定される。
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刺激位霞 lにおいて，より強く生じた処理 negativityによって，微細な処理が十分に進行す

るならば，刺激位罷2では微細な処理は軽減されるであろう。実験1及び5における，刺激位置

2のランダムチェッカーパタン刺激に対する後頭領主導出の陽性成分P270の増大も，より微細な

処理にかかわる negativityの減衰を反映したとみる乙とができる。

しかし前項において検討した如く，後頭領導出の陰性成分(潜時150-200msec)は，処理

negativityを反映したとはし、えない。したがって，同一条件下で記録された後頭領導出の陽性

成分(潜時250-300msec)のみが，処理 negativityの減衰を反映する可能性は{晶、であろう。

後頭領導出の陽性成分lζ処理 negativityが重畳する時lζは，より微細な処理が要求されてい

るはずである。そのような場合には，後期処理 negativityが生ずる前にも，初期処理 negati…

vityが生ずると想定される。

もし，後頭領導出の陽性成分に処理 negativityが重量畳していなかったとすれば，その振幅値

変動は，鶴↑生成分l乙題手ぎの神経活動を反映したζとになる。また 後頭領導出の陽性成分lζ処理

negativityが重畳していたとしても，磁性成分は，処理 negativityのふるまいのみを，単純

lζ反映したので之はない。

Simsonら (1976)は，一定問踊で呈示される刺激を時折損失させて，その消失時iζ生ずる

位 (MSP)を記録した(第3章第2節)0Simsonらは乙のMSPの陰性成分の頭皮上分布が，

刺激出現時の視覚誘発電位のP2成分(平均潜時235msec)の分布と類似している乙とを見い出

した。乙の乙とから Simsonらは， ζれらの頭蓋内発生源は近接すると推定した。この発生源

の位置は， Brodmannの18-19野で， P 2成分の発生源は中央寄りであると推定した。

また， Simsonら (1977)は，信号検出課題において，ひとつの刺激が信号になった時の視覚

誘発露位 (VE P)から信号でなかった特のVEPを差しヲIt、て生じた差波形について検討した

(第3章第2節)。その結果， P 2成分(平均潜時230-245msec)は， Simsonら(1976)の

VEPのP2成分よりも，頭蓋のより後方i乙分布していた。また差波形の陰性成分とP2成分は

悶様の領域lζ生じたことから，いずれの成分も感覚入力処理に直接的にかかわる独立の神経メカ

ニズムを反映すると推定した。

Simsonら (1976，1977)の実験は 中枢性促通により生ずる後頭領域のP2成分(潜時230

-250msec)が，独立だが協応的lζ働くふたつの過程をそれぞれ反映する乙とを示唆している。

本項では，本論における後頭領導出の臨性成分P270(P260) f乙， N泌tanenのいう処理

negativityが重畳して，後頭領主事出の陰性成分と平行的なP270成分のふるまいが生ずる可能

性を検討してきた o P270成分に処理 negativityが重畳する ζとにより P270成分振幅値が増

大すると仮定する時には，本来の陽性成分P270は常に一定億をとり読ける，と仮定する ζ と

になる。すなわち，視覚誘発電位として記録される成分は，本来一定値をとり続けるP270成分

振幅値と，刺激条件に対応して変動する処理 negativity振幅値との差ということになる O

ここで疑問が生ずる。それは，何故にP270成分は一定値をとり続けるのか，という乙とであ

る。第3章第2節に示した如く， Megela (1976， 1979)は，くり返し呈示される刺激そ見続け

るという課題下では，後頭領導出の陽性成分(滋時100-200msec)の振幅値は，しだいに減少

してゆく ζとを明らかにした。したがって，後頭領導出の陽性成分は，し、かなる場合にも一定値

をとり読けるのではない。

後頭領導出の鴎性成分は，単純な課題下では，慣れ現象を示すのである。したがって， P270 

成分が刺激のくり返し呈示に対して潜在的に一定値をとり続ける乙とは，慣れに逆った職内活動
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を反映していることになる。乙れは， p270成分が，本識の実験課題を遂行・維持するために生

じた踏内過程を反映したことを示すといえる。

しかし本論における，課題刺激のくり返し呈示条件下κおいては，し、かなる刺激に対しでも
P270 (P260)成分が一定債をとり続ける乙とは示されていない。

本論における実験4C拡散光円系列と数字系列の組合せ)では，後頭領導出の鵠性成分 CP270)

は，弁別の容易な拡散光円刺激iζ対して，刺激位農2における振幅値をわずかしか増大さ

せなかった。他方数字刺激lζ対しては，刺激位置2におけるP270成分振幅僚は増大した。

拡散光円刺激に対しては 数字刺激との構造類似度の抵さと，単純な課題のために，処理

negativityは，よりはやく消滅するはずである o それに伴ってP270成分振幅修は，明瞭な増

加傾向を示すであろう o しかるに，拡散光内刺激に対するP270成分振幅値の場加傾向は，鴫瞭

ではなかった O

実験4では後頭領導出の陰性成分N180において，軒激の種類による振幅値差が，就に， 刺激

位龍1で生じた。拡散光円刺激に対するN180成分振幅値は，数字刺激に対する同成分振幅値よ

りも大きかった。すなわち，拡散光円刺激に対する処理 negativityはもし存在したとしても，

かなりはやく減衰したといえる。しかし刺激位置 lにおける後頭領導出の陽性成分は，拡散光円

刺激と数字刺激に対して同じ振幅値を示した。もし陽性成分P2701ζ処理 negativityが重畳し

なければ，拡散光丹刺激に対するP270成分振踊値は，数字刺激に対する同成分振幅値よりも大

きくなるはずである。

したがって， P270成分振幅備がし、かなる刺激に対しでも，常iζ機械的lζ一定値をとり続ける

という仮定は否定される。

実験4の拡散光円系列に対するP270成分振幅値が明瞭な増加傾向を示さなかったことは，拡

散光円系列が明瞭な刺激構造をもたないことと関連していると推定される。後頭領導出P270成

分は，刺激構造にかかわる処理を反映するのである。

それでは，刺激が明確な構造をもっ場合に，後頭領導出の陰性成分の反映する神経活動と協応

的lζ働き得る，陽性成分の反映する神経活動とはどのようなものであろうか。

刺激のくり返しを5自にした実験6や，警告刺激iζ予告機能をもたせた実験5においては，ラ

ンダムチェッカーパタン刺激に対するP270成分振幅値が増大したo

ランダムチェッカーパタンのように 過剰学習の不十分な刺激であっても，刺激のくり返し主

に伴って学習が進行し，しだいに概念的な把握のしかたが可能になるであろう。

実験5や実験6におけるランダムチェッカーパタン系列に対するP270成分振幅値の増大は，

そのような視覚的な概念的把握が可能になった乙とを反映したといえる。

また，視覚的な概念的把握が可能になるに伴って，視覚系における刺激処理のありかたにも変

動が生じ，概念的把握に適した脳内状態へ移行するための再調繋が行なわれるであろう。

P300成分は，本節第4項で検討したように，刺激出現前の脳内状態では刺激を処理できない

特に，脳内状態を変動させて処理を進行させる再調整メカニズムを反映すると推定される。

刺激出現前の脳内状態では刺激を処理できない状態とは，刺激出現前に用いられていた組織化原

則による刺激要素の統合処理では，文脈に合致しなくなった状態である。すなわち，刺激の意味が

作り産される時lζ，P300成分が生ずるのである。

したがってP300成分が発生する部までに，刺激要素の最初の統合処理はおおむね終了してい

なくてはならなし、。 P300成分潜時が刺激評価時間，すなわち，刺激の主主議を評価し得る程度
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にまで知覚処理が進行した乙とを示す時間を反映するのである (Tueting，1978; Duncan 

Johnsonと Donchin，1982)。

本論におけるP300成分潜時は，おおむね370msec(平均値)であった。一方，後頭領導出の

鶴↑生成分の潜時は約260-270msec(平均値)であった。したがって，後頭領導出P270

印260)成分は，刺激評価に基く脳内状態の改変機能の開始前に生ずる知覚過樫を反映する ζ

とになる。

刺激の意義が評価されるためには，その意義を生み出すに足るだけの情報が刺激から引き出さ

れている必要がある。そのような情報は，弁別性情報では不十分で、あり，刺激形態にかかわる

情報を必要とする。刺激形態の情報処理がおおむね終了してはじめて，刺激の意義が明らかにな

るO

刺激持続時間が十分に長い (300msec)場合には(実験1-6)，刺激位置 1の刺激に対する

P300成分の振幅値が大きいほど，後頭領導出P270(P260)成分振幅値の，刺激位霞 2ある

いは3における増大が生じやすかった。乙の乙とは，刺激位置 1における刺激の高次処理のため

に，より大きな脳内状態の改変を要した来日激条件ほど，その後の刺激位置での知覚処理のしかた

に差異を生じた乙とを示している。

刺激の意味的処理の変更によって影響を受ける知覚処理は，刺激要素の統合にかかわる処理で

あろう。刺激持続時開が十分に長い (300msec)場合には，後頭領導出N180成分の振幅{直は，

刺激のくり返し望示iζ対して刺激の穏類による差異を示さず，一様に減少傾向を示した。したがっ

て，刺激要素の選択的な処理に関しては，改変されていないといえる。知覚成立の最終的過程が，

意味改定の影響を強く受けるのである。

刺激持続時間が極度lζ緩い場合(マイクロ秒のオーダー)でも 視知覚は約230-250msecの

間持続することが知られている(Efron，1970; Haberと Standing，1969， 1970)。

日fron(1970)は，暗)1関応下で樫色 (2.6ft-L)と緑色(1.2ftも)の光刺激(し、ずれも視角

度1.38')を，視野中心からず8'ずつ主右iζ離して呈示し，ふたつの色光の点灯一消滅の時題関

係を判断させる実験を行なった。

樺色光刺激の呈示時間はlOmsecから500msedζわたり変化させ，緑色光刺激は500msecで、固定

した。その結巣，燈色光の刺激持続時間がlOmsecの場合には，樫色光 onから緑色光 onまでの

間踊が230msecとなる特に，はじめて燈色光 offと緑急光 onが同時に知覚された。

Haberと Standing(1969， 1970)は，輪郭線鴎形と白地の背景を交互に呈示し，白地視

野の持続時間を変化させて，輪郭図形が連続的lζ知覚される時間を求める実験を行なった。その

結果，自地視野の持続時間が250msecの時まで 輪郭線関形は連続的i乙知覚された。

乙のように，刺激が極度lζ短くても知覚が持続するのは，興奮時間特性の幅の広い視覚伝達系

と処理系が存在する乙とによる，と推定される。そして乙のような系の興替が減少するまでに生

じた刺激事象は，相互に関係をもつひとつの認知事象として組織化される。

すなわち，刺激後約230-250msecという時間は，被覚系が一連の刺激処理過程を終了して次

の新たな刺激事象の受け入れを可能にする時期なのである。したがってピーク潜時が乙の時間帯

の鹿後にくる後頭領導出の陽性成分P270(P260)は，視知覚系の一次的な刺激処理終了lζ

伴う状態改変過程を反映すると想定し得る。

それでは，知覚成立過程の最終的段階ではどのような処理が行なわれるのであろうか。

Vickers (1979)は，知覚成立過程について，判断過程を検討した結果から，刺激の物理的制
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約の検出→変換→群化→fSJ地分化の舶に処理が進むと主張する。 Vickersは，留地分化→群化→

変換のJI僚に処理が進行すると考える操作系列モデルの欠点を指摘する。

関地分化は，刺激特徴の多面的な組合せの可能性を，判断過程によってひとつのありかたに躍

定するζとである。したがって，園地分化が刺激処理の初期相に位置するζとは，その後の処理

過程における刺激情報の利用の可能性を減少させてしまう。生物進化の観点からみるとき，図地

分化の選択的・焦点的な効果を延期させる乙とが，より適応的であるといえる。

変換は，検出された物理的制約の量を最大にするような方法で，刺激入力を符号化することで

あり，経験的確率l乙基いて最少符号量で長大制限援を対応させる機能である。

次lζ符号は， Gestalt法良IJのような，単純な規制に基いて組織化される(群化)。

制限検出一変換一群化の各過程では，課題lζ応、じた基準値をもち，基建主値lζ達するまで操作を

くり返す。そして最終的により経済的に基準値に達した操作による組織化のありかたが，闘地分

化を決定する。

ひとたび問地分化が決定されると，制限検出から群化までの，一連の過程iζfeed-back

による影響を与え，より安定的に知覚的組織化が行なわれるようになる。

知覚成立過穏の最終段階は，国地分化段階である。乙の段階では，特定の組織化に関する

備にバイアスをかけるというかたちで経験が関与し得る。そして臨地分化段階では，特徴検出一

交換一群化という抽象化を経た符号群が，経験の関与のもとに組織化され，表象物が影成される。

後頭領導出の陽性成分P270(P260)は このよう，な図地分化段階にかかわる神経活動を反

映すると推定される。それでは図地分化段階にかかわる神経活動とはどのようなものであろうか。

知覚が最終的lζ成立するためには，視覚系は高次中枢の関与を受ける乙とが必要である。知覚

の恒常性は，高次中枢過程の関与のもとに成立すると推定される o Brunswik (1969)の述べる

如く，近刺激は網膜からみれば常に変動している。それにちかかわらず安定した見えが成立する

ためには，生体内部iζ，刺激lζ対応して成立する表象物が存在する ζとが必要となる。

乙の表象物は，来日激構造の微細要素との対応をもちつつも，それ自体はより抽象的なかたちで

成立している。そしてこの表象物は，刺激場面に現存しない要素群をも補間し得る性質をもつの

であり，他の表象物との関係告もちつつ成立し得る。 ζれは，この表象物が概念様の性質をもつ

ことを示す。

したがってこの表象物は，いわば視覚性概念と呼び得るものである。しかし乙の視覚性概念は，

味論的構造をもっ，長期記憶における概念系とは性質を異にする。視覚性概念は，感覚神経

活動の泊失とともに減衰する，刺激の物理的特性との対応をもっ表象物である。

関地分化段階では，視覚性概念と呼び得るような表象物が形成されると推定される。 ζの視覚

性概念は，特徴検出一変換一群化という抽象化過桂を経た要素より成る。しかしそれらは刺激の

物理的制約との関連性の高い要素群であり，経験の関与はほとんど生じない。

それでは，知覚の安定性を保証する視覚性概念は，刺激の物理的縦約に対して忠実度の高い要

素群をもとに，いかに組織化されるのであろうか。

高次中根が微細な刺激要素を，誼接的l乙再構成すると仮定する乙とは鴎難である。微細な要素

群は，視覚系内の処理過程(特徴検出一変換一群化)において抽象化された後に，高次中枢過程

の影響を受けるであろう。

よりはやい視覚伝達系は，高次中枢lζ，より空間分解能の低い耕激構造情報を伝達し，刺激構

造のもつ意味を長期記憶系からひき出す役割をすると推定した(第2章第4節〕。
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よりはやい伝達系は，刺激構造の伝達に関して，空間的分解能が{品、とζろに特徴がある。こ

の低空間潤波分解能iζ基く刺激構造の取り入れは，刺激の微細要素の取り入れとは桔抗的iζ行な

われる。すなわち，刺激の微細要素の取り入れ(弁別性刺激特性の取り入れ)は，刺激構造(完封

眼性刺激特性)の取り入れを抑制する。乙れにより刺激の部分化が可能になり，忠実度の高い知

覚処理が可能になる。

しかし，経験に合致した?安定的な知覚表象物を成立させるためには，刺激の微細要素を取り

入れた後lζ，より抽象的なかたちに変換せざるを得ない。安定した知覚表象物の形成は，生体の

自律性保護のためにも有馬である。

よりはやい視覚伝達系は，刺激のもつ空間罵波数のうちより低い範翻を伝達すると推定されるo

この伝達系は，より遅い視覚伝達系が，刺激のもつより高い空問題波数帯を視覚皮費l乙伝達する

ようになると，それに伴って抑制を受ける。そしてより遅い伝達系の活動が低下すると，再び活

動性が高まる。乙の高速伝達系の再活動は，低迷活動性が高まる。乙の高速伝達系の再活動は，

低速伝達系により伝途された高域周波数帯での刺激分析を，統合化する役割を果す。

高次中枢は，高速伝達系による情報lζ基き刺激構造のもつ意味を分析する。他方，視覚系は，

低速伝達系の情報iζ基き，特徴検出一変換一群化といった一連の処理操作を行なう。群化過程で

は，高次系の示す基準i乙合致するまで再構成がくり返される。この間，観党系は，高忠実度の知

覚処理を行ない続けることになる。

群化過程が終了すると，刺激のもつ低空問題波数帯による最終的再合成一民地分化 が行なわ

れる。 ζの段階では，高域空間周波数帯による群化過程産物は，縮抱集成体，すなわち構造物と

して短期記櫨化している。

したがって，低域空調周波数帯による再構成によって安定的な表象物が形成された時に，微細

部分の刺激分析結采が泊失してしまうのではない。低域空間周波数帯による，刺激の全体的再横

成 (Gestalt)のために，高域空間周波数帯による構造化が抑制されるのである。

後頭領導出の陽'性成分P270(P260)は，より遅い視覚伝達系の関連する神経活動を抑制す

る機能を反映すると推定し得る。乙の{云達系の関与する，刺激により忠実な処理活動を抑制する

乙とにより，刺激のより高次な知覚認知が可能となる。

第2節視覚誘発電位を示標とした脳内活動の特性

第1項 視覚誘発電位を示様とした脳内活動の特性

脳波・誘発電位を規覚系の適応、活動の示擦として潤いる ζとの利点は，第ーに短時間内 (300

msec-500msec)!ζ生起し終る視知覚過程を解明し得ることである。短時間の生体現象が時間軸

上i乙引きのばされることにより，微視発生的な観点からの視知覚成立過程の解明が可能になる。

第二iζ，記録部位を多極化することにより，脳内iζ崩在する諸機能聞の関連性をとらえること

が可能になる。脳波・誘発電位の頭皮上分布の差異は 神経心躍学的知見l乙基つ‘く脳機能の局在

性とは直接的な対応、をもたない。しかし，乙のことは，必ずしも脳波・誘発電位の欠点、ではない。

脳波・誘発電位は，課題遂行時における脳内の活動状態を反映するのであり，課題処理iζ関する

機能局在性については有効な示標であり得る。

第三iζ，脳波・誘発議位は，まさに刺激に対する総体的な脳内活動の示様である。刺激に対処

する生体の総体的な活動をとらえることが，適応過恕の解明のために必要である。誘発電位成分

についての機能的特定化については，発生源の特定化とあいまって臨界がある。しかし，他の実験



256 
教済学部紀要第46号

心理的手法では明らかにし得ない刺激処理中の脳内状態の変動を 誘発電位は明らかにし得るの

である。刺激及び課題について適応的観点、から検討を進めるならば，外界の変動に対応する生体

内の変動性を誘発電位を用いて明らかにし得る。

潜時1OOmsec-300msecの誘発電位の波形を現象的に構成する後期成分そのものは，基本的lζ

は刺激lζ誘発されて生ずる外国性成分であるとみられている(Hillyardと Picton，1979: 

Donchin， 1979: Nぬtanen，1982b)。視覚誘発篭位においても，直接観察し得る後頭領導出の

陰性及び陽性成分は，刺激により誘発されて生ずる外菌性成分であると見られている (Simsonら，

1976， 1977)。乙れに対し，処理 negativityは，刺激発生に応じて生体が能動的に反応した乙

とを示す成分であり，外関性成分iζ重畳したかたちで生ずる内因性成分である (Naatanen，

1982a，b)とされる O

そのため，近年は刺激が課題関連性をもっ場合と，もたない場合にそれぞれ対応、する誘発電位

を差し号 I~、て差波形を生ぜしめ，これを生体の能動的な刺激処理の示襟とする傾向がある。しか

し刺激誘発成分の，刺激受け入れに果す役割は，依然として明らかになってはいない。

本論においては，潜持100msec-300msecの視覚誘発電位の後期成分が，視知覚成立過程とど

のようにかかわりをもつのかについて検討してきた。視知覚成立過程における刺激の物理的制約

の要素化，群化過程一符号化過程ーは，情報処理理論の明らかにした機械的要素特性をもっ。乙

のような一連の操作的局面 (Pribram，1971)は，神経細臨の回路織の発達の著しい大脳皮質で

行なわれると推定される。皮質過程は，符号化過轄であり，刺激の分析過程である。

処理 negativityのような緩徐な陰性変動は，皮質レベルでの神経活動一情報処理過程ーをよ

り誼接的に保障するための中枢性の神経活動を反映すると推定し得る。情報処理過躍は， feed -

back系をもっ連続的過程である。モデjレとしては，数段階の符号化過程を想定するが，これら

の過程は皮質活動としては連続的に進行する (Ritterら， 1983)。

他方，そのような連続的符号化処理の特性を変え，処理を進行あるいは停止させる過程がある O

乙のような過程は，刺激到来から一定の時間関係をもって離散的に進行する神経活動に基づく。

知覚過程は，きわめて短時間に成立し得る，自動的構成過程である (Neisser，1976; 

Hochberg， 1978)。皮質の各領野において刺激の分析が進行するとき，それらの分析を統合する

局面が知覚成立のため必要となる。このためには，関連領野に対して同期的賦活を行う乙とが必

要である (Pribram，1971)。乙のような活動には，皮質の活動水準の調整にかかわる網様体，

視床汎性投射系を中心とした皮質下過程が関与する (Skinnerと Yingling，1979)。視覚誘

発龍位において直接的に観察される港時100msec-300msecの成分群は，知覚を成立させるため

の，皮質の組織化，調整を司る中心脳系 (Penfield，1975; Pribram， 1971)の神経活動を反

映すると推定し得る O

誘発電位は，刺激処理中の脳内状態の変動 特に知覚を成立させるための中根性の神経活動を

明らかにし得る示襟である。しかし，その活動内容については，誘発電位は痕接的なかたちでは

明らかにしない。刺激条件の変化に対する誘発電位成分の変動をもって，その成分の反映する活

動内容を推定しなければならなし、。そのためには 誘発電位成分に対応した処理についてのモデ

ル化が必要となる(第4章)。

第2項図式モデルの必婆性

間式モデJレ，特l乙機能的l乙構成される図式モデルは，知覚過程の機械論適特性の解明をめざす

情報処理理論の欠点を補うものとして登場してきた。機能的図式モデノレのいくつかの例としては，
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認知心理学的モデルとして Neisser(1967， 1976)神経心理学的モデルとして Bindra

(1976)がある。

図式モデルは， Bartlett (1932)により記憶領域の説明概念として用いられた。現在では，

認知科学において広く用いられつつある概念である O 乙のそテ。ノレの特徴は，新しい知識の選択的

獲得，抽象化，解釈，統合の過程を，既得知識とのかかわりでより適切に説明し得る点にある

(Albaと Hasher，1983)。伯方，問題点、は，図式概念の定義の不明確さにある。加えて図

式概念は，認知の複雑さを説明しきれない(狩野， 1967; Albaと Hasher，1983)。

関式モデルの有効性と限界を認めた上で，図式モデルの微視発生的過程の説明lζ用いる場合の

問題点がある。知覚の微視発生的過程は，機械論的特性と生体の適応的特性をあわせもつメカ

ニズムiζ基づいて時間軸上に展開する過樫である。図式モデルは本来，長時間を要する記憶の変

容を扱うモデルであり，短時間に生起し終る過程への適用の圏難さがある。しかし， Neisser 

(1967)や Bindra(1976)のモデルは，このような微視発生的な観点、からみた図式モデルで

あるといえる。

他方， Donchin (1979)の述べる如く，誘発電位の振舞し、から新たな認知機能の微視発生過程

を推定し，モデjレ化することも有効である。誘発電位の振舞に対応した図式モデルを設定するこ

とは，知覚・認知構能の解明の上で新たな知見を加える可能性がある。

本論では，知覚的表象物が形成される知覚過程の時間的推移に注目した。知覚成立過程におけ

るいかなる段階に，どのようなかたちで学習効果があらわれ得るのかを知る乙とにより，適応の

基礎過躍を微視発生的に明らかにすることができる。

後頭領導出のP270成分の，刺激繰り返し呈示に伴う振幅値の減少一場大傾向は，本論の一連の

実験においてはじめて明らかになった現象である。本論においては，定義の不明確さにもかかわ

らず，あえて図式モデルを用いた。それは図式モデルが，知覚学習による表象物の変容という視

覚系の特性を，適応的な知覚成立過程として，連続的なかたちで説明し得るからである。

本論における主題は，知覚成立過桂における抽象・統合機能一概念的表象化ーの解明にある。

本論の一連の実験からは，後頭領導出のP270成分のふるまいと，高抽象度の視覚性表象物形成

との関係が明らかになった。本論で展開した図式モデルは，後頭領導出のP270成分のふるまい

を説明し得る，現時点における妥当な対応概念であると考える。次節では，本論における一連の

実験を通じて得られた結果をもとに，視覚誘発電位成分が反映すると推定し得る心浬一生理的機

能について具体的に検討する。

第3節枝知覚成立過程の再検討

第1項 本論の実験に碁づく視知覚成立過程の再検討(1) 刺激塁示後約100msecまでの過程

本論の実験9及び10における フラッシュの2発刺激に対する後頭領導出P270成分のふるま

いは，フラッシュの発光間隔が約50msec以上の長さの時iζ，より精密な視覚性図式の形成が可能

になることを示唆した。

2発のフラッシュの刺激閤踊が25msecl持の後頭領導出P270成分のふるまいは，単発フラッシュ

(実験7)の場合と類似であった。 2発のフラッシュが50msec離れていた場合にはじめて後頭領

導出回70成分のふるまいが変化した。したがってζれらの結果は，視覚系が25msec-50msecの

入力単位時間と呼ぶべきものを有していることを示唆する O

Phillips (1974)は，複雑度を変えた数種のランダムマトリックスパタンを 1秒呈示し，再
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認テストまでの時開を変化させて再認度をみる実験を行った。その結果，刺激 off後約100

msecまでは刺激の複雑度は再認に影響せず アイコンによる再認であると推定した。しかし

100msec以降は，刺激複雑度の影響を受け，また新近性効果をもつことから，視覚的短期記憶と

呼べるような図形の形態保持機構が存在すると考えた。視党的短期記憶は，影態イメージ

(Phillipsと Christie，1977)が一時的に活性化された状態であり，長期記憶に転送され

ないまま他の形態イメージの処理が開始されると衰退する。

Potter (1976)は，ひとつの絵の説明文あるいは絵の主要部分のいくつかをあらかじめ呈示

しておき，その後該当する絵(全体)を含む16枚の絵を連続的に呈示して再認させる実験を行っ

た。連続的iζ呈示する絵の呈示時翻は， 113msecから333msecまで、変化させた。その結果， 100msec 

オーダーの呈示時間でも約80%の正再認率が生じた。また連続的に呈示する絵の問にランダ

ムパタンを挿入する条件ーでは，皇示時間が50msecの時の正再認率が50%で‘あったのに対し，

時間が120msecの時には83~訓ζ上昇した。これらの結果は，約100msecの呈示時揺で、絵の再認に

必要な刺激情報を取り入れる乙とができることを示している。しかし，訪筈刺激が短い来日激簡閤

踊で生ずると正再認率が低下するのだから，そのような情報を閤定化のためにさらに少なくとも

約1OOmsec-200msecの時簡を必要とする乙とになる。 Pootterは，乙の閤定化により生ずる記

舗を鋭期記憶と呼んだ。

Phillpsや Potterの実験は，非言語刺激の情報取り入れに約100msec，その後の間定化

lζ約100msec-200msec必要な乙とを示した。

視覚的マスキングlと関する実験では，テスト刺激とマスク刺激を50msec-100msec離して呈示

する (Stimulus onset asynchrony: SOA)時に畿大のマスキング量を得る場合 (B型マス

キング効果)と，テスト刺激とマスク刺激を時時呈示する時lζ最大のマスキング量を得る場合

(A型マスキング効果)がある。

A型マスキング効巣は，テスト刺激がマスク刺激よりもはるかに明るい場合や，マスク料激が

均一視野である場合に生じやすく，マスキング効果は，加算型メカニズムによると推定される。

他方， B型マスキング効果は，メタコントラスト事態でテスト刺激と?スク刺激の明るさが等し

い場合に生じやすし、。乙のマスキング効薬は，干渉型メカニズムによると推定されてきた

CBreitmeyerと Ganz，1976; Ganz， 1975; Turvey， 1973; Kahneman， 1968)。

マスキングにおいては，テスト刺激の持続時間も影響する。興えば， Kinsbournと

Warγington (962)の実験では，テスト刺激(文字)を8msec間景示した時には，その後視覚

的雑音(マスク刺激， lOmsec呈示)が約70msec離して呈示されるまで，マスキングが生じ続けた。

メタコントラスト事態では，刺激の明るさと持続時聞に加えてテスト刺激とマスク刺激の位置

関係がマスキング量に大きく影響する。またテスト刺激とマスク刺激の大きさの関係も影響する。

Weinsstein ( 1966)は，文字OまたはDを4つの位置のうちのひとつに呈示した後，それをリン

ク。刺激でマスクするか，あるいは4つの位置すべてに文字Oあるいはひを呈示した後，そのうち

ひとつをリング刺激でマスクする実験を行った。その結果，ひとつの文字景示の場合には， SO 

Aが20msec-30msecの場合iζ最大のマスキング量が得られた。一方， 4つの文字呈示の場合には，

SOAが50msec-60msecの場合l乙最大のマスキング量が得られた。これらの結果は，刺激に含ま

れる情報量によってマスキング効果が異なる乙とを示している。

Sperling (1963)は，文字群 (2-6字〕のテスト刺激の呈示後，視覚的雑音をマスク刺激

として重ねあわせて呈示する実験を行った。その結果， SOAがlOmsec増加するごとに認知可能
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な文字数が一字ずつ増加した。乙の結果は，空間的iζ分布する刺激情報は継時的iζ処理されるζ

とを示唆している。

Sperling (1963)の実験では，ヒトの短期記慣の限界最が7.:t2チャンクである乙とが示さ

れた。そしてひと文字あたり約lOmse的処理時間を要すると推定された。すなわち，刺激に含ま

れる情報量が多い場合には，最大70msec土20msecの符号化時間を要するという ζとになる。乙の

50msec~90msecとし、う時間は， B型マスキング効果を最大にするSOA， 50msec~ 100msecとほ

ぼ一致する。

刺激呈示後約50msec~100msecの間に，脳は，刺激の物理的制約を検出し符号化すると推定さ

れる。乙の時間帯よりも鎧し、SOAで呈示される刺激は，最初の刺激に加算されて符号化されて

しまう。他方，乙の時間帯よりも長し、SOAで景示される刺激は，最初の刺激とは別lζ符号化さ

れる。そして， ζの時間帯内lζ呈示された刺激は，最初の刺激と異なる場合にはその料激を消去

させ，後続刺激のみが符号化される。前の刺激の消去の度合は 後続刺激との構造の類似度に依

存する。

符号化処理中iζ生ずる事態iζ対処するために，生体は新事態の， I日事態からの変移の穎度(視

覚系においては空間位置の変動)に応じて，前事態の処理を打ち切る機能を有すると推定される。

乙れが，マスキング現象となってあらわれる。

刺激感受後，刺激情報が大脳皮質iζ怯達されるために要する時間は，約30msecと推定される

CBindra， 1973)。符号化過程は，大脳皮質において行われると推定される。 B型マスキング効

果は，通常SOAが100msecを越すと減少する。乙の乙とは，料激情報が大脳皮震に到達後，符

号化過程に最大約70msecの時簡を要することを示唆するo Bindra (1973)は，感覚誘発篭位の

瀞寺約40mse~70mseゆ棺動性成分が網様体賦活系の活動の上昇を皮映するとし， ζれを知覚表

象形成能力の向上と関逮するものと考えた。

本論における実験9及び1何 tは，陪一刺激を25msecあるいは50msec離して呈示した。その結果，

50mse~産して呈示したときにはじめて，刺激位置 2 あるいは 3 における刺激に対する後頭領導出

のN180及びP270成分の振幅値が増加するようになった。 25msec離して呈示したときそれらの

成分の振舞いは，マイクロ秒オーダーでの刺激呈示あるいは刺激持続時間lOmsecのときと時様で

あり，刺激位鐙2において振幅値の減少傾向を示した。 ζの結果は， 50msec遅れて大脳皮質lζ到

達した刺激情報が，昔日の刺激情報とは別に符号化されたζとを示すものであり，符号化過程が刺

激呈示後50msec~100msecの間に生ずるという上述の仮説に合致する。

本論の一連の実験における後頭領導出の視覚誘発電位のふるまし、からみて，刺激呈示後約100

msecまで"ζは，よりはやい視覚伝達系のもたらす刺激の物理的制約の検出と，その符号化の過躍

が生ずると推定し得る。しかしより直接的に符号化過程と視覚誘発電位との関連性を検討するた

めには，潜時50msec~lOOmsecの成分を分析する必要がある。だが通常は，刺激呈示前から現れ

るアルファ波の重量により，潜時50msec~100msecの視覚誘発言霊位はとらえにくい。この潜時範

囲の視覚誘発電位成分の反映する生理一心理的機能の解暁のためには，アルファ波の重量景を避け

る工夫を必要とする。その上で，符号化過寝と視覚誘発電位の関連牲を検討する必要があろう。

第2項 本輸の実験に義づく視知覚成立過程の再検討(2) 車1)激患示後約200msecaまでの過程

刺激後約50msec~100msedC生ずる符号化過程は，生得的機構もしくは発達初期における知覚

学習の結果，獲得された機械的機能であると推定される。乙の物理的特徴を反映する符号群は，
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前頭系(前頭一中心鏑)において長期的記憶中の経験的確率の高い結びつきをもっ要素群を活性

化する。 ζの長期的記鰭要素群は，長期記櫨構造iζ従ったいくつかの体系群をもっo 乙の体系群

は刺激の意味的表象(原型)とみる乙とができる。乙の原型は，後頭系における低速伝達系によ

る符号化過程で生じた符号を，意味をもちうるいくつかの部分にまとめさせる役割を来す。乙の

群牝過程は，原型の指示する基準を最も効率的l乙達成できるまとめかたが生ずるまで繰り返し行

われると推定される。

N詞t訟len(1982b)のいう処理 negativityは，上述の群化過韓にかかわるエネルギー配分活

動を反映すると推定される。その処理 negativityの発達時点は，視覚誘発電位では，刺激後約

150msec付近にある CHarterと Previc，1978 Harterと Guido，1980)。したがって，

少なくとも刺激呈示後約150msec付近までには，原型形成作業は少なくとも開始されていると推

定し得る。

本論の一連の実験における前頭系導出の潜時約100msec--150msecの陰性成分には，実験条件

lζ対応した有意な振幅債の変動が認められなかった。他方，陽性成分(潜時150msec-200msec) 

には，刺激の種類，刺激位罷による振幅綴の変動が生じた。長期記憶要素群の貯性化活動には，

刺激の物理的制約が大幅に異ならない限り，すなわち刺激の意味に幸子しい変化が生じなし、かぎり，

大きな変動は生じないと推定される。しかし，長期記憶要素群の体制化活動は，刺激条件の影響

を強く受ける O

頭頂領導出成分は，前頭・中心領導出成分と形態及び潜時において差異があった。刺激の繰り

返し呈示i乙伴う基本的簡向(振幅値の増大あるいは減少)は，両成分で一致していた。しかし，

頭頂領導出成分は，刺激条件により敏感であったといえる。特に刺激持続時間が50msec以下の

実験における陰性成分(潜時150msec-200msec)の増大傾向が明瞭でわったことは，乙の成分

が刺激の意味的制約に基づく物理的制約の体制化のための神経活動への中枢的促通機能を反映す

ると推定できる。

本論の一連の実験における前頭系及び頭国領導出の成分群(潜時100msec-200msec)のふる

まL、からみて，刺激呈示後約200msecまでに，刺激の物理的制約により長期記憶要素群が活性化

され，それらが体制化される過程(原型形成過程)が生ずると推定し得る。乙の原型が形成され

ることが，短期的な視覚性記憶が間定される基礎となる。そしてこの向時開帯に，後頭系では原

型形成過桂と相まって，低速伝達系のもたらす物理的制約の処理が進行する。

N泌tanen(1982b)は，処理 negativityが皮映するのは， Broadbent (1971)のいう刺激セッ

ト型の注意であるとする。そして，刺激セット型の注意が課題刺激の特徴の同定と結び、ついてお

り，乙の擦の感覚一知覚鋳型と呼び得るような、在意痕跡、が存在すると仮定している。乙の、注

意痕跡は，感覚記憶の持続中にのみ存在するものであるとする。

控意痕跡は，遠心性入力と求心性入力の両方iζ依存している。遠心性入力は槌意的側面と関係

しており，選択的リハーサルiζよって痕跡を維持する。また求心性入力は，外部から痕跡を維持

する。乙の注意痕跡は，刺激の長期記憶による表象であるな忍知的鋳型、とは異なり，刺激の感

覚一知覚的属性を有する O そして，認知的鋳型は，注意痕跡よりも中枢に位置する。

N崩tanen(1982b)のいう注意痕跡は，本論の視覚性図式に相当し認知的鋳型は原型に椙当す

るといえる。しかしN泌tanenは，注意痕跡の成立過躍について，また注意痕跡と認知的鋳裂と

の関係については明らかにしていない。

ヒトは，刺激が出現すると，それに対応した抽象的表象(原型)を活性化し，それlζよって呉
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体的表象(視覚性図式)を作りだすと推定される。選択的注意は，乙れらの表象構成過程のひと

つの側面である。表象構成化の擦に類似した物理的要素群の中から特定的要素を取り入れるζと

が鴎難な時，選択的注意が働くといえる。

しかし，視知覚成立過程は，自動的過程である。その過程内での髄意操作的昂面は pre-set

によってのみ生じ，かっ特定の微小処理段階にのみ限定することは臨難である。したがって，随

意操作的局面は，一連の知覚過程lζ逮続的，包括的に関与する乙とになる。

pr巴帽setし得る知覚的処理過裂は，原型の予備的活性化による，視覚性国式形成の際の中枢

的誘導過程である。原型の予備的活性化は，視覚性図式にかかわる細胞集成体の側方抑制の強化

をもたらす。

刺激皇示の際IC，予め側方抑制の強められている特定領域へ物理的制約が入力されると，その

部分は刺激入力が弱くても信号として増強されることになる。特定の物理的制約に対応する神経

活動を中枢的lζ促進させる乙とにより，側方抑制メカニズ、ムは自動的に特定の物理的制約iζ類似

した要素を司る神経活動を抑制する。類似度の高い要素を可る神経細胞群は，分布上においても

近接位援を占めると推定される (Grossberg，1980: Wallyと Welden，1973)0 

N泌t出 m のいう処理 negativityは，刺激の構造類似度が高い場合に生ずる乙とからみて，上

述のような，中枢性促i援による対比増強過程を反映すると推定される。

ζの対上ヒ増強を行う神r関舌動が十全であるためには，本論における実験7-10の結果からみて，

25msec-50msecJ孔上の持続時間を必要とする o N泌tanen(1982b)は，処理 negativityが試行

フ。ロック中の最初の試行からすぐに生ずるのではなく，一定の時間を要することを指擁している。

乙れは，処理 negativityの長期的変動特性を示したものといえる。

他方，本論の実験における後頭領導出の陰性成分は，刺激構造の大幅に異なる刺激系列を用い

た実験4のみで，刺激の穣類による明瞭な振幅値の差を示した。十分な刺激持続時間のもとに刺激

が繰り返し呈示される場合には，基本的には慣れが生ずる。しかし，類似度の低い刺激が等確率

で出現する場合には，物理的制約の組織化のための中枢性促通活動が付加される。

本論の一連の実験における前頭系及び後頭領導出の陰性成分(潜時100msec-200msec)のふ

るまし、からみて，刺激呈示後100msec-200msecで怯，長期記憶要素が活性化され体制化される

原型形成過騒が先導しつつ，視覚性図式のの組織化過程が開始されると推定し得る。そして，こ

の時間帯に選択的注意の基礎的作業が進行する。すなわち，原型形成過程において pr邑‘set

された長期記a憶要素がある場合には，視覚性鴎式形成の際の組織化の幅が娘定されることになる O

第3項 本論の実験に暴づく視知覚成立過稽の再検討(3) 刺激ゑ示後約 300msec~までの渇稜

後頭領導出の陽性成分(潜時250msec-300 msec )は，本論における一連の実験において最も

敏感に刺激条件を皮映した。過剰j学習の不十分な刺激に対しては，振幅値はより減少し，また刺

激持続時間が極度に短い場合 (50msec以下)には，過剰学習の十分な刺激lζ対しでも振幅鐙は減

少した。 ζの成分の特徴は，刺激弁別の際lζ，刺激の繰り返し呈示に対して振幅値が増加してゆ

く乙とにある。

この増加傾向は，数字あるいは文字刺激iζ対しては刺激繰り返しのより初期に生じ，ランダム

チェッカーパタン刺激に対しては刺激繰り返しのより後期に生じた。数字あるいは文字刺激に対

してよりはやく P270成分振幅値が増大したことは，それらの刺激に対する言語的符号化が容易

であることに関連することを示唆している o
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言語的符号化の容易な刺激は，少くともその原型に臆しては過剰学習されている刺激であり，

刺激の物理的制約に対する高忠実度処理は要求されない。他方，言語的符号化の菌難な刺激は，

その原型に関しでも過君主j学習のなされていない料激であり，物理的制約lζ対して高忠実度が要求

される。

言語的符号化は，長期記憶をもっ高次系の関与を必要とする処理である (Posner.1973)。過

剰学習された視覚刺激iζ対しては 言語的(聴覚的)符号化と視覚的符号化は並行的に行われ得

る (Posner.1973: Paivio. 1978)。しかし，過剰学習されていない刺激に対しては視覚的符

号化が先行し雷語的符号化は遅れると推定される。昔話的符号化説では，パタンの複雑さは，記

述に必要な単語数によると主張する CReed.1973)。パタンが、単語、に相当する単位にまで

分析・統合されるためには十分な知覚学習後必要とする。知覚学習においては，より初期には刺

激の総ての特徴が学習されるが，より後期には長期記憶要素との対応で特徴が学習される(Reed.

1973)0， 乙の後期段措lζおいて，はじめてパタン記述としての言語的符号化が可能になる。

もし，過剰学習されていない刺激が，過剰学習されている刺激と等確率でランダムに呈示され

ると，過剰学習されている新激に対しては過度の忠実度で処理が行なわれると推定される。過剰

な忠実度処理は，言語的符号化に不必要な情報まで高次系に送る乙とになり，符号化iζ探して雑

音を増加させることになる。乙のため，過剰学習されている刺激に対しては積極的に処理抑制が

行われると推定される。

他方，過剰学習されていない刺激に対しては，知覚学習が後期段階lζ至るまでは，すなわちパ

タン分析が長期記樟を基準とする合想的な単位に達するまでは，高忠実度の物理的制約処理が繰

り返される。そして，後期段階に達して長期記櫨を基準としてパタンの再構成が可能になったと

きに，処理抑指jが行われると推定される。

Goffら (1978)の推定によれば，誘発電位の後期成分のうち，陰性成分はEPSPを反映す

るものであり，鶴性成分はIPSPを反映する。 ζの推定iζ基づけば，後頭領導出の視覚誘発電

位のN180成分はEPSPによる機能の活性化を反映し，後頭領導出のP270成分はIPSPに

よる機能の減衰化を反映すると推定される。これは 後頭領導出のN180及びP270成分が側方

抑制的機能と，その抑制機反を反映するという仮説を支持するものである。

需井 (968)は，潜時約270msecの後頭領導出の陽性成分が，両眼融合の際lζ振幅値の増大を

示すと主張した。しかし.Kawasakiらけ970)は参単眼拐でもこの陽性成分が生じ得ることを

見出した。そして，両眼lζ生じた網膜像が同一でなし、時l乙，乙の陽'股成分が減衰することを見出

した。

乙れらの実験は，後頭領導出P270成分が両眼からの構報の統合にかかわりをもつことを示

唆している。左右各眼からの情報は，皮質レベルで、統合的に処理される。視覚系にとって雨眼間

のずれの情報は，視覚系が環境iζ適応するための課題解決，すなわち運動視や立体視を成立させ

るという課題を解決するための重要な情報である。

空間的位置の異なるふたつの向一形態刺激が，刺激問問調50msec--100msecで生ずると運動視

(ファイ現象など)が起こることがある。また同一中心をもっふたつの相似形刺激が，継時的iζ

呈示Zされるときには，奥行き運動視が起ζることがある (Reganら.1979)。乙れらの運動視

が成立する場合には，刺激問題揺が50msec~100msecであっても，マスキング現象は少くともみ

かけ上は起乙らず，乙れらの刺激情報はよりレベルの高い処理を受けるζとにより統合される。

刺激位置の変位にかかわる情報処理と刺激パタンにかかわる情報処理は，独立の処理機構によ
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り担われると推定される。並行的に行われる種々の情報処理がある程度進行した後に，その刺激

場面について，過去の経験と矛晴が少なく，かっ効率的な統合のしかたが選択されるのである。

乙のとき，刺激の物理的制約により忠実な符号化よりも，経験上矛盾がなく，物理的制約には醸

接的な対応をもたない符号化が行なわれる。このためには，刺激の物理的制約の特定化は弱めら

れると推定される。

より遅い視覚伝達系は，位置情報をより詳細に伝達する。したがって，刺激の立体視を含めた

最終的な知覚が成立するためには，より遅い視覚伝逮系のもたらす情報は，その関与の度合を弱

められねばならない。後頭領導出の揚性成分P270は，より遅い伝達系の関連する神経活動そ抑

制する機能を反映すると推定される。乙の伝達系の関与する，刺激により忠実な処理活動を抑制

する乙とによって，より高次の刺激知覚・認知が可能となる。

立体視は，空間概念形成の基礎となるものであり，展望的なもののみかたの成立を促すもので

ある (Lorenz，1965)。展望的な対象把握のしかたは，ヒトの心理的適応にとって重要な意義を

もっ。また運動犠は，環境の変動，特iζ自己にかかわる他の生体の情報を得る上で重要な役割を

果す。ローJレシャツハ検査において，人間運動反応に特に高い価値が与えられている乙とは，心

想的適応における運動視の重要性を示唆している (Rorschach， 1942: Schachatel， 1966: 

Piotrowski， 1957)。
これらの知覚のためには，左右各眼の網膜に投射された刺激のひとつひとつの物理的制約を積

極的に無視し，両眼からの情報を統合的lζ扱うことが必要になる。このためには，側方抑制機能

を減衰させ，刺激の物理的制約の特定化を弱めた統合活動が行われると推定される。

本論の一連の実験における後頭領導出のP270成分のふるまいからみて，刺激呈示後約300

msecまでには，物理的制約からの解除機能が生じ，より高次の認知活動を可能させると推定し得

る。

乙のような処理持制的な段階の存在する乙とは，これまでの情報処理理論では明らかにならな

かった。乙れは，刺激処理中の脳内の神経活動を反映する誘発電位を示襟とすることによって，

はじめて明らかにし得たものである。乙のような処理抑制的段構は より高次の知覚・認知処理

を可能にさせるために必要とされる心理生理的機能を担うものであり，生体独告のメカニズム

であるといえる。

第4項繰題解決過程における注意のありかた

後頭領導出の陰性成分(潜時150msec-200msec)は刺激繰り返し呈示lζ伴う振幅値の減少を

示した。 ζれは，刺激繰り返し呈示に伴う忠実度の低下，すなわち視覚的注意の低下を示す。し

かし，前顕系(前頭一中心鏑)及び前頭領導出の陰性成分(潜時1OOmsec -200msec)は，刺激

の繰り返し呈示に伴う振幅値の減少を示さなかった。これは，高次系における刺激処漂活動が低

下しなかったζとを示している。すなわち，課題解決過程においては，忠実度lζ対応した注意の

低下は，視覚系lζ理局したかたちで生ずるのである。さらに，後頭領導出の陽性成分(潜時250

-300msec)は，刺激繰り返し呈示に伴う振幅鎮の増大を示した。乙の結果は，視覚系において

は刺激に対する活動が総て低下するのではなく，課題i乙適したより概念性の高い表象を作る活動

は，刺激の繰り返し呈示に伴って活発になることを示唆した。すなわち，視覚系は，課題解決過

程では，刺激から取り入れた物理的制約の構成のしかたをより抽象性が高く，構造的な方向1<:)1頃

次変化させてゆくのである。刺激呈示後150msec-300msedζ生じた後頭領導出の視覚誘発電位
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成分は，課題解決過程における視覚系の適応的特牲を明らかにしたといえる。

注意を選択的注意に限るならば，本論における一連の実験では，視覚的控;意は刺激の繰り返し

景示に伴って減少したといえる。しかし，視覚系における選択的注意が減少する場合でも，高次

系による課題遂行は続くのであり，その意味では注意は減少したとはし、えなし、。すなわち，課題

解決過程における注意は，単一事象ではなく，並行的・多相的な事象であるといえる。そして，

選択的技意の抵下は，脳内活動の全般的な低下を意味するのではなく，活動の質の変化を意味す

るのである。

視覚系は，刺激の物理的制約の再構成に関して幅広い能力を有している。課題に適した刺激忠

実度をもって，生体内に刺激を再構成し得るのである。刺激の再構成については，次第に抽象度

が高まる。 ζのとき，視覚系は，概念的な構成物を刺激iζ 、投影、しているのである。概念的な

構成物が成立する限り，生体は刺激による変容を受けなし、。このような概念性構成物の成立が，

知覚の恒常性をもたらすと推定される。概念性構成物の刺激への投影は，高次系が原型形成時l乙

刺激条件の変動を検知しない限り続く。乙のようなメカニズムは，刺激から生体を保護する機能

を果しているといえる。

本論においては，祖知覚成立過躍のうちふたつの統合活動が生ずると推定した。ひとつは，刺

激処理の初期相の終端に生ずる原形形成活動であり，もうひとつは，後期相の終端に生ずる視覚

性国式形成活動である。原型は，長期記櫨要素群の構成体であり， Pribram (1971)のいうシン

ボルに対応する。他方，視覚性図式は，刺激の物理的制約の構成体であり， Pribramのいうサ

インに対応する。刺激が出現すると，原型形成棺においてシンボル的構成体が刺激から形成され

る。 ζの相は，刺激の生体lζ対する意味の検出を担う。原型形成棺の影響を受けつつ，視覚性図

式形成相がサイン的構成体を形成する。

視覚成立過腹における初期桔(原型形成相)では，環境状況及び生体内の状態lζ合致しなし

懇の検出についての関値が低し、。原型形成相では，刺激処理は並行的になされる。これは，刺激条

件の変動を検出するためには，効率の高い方法であるO この段賠では 中枢が刺激の特定の物理

的制約のみを選択する働きは生じなし、。むしろ刺激が，生体内の特定要素群の活性化を誘発する o

ζの段階では，生体にとって，刺激がどのような意味をもち得るのかを分析することが重要なの

であり，中枢による制臨は適応性を低める ζ とになる。 Erdelyi(1973)や Dixon(1981)に

よる初期フィ Jレター理論は，刺激が処理初期椙において，意味とかかわりの深い長期記憶と接触

をもっという点を強調した。しかし，初期段階の処理は並行的であり 刺激の特定部分の処理を

抑制する乙とは困難であるといえる。ただし，東日激事態からあらかじめ特定の刺激の出現を予期

し得る場合には，原型形成において刺激の窓味的{則面についての活動制限は生じ得るとみること

ができょう。

図式形成相において，はじめて中枢が刺激の特定的な物理的制約を選択する乙とが可能になる。

図式形成活動は，刺激が生体内に誘発せしめた反応への，生体の反応であるといえる。したがっ

て，この反応は，刺激の生体の聞に相互作用が生じ，生体舟タトの情報をひとつの体系に統合する

生体活動である。 ζの段賠は，必然、的lζ選択性をもっ。統合作用は，選択作用を含むからである。

刺激出現当初は，在意は定位反応型である。刺激の生体iζ対する意味の検出が，刺激処理の当面

の役割である。刺激が繰り返し呈示されると，刺激の意味が明らかとなり，視覚性図式はより抽

象的なかたちで成立するようになる。刺激の物理的制約の取り入れに基づく忠実な視覚性図式形

成から，次第lζ抽象的・概念的特性をもっ視覚性図式形成が行われる。課題刺激の繰り返しに伴
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い，注意は定位反応型から vigil出 a 型に移行する。 vigilance型の住意においては，原型，

視覚性図式とともに，より抽象的なかたちで成立しており，刺激の出現時期あるいは空間位置の

みが情報となる。刺激が出現すると，課題iζ適したより概念性の高い原型，視覚性図式が影成さ

れる。そのような状態では，料激の出現とともに高次の刺激処理が進行するようになる。

この注意の型の変動は， PribramとMcGuinness(1975)の注意メカニズムによれば，次

のようになろう G すなわち，出現する刺激の内容が確定しない課題解決過程初期には，相動的特

性をもっ覚醒要素が，持続的特牲をもっ活性化要素よりも優勢である。覚醒要素は，より広い皮

質部位に対する全般的な興奮をもたらす。そのため，原型形成機能は，より広い範聞にわたり活

動水準が上昇する。本論の実験では，前頭系(前頭一中心領)及び頭頂領導出の陰性成分(潜時

100msec-200mむeC)は，課題刺激の繰り返し呈示に伴う振幅値の減少を示さなかったのみならず，

刺激持続時間が10msec以下だった実験7及び実験8では，統計的に有意な振幅値の土器加が認めら

れた。 ζれらの結果は，前頭系の部位より導出された誘発電位が原型形成機能の高まりを皮映し

たものと推定し得る O これは，中韓3:'性捉過による全般的鋭敏化のメカニズムによると推定される。

他方，活性化要素は pre-set型のより限定された皮質部位の興奮をもたらす。乙のため，

原型形成機能は，より特定的な範屈で・活動水準が上昇する。乙れは，刺激持続時間が十分に長い

場合 (300msec)の前頭系導出の陰性成分に関連するメカニズ、ムであると推定される。

課題刺激が繰り返し呈示されると，刺激に対する原型，視覚性図式がより概念性・抽象性の高

いかたちで成立するようになる。そのため，持続的特性をもっ活性化要素が，相動的特性をちつ

覚醒要素よりも優勢となる。覚醒要素は，刺激の弁別処理とかかわりが深く，活性化要素は反応、

準備とかかわり深い。したがって，覚醒要素は，課題解決過稜の初期F:::，活性化要素はより後期

に優勢に働く。

反応準備とかかわりの深い活性化要素は，随伴性捻性緩徐変動 (CNV)，ζ反映される。本論
の一連の実験では警告刺激を用いており，第一刺激列の出現前iζ反応、準備をする乙とができた。

しかるに， CNVは見出されなかった。乙れは，本論における実験では，課題刺激が繰り返し呈

示され，第一刺激列が imperative stimulusとなったためと推定される。このような現象は，

課題刺激を継時的lζ呈示し，仮説一検証を課題とした Wilson，Harterと Wells(973) 

の実験でも見出されている。

乙れまでの注意研究では，刺激が繰り返し呈示されるときには慣れが生じ，控意は減少すると

されてきた。しかし，課題解決過躍における注意のありかたは多様であって，在意は課題に適し

たかたちに変化してゆく。刺激のサイン的局面を扱う後頭系(後頭領一側頭領)においては，刺

激の物理的制約と接触する機能は，刺激の繰り返し呈示に伴って低下する。しかし，刺激の物理

的制約から後頭系の処理機能を解放し，より抽象的な表象物を形成する機能は，刺激の繰り返し

に伴って増強するのである。乙の間，刺激のシンボノレ的局面を扱う前頭系(前頭一中心領)にお

いては，後頭系と緩やかな接触をもちつつ，原型形成一修正機能が維持され続け，最終的な諜題

解決を可能にするのである。

第5項今後の課題

本論の実験の結果，後顕領導出P170成分が抽象度の高い視覚性図式を形成する段階での，物

理的制約との接触の抑制機能を反映する乙とを推定し得た。乙の抑制段階の生起のためには，本

論の実験9及び10の結巣からみて，刺激呈示後約50msecの間刺激が持続する乙とが必要である。
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乙の刺激の持続は，刺激エネルギーが一定時間蓄穣される必要性を意味しなし、。なぜならば，実

験9及び仰とおいて 2発のフラッシュの発光間隔が25msec:から50msecの引きのばされただけで

後頭領導出のP270成分振幅値の増大が生じはじめたからである。

Libet (1966)は.O.5msecの電気刺激を30Hzあるいは60Hzの頻度で体性感覚皮質に与え

た。その結果的Hz刺激の方がより小さな電流で知覚を生じさせることができたが，一定時間

(約500msec)以上刺激を与えても知覚が強まることはなかった。また0.5msecの電気刺激を20

Hzの頻度でミ皮費lζ与えたとき，最初から 3発自までは皮質誘発長応の初期陰性成分の振幅値は

増加したが，それ以降は増加しなかった。そして10発目(刺激開始後約500msec)までは知覚が

生じなかった。 ζれらの結果は，皮質が活動水準iζ達するためには，刺激エネルギー量のみでは

なく，一定の刺激持続時間も必要である ζとを示している。脳内活動は，時間・空間的i乙一定の

パタンに組織化されるまでに，ふ卵期というべき一定の時間を必要とするのである (Eccles.

1970)。

本論の実験9及び10からは，視覚性国式形成活動が組織北されるために約50msecの時間が必要で‘

あるζとが推定される。刺激開始後約50msecの罰刺激が持続すると，本節第 l項で検討した如く，

大脳皮質において初期的符号化過程が開始される。この符号化過程が終了した後，視覚性関式の

形成過程が始まると推定される。そして，刺激開始後約50msecのうちに，視覚姓図式形成にかか

わる基本的神経活動が組織化された場合には，視覚性図式の成立後，抑制段階が生じ，より高次

の知覚・認知形成に移行するものと推定される。

すなわち，刺激開始の究めて初期的段階のうちに十分な神経活動の組織化が行われる乙とが，

より高次の知覚・認知活動が生ずるための必要条件で・あるといえる。 Vickers(1979)は，十分

な知覚弁別を行うのに必要な刺激持続時間があり，それらは約100msec(50 -70msecから正答率

が上昇し，反臨時間が減少する〉である乙とを示した。

しかし，刺激エネルギー彊が知覚活動に無関係であるわけではなし、。本論の実験10における後

頭領導出のP270成分振幅値の刺激繰り返し呈示κ伴う増大の程度は，刺激の種類によって巽なっ
ていた。過剰学習の不十分なランダムチェッカーパタン刺激に対しては，過剰j学習が十分に成立

している数字刺激よりも多くの刺激エネルギーを要すると推定される。

刺激到来後，どく初期 (50msec以内)には，一定時間の間持続する刺激エネルギーによって脳

内活動が誘発される必要がある。しかし乙の脳活動は，外来入力lζよってのみ活動水準に達する

のではなく，中枢性促通を同時に受けるζとによっても上昇するのである。乙の中叡性促通の量

は，実験10の結果に示されるように，過剰学習の程度に依存する。

NettelbeckとLally(1976)及びLal1yとNettelbeck(1977) は.Vickers (1979) の見

出した刺激拘束時間と知能検査得点が反比例するそとを見出している。感覚入力の不十分さは，

知的能力iζおける差を生ぜしめることが推定されている (O'Cornnerと Hermelin.1965)。乙

れらのことから，精神遅滞児における知覚 d認知活動の水準をあげるためには，視知覚成立過程

のごく初期において，鍵常者に対するよりも長い刺激持続時間とより多量の刺激エネルギーが必

要であると推定される。

もし，精神運滞児にたいして，刺激開始後約50-100msecの関に刺激エネルギー量，刺激持続

時間の増加あるいは刺激閤間踊の統制など，刺激景示方法の工夫により，知覚活動水準をあげる

乙とができるならば，彼等の概念化を促進させることが可能となろう。精神運滞児の概念化活動

の低さは，刺激との結ひ・っきの弱さにあると推定される。したがって，知覚活動を強化できるな
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らば，精神遅滞児の学習を促進させることが可能となるo 乙のとき，後頭領導出のP270成分は，

知覚活動レベルの有効な指標となり得る。精神遅滞児への本実験法の適用は，今後の課題である。

視知覚成立過程のより初期の過程と後頭領導出のP270成分の関係については，さらに詳細に

検討する必要がある。

Kitajima (1978)は，数種のISI(100，200，及び、400msec)で条件刺激を呈示する実験を

行った。その結果，ISIが200msecのとき後頭領導出のN1 -P 2振幅値が最大となり，lSI

が400msecのとき最低となった。そしていずれのISIで条件刺激が呈示されても，被験者は

それらを全て弁別する乙とができた。

本験の実験iζ基づけば，後頭領導出のP270成分振幅{穫は物理的制約からの解除機能を反映す

る。したがって，刺激間関隔が鋭い場合に物理的制約を抑制する効果が高まる臨界的時間が200

msecf寸近にあることを，この実験結果は示唆している。また400msecの間隔をおくときには，物

理的制約の処理を一層進行させるメカニズムがあることをも示唆している。このような，刺激閉

陪踊が100-500msecにわたる場合の後頭領導出のP270成分のふるまいと視覚性図式形成との

関連牲の検討は今後の諜題である。

本論においては，視知覚成立過程を次の如く捉えた。すなわちは)視知覚成立過程の初期棺にお

いては，高速伝達系のもたらす物理的制約に基づいて原裂が形成される。 (2)視知覚成立過程の後

期栢においては，低速伝達系のもたらす物理的制約が，原型を基準lζ視覚性関式として形成され

る。そして，原型形成過躍は，前頭系(前頭 中心髄)及び辺縁系をゆ心として展開され，視覚

性図式形成過程は後頭領を中心として展開されると規定した。

原型はより低域の空間周波数帯の情報に基づ句、て形成され，視覚性図式はより高域の空間題波

数帯の情報に基づいて形成されると仮定した O そして，後頭領導出のP270成分振幅値の腕激繰

り返し呈示に伴う増大は，高域空路周波数帯情報の抑制を皮映すると仮定した。もしそうであれ

ば，後頭領導出のP270成分振幅値が増大した場合には，刺激に含まれる高域空間周波数帯にお

ける変化l乙対する績が高まると推定される。刺激の繰り返し呈示中に，高域空間周波数帯成分を

変動させ，その検出閣僚を測定する乙とにより抑制メカニズムと空間賭波数との関連性を検討する

ことができょう。

さらに，視覚性図式がより抽象的なレベルで形成されるようになると，劉式による刺激の補完

が生じ得ると推定される。刺激が順次呈示されるなかで刺激の構成要素を徐々に取り除いてゆ

くとき，鴎式が補完し得る範囲内では，刺激に対する処理変動を反映するP300成分が生ずる乙

となく，後頭領導出のP270成分振幅値が増大すると想定される。視覚性図式と後頭領導出の

P270成分とのより直接的な対応関係の検討は，今後の課題である。

刺激呈示後約100msec-200msecの間には，初期符号化過程lζ続いて原型形成過程と，視覚性

図式形成過程の相互作用過躍が進行すると推定される。しかし，その棺互作用のありかたは，

体的なかたちでは鳴らかになっていなし、。乙の原型の視覚性国式への作用過程は，視覚性関式の

抽象度を決める重要な段階であり，視知覚成立過程の要となる段階である。原裂の実体を単独で

明らかにすることは，器難である。原型は，抽象的な仮説構成体であるにとどまる。しかし，原

型が高速伝達系のもたらす物理的制約に基づいて形成されるとすれば，それは高速伝達系の特性

からみて刺激の低域空間周波数帯の情報に基づいて形成されている。したがって，刺激の空間潤

波数特性を強謂することによって，原型をより形成しやすい刺激条件を作り得ることになる。

鰐えば，本論の実験9あるいは実験10のように， 50msec-100msec離して 2発の刺激を呈示す
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る。そしてj 発自に低域空間崩波数帯を主体とする刺激を し， 2発自に高域空間閥波数帯

を主体とする刺激を呈示する。 2発信の刺激lζ対する処理は l発日の刺激に対する処理によっ

て，原型形成iζ関して促進作用を受け，また 2発白自身の周波数特性によってより良好な視覚性

図式が形成され得ると予想される。

またそのような刺激の空間周波数特性を統制する方法によって，本論の一連の実験において十

分なかたちでは明らかにならなかった，視覚性図式のより具体的な形成過程を検討することが可

能になるであろう。

さらに視覚性図式が課題の要請によって，より抽象的・概念的に変化してゆく過程も明らかに

する必要がある。乙の問題の解明のためには，より高次の概念化を要求する課題のなかで，刺激

を繰り返し呈示し，後頭領導出のP270成分の撮舞いを検討する必要がある。

室橋(1978a，b)は日用品，動植物の線画を刺激として，刺激を繰り返し呈示し概念形成を求め

る実験を行った。 ζの実験においては，後頭領導出の陽性成分 (P260)は，刺激繰り返し

lζ伴う振幅値の減少を示した。本論の定験6において明らかになったように，刺激呈示の繰り返

し回数を増やせば，P270成分振幅値の減少に続いて増大が生ずると予想される。また蝶念形成

lζ対応した，より滋時の長い誘発電位成分の発生・成長が見出されている(室橋，1979;室橋ほか，

1979)。乙のような成分とP270成分の関連性も検討してゆく必要がある。

また知覚学留の進行lζ伴う抽象的視覚性表象物の成立は他の脳内事象との結び、つきを容易に

すると推定される。すなわち，条件づけの擦の基礎過程のひとつとしての，抽象的表象物の形成

過樫があり得る。 ζのような過棋は，概念形成の基礎的過程でもある。後頭領導出のP270成分

が，抽象的視覚性表象物の成立を促す脳内状態の変動を反映するならば，P270成分振幅値の増

大に対応した学習効果が行動上にあらわれる可能性がある。特iζP270成分振幅値の減少一増大

現象は，刺激の弁別的特性の獲得過程に対応すると推定される。このとき，P270成分の振幅値

増大は，より密接に視覚性連合学習の進行を反映すると想定される。 ζの問題の解明のためには，

視覚刺激による対連合学習課題を設定し，学習効果とP270成分振幅値との対応を検討する必要

がある。


